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研究成果の概要（和文）：医学生物学研究は、分子、細胞、モデル動物等の研究からヒトの研究へとパ
ラダイムシフトしつつあり、ヒト試料の検証や網羅的解析は、生命現象の意義の解明とその応用に必
須となっている。そこで、13.5 万人の健常人コホート、世界最高品質の剖検脳、11.4 万件の臨床組織
等のヒト試料を、全国の研究者の連携により系統的に収集、保管し、最先端ヒト試料解析技術と共に提
供する研究基盤を構築した。この結果、期間内に 4,997 件の支援を実施し、多数の世界的・先端的研究
を支援し、一流雑誌を含む 882 報の英文原著論文の発表に貢献した。また、若手研究者間の発表会を
重ねて領域横断的交流を促進し、同時に支援に携わる人材を育成した。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
研究者が分子や細胞を使って得た知見の価値は限られるが、それをヒト試料で検証できれば、ヒトの
健康・医療情報と統合し、生命現象の意義解明や疾患対策への応用が可能となる。そこで、健常人や患
者様から研究同意を得たヒト試料を系統的に収集、保管、提供する活動を進め、約５千件の研究を支援
した。この結果、認知症やパーキンソン病の原因解明につながる研究や、肺がんや膵がん、痛風等のな
りやすさや治療効果を決める遺伝子の同定等、学術的、社会的意義の高い成果が得られ、学術論文や
HP へ掲載して周知に努めた。また、若手研究者の発表会や、倫理・法・社会的検討に関する公開講座
等を積極的に開催し、研究成果の社会への発信に努めた。 
 
研究成果の概要（英文）：Biomedical research is shifting its paradigm from molecular, cellular 
and animal-model analysis to human research. Now, comprehensive or validation studies on 
human materials become essential for understanding of their biomedical significance and for 
their clinical applications. Thus, based on the collaboration of scientists in Japan, a platform 
was constructed to collect, store, and provide materials with informed consent from cohorts of 
around 135,000 healthy individuals, around 300 brain tissues from autopsy, and around 114,000 
clinical specimens, as well as cutting-edge analytical techniques of human materials. 
Then, in 6 years, this platform supported 4,997 projects and contributed to the publishment of 
882 scientific articles, including state-of-the-art studies published in various top journals. This 
platform also encouraged interdisciplinary sciences through workshops for young scientists and 
cultivated human resources who devoted themselves to support activities. 
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１．研究開始当初の背景 
平成 22 年度～27 年度まで実施されてきた文部科学省科研費新学術領域研究『生命科学系 3 分野（が
ん、ゲノム、脳）支援活動』を発展強化させ、平成 28 年度より、新学術領域研究の枠組みに新たに『学
術研究支援基盤形成』が創設された。科研費により助成されている「学術研究」に関し、研究者の多様
なニーズに効果的に対応するため､ 大学共同利用機関、共同利用・共同研究拠点を中核機関とする関
係機関の緊密な連携の下、学術研究支援基盤の形成を図る制度である。この中で、「コホート・生体試
料支援プラットフォーム」は、この制度が展開する「研究基盤リソース支援プログラム」の一つとし
て、特に最近の医科学研究になくてはならないヒト試料を用いた研究を支援するためのプログラムと
して開始された。 
具体的には、研究の基礎・基盤となるリソース（ヒト生体試料や、健康・臨床情報を含むバイオメディ
カル情報）についての収集・保存・提供や保存技術、最先端のヒト生体試料やヒト・バイオメディカル
情報の解析技術等の支援を行うものである。当プラットフォームでは、中核機関（東大医科研）ならび
に連携機関の施設・設備や、それぞれの機関が持つ高度に専門的で先進的な技術を組み合わせて、先端
的で学術的価値の高いリソースの提供や解析支援を実施することとなった。 
 
２．研究の目的 
本プラットフォームの目的は、まず、日本人一般健常者集団約 13.5 万人のコホートデータおよび DNA
等の生体試料や、がん組織をはじめとする臨床試料を系統的に収集・整理・安定保存し、これを日本人
の体質に応じた個別化予防・医療の創出に向けた研究に広く活用されるための研究インフラの構築、
ならびに、剖検で得られた死後脳をオープンリソースとした、精神・神経疾患の解明を目指した研究支
援のための、日本ブレインバンクネットワークの構築と、それらの実質的な運用の促進にある。また、
アプローチが極めて困難で研究者からの支援要望の多い多彩なヒト生体試料を用いた生体内分子動態
や生体指標の高感度かつ多角的解析支援を、豊富な生体試料・情報の収集・提供と独自の多分子超高感
度解析・オミックス解析支援で行い、生命現象の本体解明を行う画期的な研究成果の発出と次相移行
を支援することである。 
 
３．研究の方法 
(1)総括支援活動： 
若手支援研究者を中心とする成果発表会、倫理・法・社会的課題の検討会等を開催、共催し、支援の利
用者と提供者、一般市民との情報共有を促進した。連携機関との会議を開催し、また他の生体試料バン
クとの情報交換を図り、我が国のコホート・生体試料支援の有機的な連携を促進した。関係学会に出展
し、当支援活動の一層の周知を図るとともに、個別課題からの相談等を通じてニーズの把握に努めた。
令和 2 年度からは、COVID-19 克服に向けた研究に対する支援、COVID-19 による研究の支障解消と加速
化のための支援も開始した。 
(2)コホートによるバイオリソース支援活動： 
本支援活動では、日本多施設共同コーホート（J-MICC）研究を中心として、研究支援分担者が研究参加
者を募集し、追跡調査を実施してきた５つのコホート研究の生体試料、データ（生活習慣・病歴・健診
データ、死亡・がん罹患の追跡調査など）を用い、主に以下の研究支援を実施してきた。① 症例対照
研究の際のコントロールとしての生体試料・データの提供、② 遺伝型データ（主に SNP アレイによる
タイピングデータ）を用いた横断研究、③ 遺伝型データを用いない横断研究、④ 死亡・がん罹患をア
ウトカムとしたコホート研究（遺伝型データを用いるものを含む）、⑤ がん早期診断マーカー精度検
証のための生体試料支援（採血後 2-3 年以内にがんと臨床診断された症例、およびコントロールの保
存血清・血漿を提供）。同時に各コホート研究では、研究支援内容の充実や継続性確保のため、研究参
加者募集や２回目の調査、死亡や疾病罹患の追跡調査、生体試料やデータの維持・管理を実施した。 
さらにゲノムワイド関連解析（GWAS）など、バイオインフォマティクスの知識・技術が必要なヒトバイ
オデータの解析について、⑥ 大規模バイオデータ解析支援として専門家による解析支援や技術講習を
実施した。 
(3)ブレインリソースの整備と活用支援活動： 
①精神・神経疾患の解明に向けた研究の支援機能を強化するために、三大バイオバンクとの連携を図
りつつ、国内の生前ドナー登録システムを持つブレインバンクをネットワーク化し、ワンストップサ
ービス化を行った。また、新たに大阪大学を中心に徳島大学、広島大学に拠点を構築し、関西地区の強
化とともにネットワーク拡大を図った。減少する剖検率に対抗するために、ブレインバンク生前ドナ
ー登録を全国レベルで推進した。一方で、日本全国に存在する生前ドナー登録者の剖検に対応するた
めに、全国の研究協力施設において、神経病理診断援助、リソース構築支援・運用・管理指導を行い、
オールジャパン体制を構築した。 
② リソースの品質向上のために、ホームページ上の病理診断プロトコールのアップデート、拠点間の
定期的な神経病理診断品質管理ネットカンファランスを行い、病理診断品質の統一化を図った。また、
RNA 品質（RIN）、DNA 品質の検証による検体品質管理を進めた。 
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③ リソース利用研究者の増加をめざし、関連する国内及び国際学会で神経科学ブレインバンクネット
ワークの情報宣伝やシンポジウム主催、ブレインバンク年次報告を行った。 
④ リソース利用希望者には Zoom 協議を活用して対応し、申請の段階から論文化に至るまでの継続的
な支援と研究に見合う最適なリソースの提供を行なった。また、テーラーメードにリソース構築を行
うことにも対応した。 
(4)生体試料による支援活動： 
ヒト生体内の分子動態の体系的理解に基づいた生命科学全般の領域にまたがる我が国のボトムアップ
型研究を推進し、その基礎研究成果のさらなる生命現象解明への展開と応用研究への移行を支援する。
「生体試料を用いた超高感度分子病態解析と多施設連携研究ネットワーク構築支援」と「生体試料を
用いた多層オミックス・情報解析の支援」では、被支援者が解析している生体機能分子や生体指標等に
対し当班が具備する正確な背景情報を伴う生体試料を用いた超高感度分子病態解析や各種オミックス
解析支援と多施設連携研究のネットワーク構築支援を行う。「ヒト生体試料（組織・血液試料）や背景
情報の集積と提供支援」と「血液悪性腫瘍バイオリソース支援」では、がん関連患者を中心に凍結腫瘍
組織、血液試料（血清、リンパ球）、HTLV-1 感染者の血液試料及びこれらに付随する臨床情報を収集し、
提供支援を行う。収集試料につき各種検査情報の付加やその保管・分析技術の蓄積を進め、病理専門医
による病理形態学支援を行う。最新の支援ニーズと生命科学研究の動向に対応した研究支援分担・協
力機関の基盤強化と適宜の情報共有により支援の円滑化に関わる協力体制を強化する。HP・講演会・学
会等を通じて我が国における生体試料収集・提供とそれらを用いた解析・連携支援に関するノウハウ
の普及や社会連携に向けた啓発活動を行い、関係者の研修を各機関で適宜受け入れる。 
 
４．研究成果 
(1)総括支援活動： 
若手支援研究成果発表会（令和元年度〜３年度）には毎回 30〜40 名程度が参加し、支援の利用者と提
供者との情報共有が促進された。また外部のコホート研究や生体試料バンクとの情報交換を通じ、プ
ラットフォームに参画している日本多施設共同コホート研究、および鶴岡メタボロームコホート研究
が、わが国の２つのゲノムコホート連携（Japanese Consortium of Genetic Epidemiology studies、
Japan genome cohort alliance）に参画した。また令和２年度には COVID-19 の疫学研究に対する支援
も実施した。 
(2)コホートによるバイオリソース支援活動： 
本支援活動の中心基盤となっている日本多施設共同コーホート（J-MICC）研究では、①ベースライン調
査、②がん罹患調査、③生死および死因を把握する追跡調査を継続、9.2 万名分の死亡追跡データ（平
均追跡期間 約 9 年、死亡 約 5,800 例）、7.8 万名分のがん罹患追跡データ（平均追跡期間 約 8 年、が
ん罹患 約 9,900 例）を整備した。また第二次調査（ベースライン調査から約 5 年後）のデータ 4.0 万
名分も利用可能とした。さらに従来利用可能であった 1.4 万名分の SNP アレイデータに加え、がん罹
患症例を中心に約 9,000 名分の SNP アレイタイピングを追加した。以上のデータは、今後の研究支援
拡大の基礎となるものである。今期の支援活動では J-MICC 研究を含む参画コホートを基盤として、Ⅰ.
コホートによるバイオリソース支援（下記のⅡ,Ⅲを除く）1,200 件以上、Ⅱ.がん早期診断マーカー精
度検証支援 12 件を実施した。またバイオインフォマティクスの専門家により、Ⅲ.大規模バイオデー
タの解析支援（技術講習含む）302 件も実施した。 
これらの研究支援により、高尿酸血症者の痛風発症に関与する遺伝子座の同定、膵臓がんリスクと関
連する新規遺伝子座の発見、魚類摂取と大動脈疾患死亡との関連など、大規模コホート研究集団の特
性を生かした成果が論文として発表された。 
(3)ブレインリソースの整備と活用支援活動： 
本研究により、生前ドナー登録システムを持つブレインバンクのネットワーク化が行われ、大阪大学
を中心とする新拠点構築により、関西地区の強化とブレインバンクネットワークの全国レベル拡大が
進行したことは、今後の活動の土台となる大きな成果と言える。 
ブレインリソースでは、2016 年のプロジェクト開始以来、950 件以上のリソース構築支援と、延べ 310
件のリソース提供支援を行った。得られた研究成果は 200 報以上の論文として出版され、さらなる成
果の刊行が予定されている。この６年間で最もインパクトがあった研究成果は、タウが脳内に溜まり
タウオパチーと総称される神経疾患群で、沈着するタウ線維の構造が疾患分類の基準となり得ること
が、クライオ電子顕微鏡による解析で示されたことである。この一連の研究は、英国 MRC を中心とす
るグループとの国際共同研究で、主に Nature などの雑誌に複数の論文として報告された。新規のアミ
ロイド線維の存在も明らかにされ、今後の研究の展開が期待されている。この研究は、また、本リソー
スの品質レベルが世界的にも高いこと、そしてその有用性を実証した。 
リソース共同研究では、このような疾患脳自体の解析に加えて、動物モデルや細胞で得られた結果の
ヒト脳での検証研究が多数行われており、本プラットフォームは、ヒト脳疾患研究の進展に大きく貢
献した。 
(4)生体試料による支援活動： 
8 つの支援班機関が連携し、「最先端技術による生体試料解析支援」と「がん組織を始めとする生体試
料の収集、保管、提供支援」を実施した。最先端技術解析支援では、ゲノミクス、プロテオミクス、情



報科学解析等の幅広い先進的技術とヒト生体試料を用いて、1,396 件の研究課題を支援した。生体試料
収集・提供支援では、30 がん種をはじめとする 66,504 件の臨床試料（組織、血清、リンパ球、DNA 等）
を新規収集して（総計 113,705 件）、19,578 件の試料・情報を提供した。また、HTLV-1 感染者の血液試
料は世界唯一の希少疾患バンクとして国際的に活用された。これらの支援成果は 246 報の国際学術誌
への掲載に繋がっており、例えば、27 の疾患発症に関わる日本人の遺伝的特徴を解明した研究（Nature 
genetics 52: 669–679, 2020）や HTLV-1 の高精度ウイルス配列検出法を確立した研究（Cell Reports 
29: 724-735, 2019）などインパクトのある成果が得られた。ヒト生体試料を用いた最先端技術解析支
援活動は、世界的にも類例を見ないユニークかつ強力な支援活動であり、一方、生体試料の提供では収
集試料の約 30%が提供され、約 7%が平均の諸外国のバイオバンクと比較して突出した活用実績である。
今後は本活動の長所を活かし、質の高い医学生命科学の推進に向けた技術・試料整備を進める予定で
ある。 
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Toshiro Takezaki. 

２．発表標題 

 Gene and environmental factors for liver fibrosis among Japanese general population with 

NAFLD. 

３．学会等名 

 INTERNATIONAL EPIDEMIOLOGICAL ASSOCIATION'S WORLD CONGRESS OF EPIDEMIOLOGY 2021  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Chiba, Yosuke Masamoto, Hideaki Mizuno, Mineo Kurokawa 

２．発表標題 

 GFI1 Is a Downstream Target of EVI1 in Normal Hematopoiesis 

３．学会等名 

 第 83 回日本血液学会総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 平井 志伸, 三輪 秀樹, 國井 泰人, 新井 誠, 岡戸 晴生 

２．発表標題 

 Glucose取り込み低下を伴う脳毛細血管障害は新たな精神疾患の指標となりうるか 

３．学会等名 

 第 51 回日神経精神薬理学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Miki Watanabe, Teruo Nagaya, Hiroko Nakagawa-Senda, Satoyo Hosono, Kyoko Ban, Tamaki 

Yamada, Sadao Suzuki 

２．発表標題 

 Helicobacter pylori infection in parents and their children 

３．学会等名 

 22th IEA World Congress of Epidemiology  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tatsuo Mano, Gaku Ohtomo, Atsushi Iwata, Tatsushi Toda 

２．発表標題 

 HIF1A-dependent autophagy mitigates alpha-synuclein pathology and cognitive impairment 

３．学会等名 

 第 62 回日本神経学会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 大友 岳, 間野 達雄, 岩田 淳, 戸田 達史 

２．発表標題 

 HIF1α依存性オートファジーによるαシヌクレイン病理の分解促進 

３．学会等名 

 第４０回 日本認知症学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 岡澤 均 

２．発表標題 

 HMGB1モノクローナル抗体による前頭側頭葉変性症の治療開発 

３．学会等名 

 第 36 回日本老年精神医学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 大隈 和、倉光 球、相良 康子、中村 仁美、蕎麦田 理英子、佐竹 正博、梅木 一美、岡山 昭彦、佐

藤 知雄、山野 嘉久、板橋 家頭夫、齋藤 滋、渡邉 俊樹、浜口 功 

２．発表標題 

 HTLV-1感染診断の正確性向上のための新規推奨検査アルゴリズムの確立と診断指針の改定 

３．学会等名 

 第 7 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroshi Kitajima, Reo Maruyama, Takeshi Niinuma, Akira Takasawa, Eiichiro Yamamoto, Kazuya 

Ishiguro, Masahiro Kai, Hiroshi Nakase, Takashi Tokino, Hiromu Suzuki 

２．発表標題 

 Identification of a long non-coding RNA associated with gastritis and gastric cancer 

３．学会等名 

 第 22 回日本 RNA 学会年会  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yohei Miyagi, Yataro Daigo, 

２．発表標題 

 Identification of URST1 as a cancer biomarker and therapeutic target for lung cancer 

３．学会等名 

 2021 AACR meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yohei Miyagi, Yataro Daigo. 

２．発表標題 

 Identification of URST1 as a prognostic biomarker and therapeutic target for lung cancer 

３．学会等名 

 AACR 2021  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 足立 靖、野島正寛、 森 満、久保俊久、檜森亮吾、山野泰穂、仲瀬裕志、林 櫻松、若井建志、

遠藤高夫、玉腰暁子 

２．発表標題 

 Insulin-like growth factor (IGF)-2 and incidence of colorectal cancer, differences by site 

and gender 

３．学会等名 

 日本消化器癌発生学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Miho Suzuki, Kenta Iijima, Keiko Shinjo, and Yutaka Kondo  

２．発表標題 

 Long noncoding RNA TUG1 regulates R-loop resolution and maintains cancer cell proliferation 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 小山晃英 

２．発表標題 

 MR-proADMの血管不全に対するバイオマーカーとしての検討 

３．学会等名 

 第 50 回日本心脈管作動物質学会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 指宿りえ、下敷領一平、西本大策、宮原宏典、徳重浩一、嶽崎俊郎 

２．発表標題 

 NAFLD肝線維化に対する環境・宿主要因の相互作用に関する研究 

３．学会等名 

 第 32 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Taniguchi R, Ukawa S 

２．発表標題 

 Participation in social group activities and risk of dementia: a systematic review 

３．学会等名 

 The 7th International Conference on Public Health 2021  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Kawamura Y, Nakayama A, ..., Takeuchi K, Takada T, Tsunoda M, Arisawa K, Takezaki T, Tanaka 

K, Ichida K, Wakai K, Shinomiya N, Matsuo H 

２．発表標題 

 Proposal of more practical diagnosis of renal hypouricemia: revealed by genetic studies 

of nonfunctional variants of URAT1/SLC22A12 among 30,685 Japanese individuals 

３．学会等名 

 G-CAN 7th Annual Research Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Toyoda Y, Kawamura Y, Nakayama A, Nakaoka H, .., Morimoto K, Uchida N, Shigesawa R, 

Takeuchi K, Inoue I, Ichida K, Suzuki H, Shinomiya N, Takada T, Matsuo H. 

２．発表標題 

 Protective effect of common and rare variants of URAT1/SLC22A12 on gout 

３．学会等名 

 The 19th Symposium (PP21) on Purine and Pyrimidine Metabolism in Man  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 中村翔，齋藤義信，成松宏人 

２．発表標題 

 Quality of life関連指標と ME-BYO indexとの関連 

３．学会等名 

 第 31 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Ikezaki H, Nakashima R, Ai M, Okazaki M, Kohzuma T, Schaefer EJ 

２．発表標題 

 Relationship between dietary vitamin D intake, obesity, and twenty lipoprotein subclasses: 

results from the Kyushu and Okinawa Population Study (KOPS) 

３．学会等名 

 89th EAS Congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Ikezaki H, Nakashima R, Furusyo N, Ai M, Okazaki M, Hayashi J, Schaefer EJ 

２．発表標題 

 Relationship between dietary vitamin D intake, obesity, and twenty lipoprotein subclasses: 

results from the Kyushu and Okinawa Population Study (KOPS) 

３．学会等名 

 AHA Scientific Sessions 2021  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Ikezaki H, Furusyo N, Ai M, Okazaki M, Hayashi J, Schaefer EJ 

２．発表標題 

 Relationship Between the Cholesterol and Triglyceride Content of Lipoprotein Subclasses 

and Carotid Intima-Media Thickness: Results from the Kyushu and Okinawa Population Study 

３．学会等名 

 AHA Scientific Sessions 2021  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuichiro Nishida, Megumi Hara, Yasuki Higaki, Naoto Taguchi, Chisato Shimanoe, Mikako 

Horita, Koichi Shinchi, Keitaro Tanaka  

２．発表標題 

 Replacing sedentary time with moderate-to-vigorous physical activity is associated with 

decreased serum SPARC in men 

３．学会等名 

 World Congress of Epidemiology 2021  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 中畑新吾、Chilmi Syahrul 、中武彩子、吉浜麻生、松浦正、武本重毅、中野伸亮、斎藤益満、岩永

正子、相良康子、前田宏一、宇都宮與、下田和哉、渡邊俊樹 1、森下和広 

２．発表標題 

 sCADM1は ATLLの新規のバイオマーカー候補となる 

３．学会等名 

 第 7 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木拓 

２．発表標題 

 Screening for long noncoding RNAs associated with oral squamous cell carcinoma reveals the 

potentially oncogenic actions of DLEU1 

３．学会等名 

 第 39 回札幌国際がんシンポジウム （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Miho Suzuki, Yutaka Kondo 

２．発表標題 

 Spatiotemporal Regulation of Long non-coding RNA to propagate Cancer Cells 

３．学会等名 

 合同大会 第 126 回 日本解剖学会総会･全国学術集会 第 98 回 日本生理学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Toyoda Y, Kawamura Y, Nakayama A, Nakaoka H, Higashino T, ..., Takeuchi K, Inoue I, Ichida 

K, Suzuki H, Shinomiya N, Takada T, and Matsuo H 

２．発表標題 

 Substantial gout protective effect by common and rare variants of URAT1/SLC22A12 gene 

３．学会等名 

 23th APLAR (Asia-Pacific League of Associations for Rheumatology) Congress in 2021  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山口 智久、定 清直、Nicholas M Kanan、村山 繁雄、佐々木 宏仁、Yen Shu-Hui、高久 直子、

北崎 佑樹、榎本 崇一、白藤 法道、井川 正道、山村 修、濱野 忠則 

２．発表標題 

 Syk がタウ蛋白リン酸化、重合に及ぼす影響の検討 

３．学会等名 

 第 40 回日本認知症学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Masanori Kurihara, Tatsuo Mano, Yuko Saito, Shigeo Murayama, Atsushi Iwata, Tatsushi Toda 

２．発表標題 

 Tau-induced Aggregation of BRCA1 in Tauopathies 

３．学会等名 

 17th Asian Oceanian Congress of Neurology  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Shugo Suwazono, Natsumi Fujisaki 

２．発表標題 

 Toward establishment of a cohort ready for interventional clinical trials - Monitoring 

disease progression in patients with hereditary motor and sensory neuropathy with proximal 

dominant involvement 
３．学会等名 

 PACTALS in Nagoya 2021  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 堀江美音、豊田優、河村優輔、中山昌喜、中岡博史、東野俊英、清水聖子、藤原慎、田中里沙、大山

博司、竹内研時、井ノ上逸郎、鈴木洋史、市田公美、四ノ宮成祥、高田龍平、松尾洋孝 

２．発表標題 

 URAT1/SLC22A12遺伝子の機能低下型の common/rare variantによる強力な痛風発作抑制効果の同定 

３．学会等名 

 第 1 回トランスポーター研究会関西部会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 鳥羽美帆、豊田優、河村優輔、中山昌喜、中岡博史、東野俊英、清水聖子、水田奈々子、田中里沙、

大山博司、若井建志、井ノ上逸郎、鈴木洋史、市田公美、四ノ宮成祥、高田龍平、松尾洋孝 

２．発表標題 

 URAT1/SLC22A12遺伝子の機能低下型の common/rare variantは痛風発作を強力に抑制する 

３．学会等名 

 第 12 回トランスポーター研究会九州部会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 アルツハイマー病理の脳領域分布に着目した研究 

３．学会等名 

 第 6 回 拡大ワークショップ 名古屋大学 脳とこころの研究センター   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 舩橋利佳子、鈴木智津、山岡悠太郎、宮川 敬、木村弥生、梁 明秀 

２．発表標題 

 アルファスクリーンを用いた血清中の抗 HTLV-1抗体測定法の開発 

３．学会等名 

 第 72 回日本電気泳動学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 石堂正美 

２．発表標題 

 エネルギー毒性 

３．学会等名 

 第 94 回日本生化学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 阪口政清 

２．発表標題 

 がんの転移制御を目指して 

３．学会等名 

 第 12 回岡山肺癌基礎研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 朝倉暢彦、室井敦、中村直俊、野島陽水、越川直彦、鈴木貴 

２．発表標題 

 がん幹細胞マーカーによる肝細胞がんの分類と EphA2シグナル伝達 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 里 直行 

２．発表標題 

 タンパク質蓄積病態に影響するファクターとは 

３．学会等名 

 第 40 回日本認知症学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 池崎裕昭、中嶋綾子、古庄憲浩、藍 真澄、岡崎三代、林 純、Ernst J Schaefer 

２．発表標題 

 ビタミン D摂取量が脂質 20分画と肥満に与える影響の検討−Kyushu and Okinawa Population Study

の結果より 

３．学会等名 

 第 53 回日本動脈硬化学会総会・学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 岩上将夫、後藤温、鈴木詩織、片桐諒子、羽入田明子、山地太樹、澤田典絵、中杤昌弘、若井建志、

須藤洋一、清水厚志、丹野高三、木下賢吾、寶澤篤、伊藤秀美、松尾恵太郎、岩崎基 

２．発表標題 

 メンデルのランダム化法による血中脂質と大腸がんの関係の検討 

３．学会等名 

 第 32 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 羽入田明子、後藤温、鈴木詩織、片桐諒子、岩上将夫、山地太樹、澤田典絵、中杤昌弘、若井建志、

須藤洋一、清水厚志、丹野高三、木下賢吾、寶澤篤、伊藤秀美、松尾恵太郎、岩崎基 

２．発表標題 

 メンデルのランダム化法による糖代謝指標と大腸がんの関連解析 

３．学会等名 

 第 32 回日本疫学会学術総会  2022 年 1 月 26 日〜28 日（採択）   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 舟橋伸昭、越川直彦 

２．発表標題 

 ラミニンγ2単鎖が肝発がんに及ぼす新たな機能の解析 

３．学会等名 

 日本がん転移学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、髙澤啓、新沼猛、山本英一郎、石黒一也、吉戸文乃、甲斐正広、小山内誠、時

野隆至、仲瀬裕志、鈴木拓 

２．発表標題 

 胃炎胃がん関連 lncRNAはストレス顆粒形成を促進し、アポトーシスを抑制する 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、高澤 啓, 新沼 猛、山本英一郎、石黒一也、吉戸文乃、甲斐正広、小山内誠、

時野隆至、仲瀬裕志、鈴木 拓 

２．発表標題 

 胃炎胃がん関連長鎖 non-coding RNAはストレス顆粒形成を促進し、アポトーシスを抑制する 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、高澤 啓, 新沼 猛、山本英一郎、石黒一也、吉戸文乃、甲斐正広、小山内誠、

時野隆至、仲瀬裕志、鈴木 拓 

２．発表標題 

 胃炎胃がん関連長鎖 non-coding RNAはストレス顆粒形成を促進し、アポトーシスを抑制する。 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 坪井良樹、山田宏哉、宗綱栄二、藤井亮輔、安藤嘉崇、水野元貴、石原裕也、石川浩章、大橋鉱二、

橋本修二、鈴木康司 

２．発表標題 

 一般住民を対象とした喫煙習慣と AHRR遺伝子の DNA メチル化率との関連 

３．学会等名 

 第 53 回藤田医科大学医学会学術大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 城戸美和子， 谷川健祐， 妹尾洋， 藤原善寿， 藤﨑なつみ， 中地亮， 渡嘉敷崇， 諏訪園秀吾 

２．発表標題 

 沖縄型神経原性筋萎縮症(HMSN-P) 6 症例における複数回の HAL®治療効果の検討 

３．学会等名 

 第６２回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 藤崎なつみ，諏訪園秀吾，末原雅人，中地亮，城戸美和子，藤原善寿，妹尾洋，渡嘉敷崇，髙嶋博 

２．発表標題 

 沖縄型神経原性筋萎縮症(HMSN-P)患者の呼吸機能の経過について 

３．学会等名 

 第６２回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 諏訪園秀吾・城戸美和子・藤﨑なつみ・藤原善寿 

２．発表標題 

 沖縄型神経原性筋萎縮症 7例における HAL 医療用下肢タイプの繰り返し使用効果の検討 

３．学会等名 

 第 10 回日本脳神経 HAL研究会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 田所優子 

２．発表標題 

 加齢に伴う造血の変化 - 造血幹細胞エイジングに着目して - 

３．学会等名 

 第 43 回 日本生物学的精神医学会・第 51 回 日本神経精神薬理学会 合同年会, BPNP2021 サテライトシンポジ

ウム, B6J Aged 研究会 第 3 回 講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 和田瑞穂、尾﨑悦子、渡邊能行 

２．発表標題 

 過敏性腸症候群と食習慣及び食品摂取頻度の関連 

３．学会等名 

 第 68 回日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 西田裕一郎、原めぐみ、桧垣靖樹、田口尚人、中村和代、南里妃名子、今泉猛、坂本龍彦、島ノ江千

里、堀田美加子、新地浩一、田中恵太郎、J-MICC Study Group 

２．発表標題 

 肝逸脱酵素に対する身体活動とコーヒー飲用および飲酒の交互作用 

３．学会等名 

 第 32 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 舟橋伸昭、岡田光、山下太郎、金子周一、清木元治、越川直彦 

２．発表標題 

 肝発がんにおける Ln-γ2m の機能解析 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 鈴木康司、山田宏哉、藤井亮輔、坪井良樹、前田圭介、石原裕也、橋本修二、浜島信之 

２．発表標題 

 血清カロテノイド値と白血球 SOCS3 DNAメチル化率との関連−Yakumo Study− 

３．学会等名 

 第 80 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 伊東 葵、古郡かすみ、橘 拓希、川島晃子、川畑春佳、後藤千穂、栗木清典 

２．発表標題 

 血糖値に対する緑茶・カテキン摂取量と腸内細菌叢の関連についての横断的検討 

３．学会等名 

 第 80 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 橘 拓希、川島晃子、川畑春佳、伊東 葵、古郡かすみ、可児美月、後藤千穂、栗木清典 

２．発表標題 

 血糖調節指標に対する血糖値の調節に関わる遺伝的要因と栄養素摂取量の横断的検討 

３．学会等名 

 第 80 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 原因因子や危険因子に着目したアルツハイマー病の病態解明,治療薬開発 

３．学会等名 

 第 63 回日本老年医学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 高野 淳、吉武 義弘、篠原 正憲、醍醐 弥太郎 

２．発表標題 

 口腔がんの新規予後マーカー、治療標的分子 URST1の同定 

３．学会等名 

 人類遺伝学会第 66 回大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 中山博貴、星野大輔、菅沼伸康、戸田宗治、益戸功彦、宮城洋平、岩崎博幸、利野靖 

２．発表標題 

 甲状腺未分化癌細胞株に対する EZH2阻害薬の効果 

３．学会等名 

 第 54 回日本内分泌外科学会学術大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 別宮 豪一、繁信 和恵、右近 琴、米延 友希、山下 里佳、池田 学、森井 英一、村山 繁雄、望月 秀

樹. 

２．発表標題 

 行動型前頭側頭型認知症様症状を呈した辺縁系優位レビー病理を伴うアルツハイマー病の一剖検例 

３．学会等名 

 第 62 回日本神経病理学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 森治樹、阿部雄一、磯村久徳、山田有沙、奥本泰秀、島田友香子、山田啓策、木下敬史、小森康司、

清水泰博、丹羽康正、田近正洋、田口歩  

２．発表標題 

 高深度プロテオーム解析による大腸癌早期診断血液バイオマーカーの同定 

３．学会等名 

 2021 年度コホート・生体試料支援プラットフォーム（CoBiA）若手支援研究成果発表会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 南里妃名子、原めぐみ、西田裕一郎、島ノ江千里、田中恵太郎 

２．発表標題 

 酸化バランススコアと高感度 CRPとの関連：J-MICC study SAGA 

３．学会等名 

 第 31 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 宍戸理紗, 國井泰人, 日野瑞城, 長岡敦子, 泉竜太, 矢部博興 

２．発表標題 

 死後脳を用いた統合失調症脳病態のストレス・炎症関連分子による層別化の試み 

３．学会等名 

 第 43 回日本生物学的精神医学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 相良康子、中村仁美、山本 翠、高瀬隆義、入田和男 

２．発表標題 

 自然感染における HTLV-1検査のウインドウ・ピリオドの推測 

３．学会等名 

 第 7 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 池崎裕昭、中嶋綾子、梅本真紀子、松本佑慈、太田 梓、山嵜 奨、平峯 智、髙山耕治、小川栄一、

豊田一弘、村田昌之、林 純、下野信行 

２．発表標題 

 住民健診受診者における生活習慣病の未診断率と未診断者の検査値の検討 

３．学会等名 

 第 23 回日本病院総合診療医学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Sun Wanlu，山岸良匡，木原朋未，岸田里恵，玉腰暁子，磯博康 

２．発表標題 

 循環器疾患既往者における脂肪酸摂取量と死亡との関連：JACC Study 

３．学会等名 

 第 32 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 太田加奈子，山岸良匡，岸田里恵，木原朋未，崔仁哲，磯博康，玉腰暁子 

２．発表標題 

 初経年齢と循環器疾患死亡との関連：JACC Study 

３．学会等名 

 第 57 回日本循環器病予防学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 勝又千裕、南彰、田口理紗、後藤純、金澤寛明、鈴木隆、竹内英之 

２．発表標題 

 食餌に由来する神経障害性のあるシアル酸分子種の体内動態の分析 

３．学会等名 

 第 85 回日本生化学会中部支部例会・シンポジウム   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 有澤孝吉、釜野桜子、上村浩一、Nguyen Van Tien, J-MICC Study Group 

２．発表標題 

 食事酸負荷とメタボリック症候群との関連：J-MICC Study  

３．学会等名 

 第 31 回日本疫学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 越川直彦、山下太郎、中川将利、吉田栄作、吉村徹、金子周一、清木元治 

２．発表標題 

 新たな肝細胞がんを予測する新たなバイオマーカーとしての血清ラミニン γ2モノマー 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 青木正博 

２．発表標題 

 新規転移性大腸がんマウスモデルの作出と転移機構の解析 

３．学会等名 

 第 30 回日本がん転移学会学術集会・総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 新沼猛、北嶋洋志、畠中柚衣、関口翔平、萬顕、久保俊之、佐々木基、原田拓、甲斐正広、仲瀬裕志、

鈴木拓 

２．発表標題 

 新規頭頸部癌関連 long non-coding RNA の同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 河村優輔、東野俊英、中山昌喜、清水聖子、四ノ宮成祥、高田龍平、松尾洋孝 

２．発表標題 

 腎性低尿酸血症 1 型の新規病因変異である機能低下型スプライシング変異の同定：日本人 2 家系の

URAT1/SLC22A12遺伝子の解析より 

３．学会等名 

 第 54 回日本痛風・尿酸核酸学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 西田 南海子、下地 啓五、永田 奈々恵、裏出 良博、陣上 直人、奥村 亮介、岡田 務、松本 禎之、

石川 正恒、岩崎 孝一、戸田 弘紀 

２．発表標題 

 髄液中リポカリン型プロスタグランジン D合成酵素濃度は 

特発性正常圧水頭症において放線冠の白質異方性と負に相関する 

３．学会等名 

 第 22 回日本正常圧水頭症学会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 上村浩一、釜野桜子、有澤孝吉、J-MICC Study 徳島地区 

２．発表標題 

 成人男性における Fatty Liver Indexと慢性炎症や動脈スティフネスとの関連 

３．学会等名 

 第 91 回日本衛生学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 別宮 豪一、村山 繁雄、繁信 和恵、右近 琴、米延 友希、山下 里佳、池田 学、森井 英一、望月 秀

樹． 

２．発表標題 

 生前診断が行動型前頭側頭型認知症で、病理学的にアルツハイマー病と診断した一例 

３．学会等名 

 第 40 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 米延 友希、山下 里佳、別宮 豪一、村山 繁雄、望月 秀樹. 

２．発表標題 

 脊髄小脳失調症 8型（SCA8）に進行性核上性麻痺（PSP）様非定型 4R-tauopathyを合併した一例 

３．学会等名 

 第 62 回日本神経病理学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 川合紗世、篠壁多恵、菱田朝陽、王超辰、林櫻松、菊地正悟 

２．発表標題 

 大規模コホート研究に参加した日本人の成人男女における生年別ピロリ菌感染率 

３．学会等名 

 第 27 回日本ヘリコバクター学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 三城 恵美・藤下 晃章・小島 康・梶野 リエ・田中 努・田近 正洋・青木 正博 

２．発表標題 

 大腸腫瘍組織における翻訳後修飾変化の解析 

３．学会等名 

 日本プロテオーム学会 2021 年大会（JHUPO 第 19 回大会）   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 釜野桜子、有澤孝吉、Nguyen Van Tien、上村浩一、for the J-MICC Study Group 

２．発表標題 

 朝食欠食および睡眠時間とメタボリック症候群との関連：J-MICC Study  

３．学会等名 

 第 31 回日本疫学会総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 田中琴音，中村翔，中島啓，成松宏人 

２．発表標題 

 低血糖と抑うつ状態の関連 

３．学会等名 

 第 31 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 間野達雄，大友岳，岩田淳，戸田達史 

２．発表標題 

 低酸素誘導因子 HIF1A依存的オートファジーはαシヌクレイン病理を改善させる 

３．学会等名 

 第４４回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 里 直行 

２．発表標題 

 糖尿病による認知機能障害の機序_臨床データベースとモデル動物の解析から 

３．学会等名 

 第 63 回日本老年医学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 長岡敦子, 國井泰人, 日野瑞城, 泉竜太, 宍戸理紗, 齊ノ内信, 柿田明美, 矢部博興 

２．発表標題 

 統合失調症病態におけるプロリン代謝経路分子の解析-死後脳研究 

３．学会等名 

 第 43 回日本生物学的精神医学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 川畑春佳、川島晃子、橘 拓希、伊東 葵、古郡かすみ、可児美月、後藤千穂、栗木清典 

２．発表標題 

 内臓脂肪面積に対する脂肪酸摂取量と赤血球膜脂肪酸構成割合、遺伝的要因の横断的検討 

３．学会等名 

 第 80 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 森田えみ、角谷寛、山田尚登、久保陽子、竹内研時、篠壁多恵、川合紗世、内藤真理子、若井建志 

２．発表標題 

 日常の森林浴頻度と不眠症との関連：J-MICC Study大幸研究 

３．学会等名 

 第 132 回日本森林学会大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 今枝 奈保美、篠壁 多恵、後藤 千穂、細野 晃弘、内藤 真理子、宮川 尚子、尾崎 悦子、南里 妃名

子、矢口 友理、中畑 典子、釜野 桜子、栗原 綾子、若井 建志 

２．発表標題 

 日本食品標準成分表 2020年版（八訂）を用いた中高年地域集団の食事評価に関する検討 

３．学会等名 

 第 80 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 中杤昌弘, 豊田優, 金井仁弘, 中山昌喜, 河村優輔, 菱田朝陽, 三上春夫, 松尾恵太郎, 嶽崎俊

郎, 桃沢幸秀, The Biobank Japan Project, 鎌谷洋一郎, 市原佐保子, 四ノ宮成祥, 横田充弘, 若井

建志, 岡田随象, 松尾洋孝, Japan Urate 
２．発表標題 

 日本人を対象とした X染色体ワイドメタ解析による新規尿酸関連 SNPの同定 

３．学会等名 

 日本人類遺伝学会第 66 回大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 中山昌喜 

２．発表標題 

 尿酸異常症の遺伝的背景とその病態の解明に向けた臨床遺伝学的研究 

３．学会等名 

 日本人類遺伝学会第 66 回大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 中山昌喜、河村優輔、中島宏、角田正史、伊藤敬一、熊谷裕生、高田龍平、市田公美、四ノ宮成祥、

松尾洋孝, et al. 

２．発表標題 

 尿酸輸送体遺伝子 URAT1/SLC22A12の機能消失型変異に対する日本人集団 4,993名における低尿酸血

症の遺伝解析 

３．学会等名 

 日本人類遺伝学会第 66 回大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 中山昌喜, 河村優輔, 中島宏, 四ノ宮成祥, 松尾洋孝, et al. 

２．発表標題 

 尿酸輸送体遺伝子 URAT1/SLC22A12の機能消失型変異の影響：日本人集団 4,993名における低尿酸血

症の遺伝子解析 

３．学会等名 

 第 39 回日本ヒト細胞学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 宇田川潤、小野哲男、日野広大、木村智子、内村康寛、芦原貴司、比嘉貴子、小島秀人、村上節 

２．発表標題 

 妊娠期の母体栄養障害と仔の生後の行動異常—低栄養と過剰葉酸摂取との相互作用についてー 

３．学会等名 

 第 10 回日本 DOHaD 学会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 宇田川潤 

２．発表標題 

 妊娠母体の環境と子の心の発達との関連について〜基礎研究からの知見を中心に〜 

３．学会等名 

 第９回新胎児学研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 勝又千裕、南彰、紅林佑希、高橋忠伸、鈴木隆、竹内英之 

２．発表標題 

 認知症発症リスク因子となるシアル酸分子種の脳内移行性の解析 

３．学会等名 

 日本病院薬剤師会東海ブロック・日本薬学会東海支部合同学術大会 2021   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 荻野加奈子、南彰、中尾初音、平林義雄、鈴木隆、竹内英之 

２．発表標題 

 脳希少糖を取り込んだ糖脂質が認知症に及ぼす影響の解析 

３．学会等名 

 第 36 回 SAM 学会学術大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 土橋 洋、中村 律子、椙村 春彦、岡田 真也、潮見 隆之 

２．発表標題 

 培養細胞における Trefoil factor-1の発現、分泌様式とその細胞増殖、浸潤能への関与 

３．学会等名 

 第 110 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 石原裕也、山田宏哉、藤井亮輔、坪井良樹、橋本修二、浜島信之、鈴木康司 

２．発表標題 

 白血球 SLC30A8遺伝子 DNAメチル化率と糖代謝指標との関連-Yakumo study- 

３．学会等名 

 第 80 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 古郡かすみ、可児美月、五十嵐麻希、後藤千穂、栗木清典 

２．発表標題 

 肥満に対するアルコールの摂取量と代謝酵素遺伝子多型の関連、季節の関連 

３．学会等名 

 第 80 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 川島晃子、川畑春佳、橘 拓希、伊東 葵、古郡かすみ、可児美月、後藤千穂、栗木清典 

２．発表標題 

 肥満に対する高たんぱく質食品摂取量と腸内細菌叢の関連：四季食事調査の横断的検討 

３．学会等名 

 第 80 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 中山昌喜, 中杤昌弘, 河村優輔, 山本 健, 中岡博史, 清水聖子, 小山晃英, ... 栗木清典, 他 

２．発表標題 

 病型特異的な痛風関連遺伝子と適応進化の評価：臨床診断された痛風症例のゲノムワイド関連解析

から 

３．学会等名 

 第 31 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 渡邉美貴、中川弘子、細野覚代、永谷照男、番郷子、山田珠樹、鈴木貞夫 

２．発表標題 

 母親の出生年による子供のピロリ菌の感染状況と感染要因の検討 

３．学会等名 

 第 31 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、新沼 猛、高澤 啓、山本英一郎、石黒一也、甲斐正広、吉戸文乃、小山内誠、

時野隆至、仲瀬裕志、鈴木 拓 

２．発表標題 

 慢性胃炎・胃がん関連長鎖 non-coding RNAによるストレス顆粒形成の促進と発がん機構の解析 

３．学会等名 

 第 123 回北海道癌談話会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、新沼 猛、山本英一郎、高澤 啓、石黒一也、甲斐正広、吉戸文乃、小山内誠、

時野隆至、仲瀬裕志、鈴木 拓 

２．発表標題 

 慢性胃炎・胃がん関連長鎖 non-coding RNAはストレス顆粒形成を促進し、アポトーシスを抑制する 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、高澤 啓、山本英一郎、新沼 猛、甲斐正広、石黒一也、萬 顕、仲瀬裕志、

時野隆至、鈴木 拓 

２．発表標題 

 慢性胃炎および胃がんに関連する長鎖 non-coding RNA結合タンパク質の探索 

３．学会等名 

 第 14 回日本エピジェネティクス研究会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 郭帥，山海知子，山岸良匡，木原朋未，磯博康，玉腰暁子 

２．発表標題 

 慢性腎臓病による死亡の危険因子の検討：JACC Study 

３．学会等名 

 第 57 回日本循環器病予防学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Maki Igarashi, Shun Nogawa, Kaoru Kawafune, Tsuyoshi Hachiya, Huijuan Jia, Kyohei Furukawa, 

Shoko Takahashi, Kenji Saito and 

Hisanori K 
２．発表標題 

 12q24 locus affects BMI through alcohol drinking and dietary behaviors 

３．学会等名 

 European Society of Human Genetics  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木和香子, 烏仁, 栗木清典 

２．発表標題 

 20 歳からの体重増加に対する家庭環境要因と食品・栄養素摂取の関連：J-MICC Study 静岡・桜ヶ丘

地区 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 尾崎悦子、前川瑞穂、松井大輔、小山晃英、渡邉功、富田仁美、栗山長門、上原里程 

２．発表標題 

 25 ヒドロキシビタミン D濃度と推定ビタミン D摂取量との関連 

３．学会等名 

 第 67 回日本栄養改善学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 M. Inoue, A. Iida, K. Watanabe, Y. Hosoi, H. Miyajima, S. Hayashi, Y. Inoue, T. Inoue, S. 

Noguchi, I. Nishino 

２．発表標題 

 A dominant variant in DNAJB4 causes myofibrillar myopathy 

３．学会等名 

 The 25th International Annual Virtual Congress of the World Muscle Society  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Hidetoshi Sumimoto, Atsushi Takano, Koji Teramoto, and Yataro Daigo 

２．発表標題 

 A new method for detection of neoantigen-specific T cell clones based on clonal expansion 

using NGS of the TCRβ CDR3 

３．学会等名 

 第 79 回 日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 祖父江顕、小峯起、遠藤史人、村山繁雄、斉藤貴志、西道隆臣、山中宏二 

２．発表標題 

 AD におけるミクログリアのカンナビノイド受容体 2型を介した神経炎症調節機構について 

３．学会等名 

 第 39 回日本認知症学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamakoshi K, Kameyama A, Nishijima R, Maruyama M. 

２．発表標題 

 Analyses of mucins in submandibular gland during aging in mice 

３．学会等名 

 第 43 回日本基礎老化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamakoshi K, Kameyama A, Nishijima R, Maruyama M. 

２．発表標題 

 Analyses of mucins in submandibular gland during aging in mice 

３．学会等名 

 第 71 回日本電気泳動学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Tatsuhiro Terada, Joseph Therriault, Min Su Peter Kang, Takashi Matsudaira, Tomoyasu Bunai, 

Tomokazu Obi, Pedro Rosa-Neto, Yasuomi Ouchi 

２．発表標題 

 Association between mitochondrial and glycolytic impairments in Alzheimer's disease 

３．学会等名 

 第 60 回日本核医学学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Ikezaki H, Yokota Y, Ai M, Asztalos BF, Murata M, Hayashi J, Schaefer EJ. 

２．発表標題 

 Atherogenic Lipoproteins and Carotid Intimal Medial Thickness Progression over 5 years 

３．学会等名 

 88th EAS Congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 片岡瑛子 

２．発表標題 

 Cancer-associated fibroblasts in metastatic mediastinal lymph nodes serve as a predictor 

for tumor recurrence in pN2 Non-small cell lung cancer 

３．学会等名 

 1st European Society of Thoracic Surgery Virtual Congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yohei Miyagi, Yataro Daigo,  

２．発表標題 

 Characterization of URST1 as a biomarker and therapeutic target for lung cancer 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yohei Miyagi, Yataro Daigo, 

２．発表標題 

 Characterization of URST1 as a biomarker and therapeutic target for lung cancer 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yohei Miyagi, Yataro Daigo 

２．発表標題 

 Characterization of URST1 as a cancer biomarker and therapeutic target for lung cancer 

３．学会等名 

 2020 AACR annual meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Masanori Kurihara, Tatsuo Mano, Shigeo Murayama, Atsushi Iwata, Tatsushi Toda 

２．発表標題 

 Coaggregation Mechanism of BRCA1 and Tau 

３．学会等名 

 第 61 回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kwak S. 

２．発表標題 

 Development of gene therapyforamyotrophic lateral sclerosis based on molecular mechanism 

３．学会等名 

 Gene & Cell Therapy Symposium – 遺伝子治療・細胞治療シンポジウム （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kensuke Matsuda, MD1, Taisuke Jo2*, Kazuhiro Toyama, MD, PhD3*, Kumi Nakazaki3*, Hideo 

Yasunaga, MD, PhD4* and Mineo Kurokawa, MD, PhD3 

２．発表標題 

 Early Death in Patients with Disseminated Intravascular Coagulation during Induction 

Therapy for Acute Promyelocytic Leukemia: A Nationwide Analysis 

３．学会等名 

 62nd AMERICAN SOCIETY OF HEMATOLOGY ANNUAL MEETING  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Hidetoshi Sumimoto, Atsushi Takano, Koji Teramoto, Yataro Daigo 

２．発表標題 

 EGFR signal induces T cell non-inflamed tumor microenvironment (TME) through suppression 

of chemokine production from human EGFRmt lung adenocarcinoma 

３．学会等名 

 American Association of Cancer Research, Annual Meeting 2020  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 1. Takao M, Tano M, Inoue T, Shirayoshi T, Kanai M, Furui K, Mihara B. 

２．発表標題 

 Establishment of brain bank for human prion diseases. 

３．学会等名 

 American Association of Neuropathologists, Inc. The 96th Annual Meeting, Virtual meeting  （国際学

会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Tomohiro Nasu, Aki Tanabe, Toshiki Watanabe, Kaoru Uchimaru, Kazumi Nakano  

２．発表標題 

 Examination of effects and the MOA of a new drug candidate, Darinaparsin, on adult T-cell 

leukemia/lymphoma (ATL) cells 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 日出山拓人、寺本さやか、内藤万希子、齋藤智子、加藤陽久、郭 伸、相澤仁志 

２．発表標題 

 Exploration of pathogenesis for upper motor neuron dysfunction of sporadic ALS employing 

model mice 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Marie Tanaka, Koki Uchida, Toshiki Watanabe, Kaoru Uchimaru, Kazumi Nakano 

２．発表標題 

 Exploring the biological impact of HTLV-1 Rex on dysregulation of the host T-cell splicing 

machinery 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Yasumasa Kokubo,Bert M. Verheijen, Satoru Morimoto,  Ryogen Sasaki,Kiyomitsu Oyanagi, 

Shigeki Kuzuhara, Fred W. van Leeuwen 

２．発表標題 

 Expression of mutant ubiquitin and proteostasis impairment in Kii ALS/PDC 

３．学会等名 

 第 61 回日本神経病理学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Makoto Yamagishi, Yutaka Suzuki, Ayumu Ito, Yuta kuze, Miyuki Kubokawa, Hironobu 

Katsumata, , et al, Takahiro Fukuda, and Kaoru Uchimaru 

２．発表標題 

 Genetic profiling of aggressive ATL from a nationwide prospective study (2015-2018) 

３．学会等名 

 第 82 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 間野 達雄 

２．発表標題 

 Genomic integrity in Alzheimer's disease 

３．学会等名 

 第 61 回 日本神経学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Masaki Nishioka, An-a Kazuno, Takumi Nakamura, Naomi Sakai, Tadafumi Kato, Atsushi Takata, 

and others 

２．発表標題 

 Germline and postzygotic de novo mutations implicate neurobiological mechanisms in bipolar 

disorder 

３．学会等名 

 2020 World Congress of Psychiatric Genetics  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 佐藤準一、紀嘉浩、齊藤祐子. 

２．発表標題 

 GILT Expression on Microglia in Alzheimer's Disease Brains. 

３．学会等名 

 第 61 回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Mezawa Y, Daigo Y, Takano A, Miyagi Y, Yokose T, Yamashita T, Maruyama R, Seimiya H, Orimo 

A 

２．発表標題 

 Global histone deacetylation is a novel epigenetic alteration in tumor-promoting carcinoma-

associated fibroblasts. 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Yingsong Lin, Masahiro Nakatochi, Yasuyuki Hosono, Hidemi Ito,  

Shogo Kikuchi, Keitaro Matsuo, et al. 

２．発表標題 

 GP2 variants are associated with pancreatic cancer risk: from GWAS 

association to function 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 田中 稀瑛、内田 弘毅、渡邉 俊樹、内丸 薫、中野 和民 

２．発表標題 

 HTLV-1 Rex による宿主 T細胞スプライシング機構制御異常の生物学的影響の検討 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 水池潤、山岸誠、大高時文、中嶋伸介、小林誠一郎、中島誠、新谷奈津美、牧山純也、宇都宮與、田

中勇悦、渡邉俊樹、山野嘉久、鈴木穣、藤澤順一、内丸薫 

２．発表標題 

 HTLV-1 感染前がんモデルにおけるエピジェネティックな MAPK/ERK経路の活性化 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 相良康子、中村仁美、山本 翠、古賀智英、宮本 彰、島村益広、松山博之、入田和男 

２．発表標題 

 HTLV-1感染（症）検査におけるウインドウ・ピリオドについて 

３．学会等名 

 第 68 回日本輸血・細胞治療学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 水池 潤、山岸 誠、大高 時文、中嶋 伸介、小林 誠一郎、中島 誠、新谷 奈津美、牧山 純也、宇都

宮 與、田中 勇悦、渡邉 俊樹、山野 嘉久、鈴木 穣、藤澤 順一、内丸 薫 

２．発表標題 

 HTLV-1感染前がんモデルにおけるエピジェネティックな MAPK/ERK 経路の活性化 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano,1,2 Yoshihiro Yoshitake,3 Masanori Shinohara,3  Yataro Daigo 

２．発表標題 

 Identification of OASEP1 as a biomarker and therapeutic target for oral cancer 

３．学会等名 

 第 64 回 日本人類遺伝学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yoshihiro Yoshitake, Masanori Shinohara, Yataro Daigo 

２．発表標題 

 Identification of OASEP1 as a biomarker and therapeutic target for oral cancer 

３．学会等名 

 第 65 回 日本人類遺伝学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yohei Miyagi, Yataro Daigo 

２．発表標題 

 Identification of URST1 as a biomarker and a therapeutic target for lung cancer 

３．学会等名 

 2021 AACR annual meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Teruhide Koyama, Nagato Kuriyama, Etsuko Ozaki, Ritei Uehara 

２．発表標題 

 Impact of Daily Physical Activity Behaviors on Visceral Fat 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Mitsuru Shinohara 

２．発表標題 

 Implications from Alzheimer's disease risk factors 

３．学会等名 

 The 5th NCGG-ICAH Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Tatsuhiro Terada, Joseph Therriault, Min Su Peter Kang, Tharick Ali Pascoal, Tomokazu Obi, 

Hideo Tsukada, Yasuomi Ouchi, Pedro Rosa-Neto 

２．発表標題 

 In vivo association of mitochondrial dysfunction with tau pathology in early Alzheimer’s 

disease 

３．学会等名 

 2020 年日本神経科学学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Tatsuhiro Terada, Joseph Therriault, Min Su Peter Kang, Melissa Savard, Yasuomi Ouchi, 

Pedro Rosa-Neto 

２．発表標題 

 In vivo association of mitochondrial dysfunction with tau pathology in early Alzheimer’s 

disease 

３．学会等名 

 Human Amyloid Imaging Conference 2020  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Tatsuhiro Terada, Joseph Therriault, Min Su Peter Kang, Tharick Ali Pascoal, Firoza 

Lussier, Cecile Tissot, Yi-Ting Wang, Yasuomi Ouchi, Pedro Rosa-Neto 

２．発表標題 

 In vivo association of mitochondrial dysfunction with tau pathology in early Alzheimer’s 

disease 

３．学会等名 

 Human Amyloid Imaging 2020  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Tatsuhiro Terada, Tomokazu Obi,  Tomoyasu Bunai, Takashi Matsudaira, Hideo Tsukada, 

Norihiko Kawaguchi, Yasukiyo Araki, Yasuomi Ouchi 

２．発表標題 

 In vivo mitochondrial and glycolytic impairments in Alzheimer's disease 

３．学会等名 

 第６１回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kawata K, Nakano K, Kuriki K, Wakai K. 

２．発表標題 

 Influence of age on the relation between green tea consumption and prevalent risk of 

obesity among Japanese men and women: Japan Multi-Institutional Collaborative Cohort Study 

３．学会等名 

 令和元年度 若手支援研究成果発表会 (コホート・生体試料支援プラットフォーム)   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuuki Imai 

２．発表標題 

 Mechanisms underlying prostate cancer bone metastasis identified by big data analyses 

３．学会等名 

 47th European Calcified Tissue Society Congress， October 20-24， 2020， Virtual （招待講演） （国

際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Y. Kokubo, S. Morimoto, R. Sasaki, K Kanai, K Okamoto, T Kihira, S. Kuzuhara 

２．発表標題 

 Medical manual for Amyotrophic Lateral Sclerosis (ALS) and Parkinsonism-dementia complex 

(PDC) of the Kii peninsula of Japan 

３．学会等名 

 第 61 回日本神経学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 小山晃英,栗山長門,上原里程 

２．発表標題 

 Mid-regional pro- adrenomedullin as a novel biomarker for vascular failure and its risk 

factors. 

３．学会等名 

 CVMW2019 心血管代謝週間   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 土橋 洋、中村 律子、椙村 春彦、山田 茂樹、大井 章史 

２．発表標題 

 mTOR により抑制される trefoil factor-1の発現、転写機序と肺癌における意義 

３．学会等名 

 第 109 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 指宿りえ、下敷領一平、Yora Nindita、嶋谷圭一、桑原和代、中畑典子、前之原茂穂、嶽崎俊郎 

２．発表標題 

 NAFLD肝線維化における環境・宿主要因に関する研究 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 3. Kawai Y, Takao M, Hashimoto M, Mihara B, Kitamoto T, Yuzuriha T. 

２．発表標題 

 Novel neuropathologic findings of Gerstmann-Str€aussler-Scheinker disease with P102L 

mutation. 

３．学会等名 

 American Association of Neuropathologists, Inc. The 96th Annual Meeting, Virtual meeting June 11-

14, 2020. J Neuropathol Exp Neurol. 79: 698-699, 2020.  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 78. Aizawa H, Kato H, Oba K, Kawahara YT, Okubo Y, Saito T, Naito M, (21名）, Matsuyama, 

Haga, Kwak S 

２．発表標題 

 Phase II Clinical Trial of Perampanel for Sporadic Amyotrophic Lateral Sclerosis 

３．学会等名 

 The 31st International Symposium on MND/ALS  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Masakiyo Sakaguchi 

２．発表標題 

 Prevention of Aging Process: Biomolecular insight, Specific title: A Novel Tumor 

Suppressor, REIC/Dkk-3 Gene Identified by Our In Vitro Transformation Model of Normal Human 

Fibroblasts Works as a Potent Therapeutic Anti-tumor Agent 
３．学会等名 

 National Symposium and Workshop in Anti-Aging Medicine (NASWAAM) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Masakiyo Sakaguchi 

２．発表標題 

 S100 family protein: its role in inflammation associated with aging , Specific title: 

Prevention of cancer metastasis on the basis of identification of novel S100 protein sensor 

receptors 
３．学会等名 

 National Symposium and Workshop in Anti-Aging Medicine (NASWAAM) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Shugo SUWAZONO, Natsumi FUJISAKI 

２．発表標題 

 Serum creatinine as a biomarker candidate in patients with hereditary motor and sensory 

neuropathy with proximal dominant involvement (HMSN-P) 

３．学会等名 

 第 130 回沖縄県医師会医学会総会 英語セッション   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Ikezaki H, Yokota Y, Ai M, Asztalos BF, Murata M, Hayashi J, Schaefer EJ. 

２．発表標題 

 Small Dense Low-Density Lipoprotein Cholesterol and Carotid Intimal Medial Thickness 

Progression 

３．学会等名 

 EPI|LIFESTYLE 2020  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kawamura Y, Nakayama A, Nakatochi M, Yamamoto K, Nakaoka H, ..., Toyoda Y, Takada T, 

Kamatani Y, Ichida K, Wakai K, Inoue I, Okada Y, Shinomiya N, Matsuo H 

２．発表標題 

 Subtype Genome-Wide Meta-Analyses of Clinically-Defined Gout Revealed Multiple Subtype-

Specific Gout Loci and Enrichment of Selection Pressure on ABCG2 and ALDH2 

３．学会等名 

 22th APLAR (Asia-Pacific League of Associations for Rheumatology)  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamaguchi, T., Hamano, T., Sada, K., Kanaan, N. M., Sasaki, H., Yen, S. H., ... & Nakamoto, 

Y. (2020). 

２．発表標題 

 Syk inhibitor reduces oligomeric tau associated with GSK3β inactivation and autophagy 

activation: Molecular and cell biology/tau. 

３．学会等名 

 AAIC 2020  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 山下 里佳、米延 友希、別宮 豪一、城戸 完介、本山 雄一、千葉 智哉、池中 建介、森井 英一、

村山 繁雄、望月 秀樹. 

２．発表標題 

 Tau 沈着が極めて著明であった進行性核上性麻痺の一例 

３．学会等名 

 第 61 回日本神経病理学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Araumi, Tsukasa Osaki, Kazunobu Ichikawa, Masafumi Watanabe, Tsuneo Konta 

２．発表標題 

 The correlation between urinary microRNA-21 and renal parameters in patients with IgA 

nephropathy 

３．学会等名 

 KIDNEY WEEK 2020 (米国腎臓学会）  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Makito Hirano,Shigeo Murayama, Yuishin Izumi,  Makoto Samukawa, Tomoyasu Matsubara,  

Kazumasa Saigoh, Yusaku Nakamura,  Susumu Kusunoki 

２．発表標題 

 The first patient with pathologically-definite ATXN8OS-associated amyotrophic lateral 

sclerosis  

３．学会等名 

 第 61 回日本神経学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 笹栗弘貴 

２．発表標題 

 Towards elucidation of propagation mechanism of tau pathology in Alzheimer’s disease 

３．学会等名 

 第 63 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Fumito Sano 

２．発表標題 

 Transomics analysis using postmortem Schizophrenia brain 

３．学会等名 

 日本神経科学学会 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 河村優輔、東野俊英、清水聖子、中山昌喜、大山恵子、大山博司、清水徹、川口真、高尾幹也、市田

公美、四ノ宮成祥、高田龍平、松尾洋孝 

２．発表標題 

 URAT2/OAT10遺伝子の機能低下型ミスセンス SNPは血清尿酸値と痛風のリスクを共に低下させる 

３．学会等名 

 第 53 回日本痛風・尿酸核酸学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 横溝明香里、山岸誠、廣内大成、久世裕太、窪川美雪、宇都宮與、福田隆浩、渡邉俊樹、鈴木穣、内

丸薫 

２．発表標題 

 VAV1/PLCG1の協調的変異による TCRシグナル伝達経路の異常な活性化 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐 麻希, 野川 駿, 川舩 かおる, 八谷 剛史, 高橋 祥子, 斉藤 憲司, 賈 慧娟 , 加藤 久典 

２．発表標題 

 アルコール代謝遺伝子上の SNPは多彩な食嗜好および食行動と関連する−個別化栄養を目指したニュ

ートリジェネティクス研究− 

３．学会等名 

 第 74 回日本栄養・食糧学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 寺田達弘、小尾智一、武内智康、松平敬史、高嶋博嗣、川口典彦、荒木保清、塚田秀夫、尾内康臣 

２．発表標題 

 アルツハイマー病におけるミトコンドリアと解糖系障害-PET による検討- 

３．学会等名 

 第 39 日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 間野 達雄, 岩田 淳 

２．発表標題 

 アルツハイマー病の病態解明におけるエピゲノムアプローチ 

３．学会等名 

 第 43 回 日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 村上善則、松田浩一、森崎隆幸、桃沢幸秀、渡邊俊樹、醍醐弥太郎、岩井建志 

２．発表標題 

 がんの精密医療の加速に必須な基盤としてのコホート・バイオバンク 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 松尾洋孝、河村優輔、中岡博史、若井建志、久保充明、井ノ上逸朗、四ノ宮成祥, et al. 

２．発表標題 

 ゲノムワイド関連解析による無症候性高尿酸血症患者からの痛風発症に関連する新規遺伝子座の同

定 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 國井泰人;長岡敦子;日野瑞城;泉竜太;宍戸理紗;矢部博興 

２．発表標題 

 シンポジウム 4 ブレインバンク/死後脳研究. 精神疾患ブレインバンクと死後脳研究の現在 

３．学会等名 

 第 42 回 日本生物学的精神医学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 長岡敦子;國井泰人;日野瑞城;泉竜太;宍戸理沙;齊ノ内信;那波宏之;柿田明美;矢部博興 

２．発表標題 

 シンポジウム４ ブレインバンク/死後脳研究.統合失調症死後脳におけるタンパク定量解析-

ALDH4A1とその発現に影響する遺伝子多型 

３．学会等名 

 第 42 回 日本生物学的精神医学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 國井泰人;長岡敦子;泉竜太;日野瑞城;矢部博興 

２．発表標題 

 シンポジウム 63 精神科ブレインバンク各拠点からの成果と今後の臨床への展望—精神科ブレインバ

ンクへの期待 その 4 — 

３．学会等名 

 第 116 回日本精神神経学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 島ノ江千里 

２．発表標題 

 ストレスマーカーとしての尿中コルチゾール/コルチゾン比の意義 

—スポット尿によるグルココルチコイド類測定の応用可能性— 

３．学会等名 

 第 27 回日本行動医学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 篠原 充, 田代 善崇, 鈴木 香,  福森 亮雄, 森島 真帆, 村山 繁雄, 里 直行 

２．発表標題 

 タウ ELISA の剖検脳での検討 

３．学会等名 

 第 39 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 栗原 正典, 間野 達雄, 齊藤 祐子, 村山 繁雄, 岩田 淳, 戸田 達史 

２．発表標題 

 タウオパチーにおける BRCA1と tauの共凝集の検討 

３．学会等名 

 第 39 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 鶴山竜昭、平塚拓也 

２．発表標題 

 びまん性大細胞型 B細胞リンパ腫の病理組織を用いたプロテオミクスによるバイオマーカー探索 

３．学会等名 

 第 67 回日本臨床検査医学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 島ノ江千里、松本明子、赤尾千穂、原めぐみ、西田裕一郎、堀田美加子、市場正良、田中恵太郎 

２．発表標題 

 メタボリックシンドロームと心理ストレスバイオマーカーとの関連 

３．学会等名 

 日本衛生学会学術総   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 廣内大成、山岸誠、中島誠、小林誠一郎、牧山純也、宇都宮 與、渡邉俊樹、鈴木穣、内丸薫 

２．発表標題 

 異所性に発現する異常型電位依存性 Ca2+チャネル Cav3.2による細胞内 Ca2+シグナルへの影響 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 藤井亮輔, 山田宏哉, 安藤嘉崇, 山崎未来, 宗綱栄二, 水野元貴, 大橋鉱二, 石川浩章, 前田圭

介, 萩原千晴, 橋本修二, 鈴木康司 

２．発表標題 

 一般住民を対象とした ABCA1 遺伝子のメチル化関連 SNP および n-3 多価不飽和脂肪酸摂取量と HDL

コレステロールとの関連 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 藤井亮輔, 山田宏哉, 宗綱栄二, 山崎未来, 安藤嘉崇, 水野元貴, 大橋鉱二, 石川浩章, 前田圭

介, 萩原千晴, 橋本修二, 鈴木康司 

２．発表標題 

 一般住民を対象とした脂質クオリティと ABCA1遺伝子 DNAメチル化率との関連 

３．学会等名 

 第 90 回日本衛生学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 西田裕一郎、原めぐみ、檜垣靖樹、田口尚人、島ノ江千里、堀田美加子、新地浩一、田中恵太郎 

２．発表標題 

 加速度計により測定された強度別身体活動と血清 SPARC濃度の関連 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 堀江 千晶, 山口 貴世志, 高根 希世子, 池上 恒雄, 古川 洋一 

２．発表標題 

 肝芽腫細胞において発現が亢進している遺伝子 odontogenic ameloblast associated (ODAM)の解析 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 折茂 彰 

２．発表標題 

 癌内線維芽細胞によるヒト乳癌細胞の浸潤・転移促進機構 

３．学会等名 

 ２０１９年度先端モデルプラットホーム成果発表会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 危険因子にも着目したアルツハイマー病の病態機構の解明、治療薬開発の研究  

３．学会等名 

 第 62 回日本老年医学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 西田裕一郎、原めぐみ、大桃秀樹、小野加奈子、清水厚志、檜垣靖樹、田口尚人、島ノ江千里、堀田

美加子、田中恵太郎 

２．発表標題 

 客観的に測定された身体活動と末梢血 DNA メチル化の関連 

３．学会等名 

 第 31 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木太朗, 中村保幸, 松尾恵太郎, 尾瀬功, 土居幸雄, 松井健志, 門田文, 三浦克之, 高嶋直敬, 

喜多義邦, 若井建志, J-MICC Srudy Group 

２．発表標題 

 魚摂取量に関連する遺伝子多型について：J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 諏訪園秀吾 

２．発表標題 

 教育コース 18: 臨床病理カンファレンス 症例１：40 歳代前半に緩徐進行する下腿・肩甲型筋力低

下で発症、50歳代から難聴・失語・性格行動変化が続発した１例(臨床） 

３．学会等名 

 第６１回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 中杤昌弘, 金井仁弘, 中山昌喜, 菱田朝陽, 河村優輔, 栗木清典, 有澤幸吉, 松尾恵太郎, 三上春

夫, 四ノ宮成祥, 横田充弘, 若井建志, 岡田随象, 松尾洋孝, et al. 

２．発表標題 

 血清尿酸値の大規模ゲノムワイドメタ解析により 23個の新規尿酸関連遺伝子座を同定した 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 尾崎悦子、栗山長門、松井大輔、小山晃英、渡邉功、長光玲央、前川瑞穂、富田仁美、糠谷優貴子、

吉田玉美、上原里程 

２．発表標題 

 血中 25ヒドロキシビタミン D濃度の分布と食品摂取との検討 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 篠原充 

２．発表標題 

 原因因子や危険因子に着目した病態解明, 治療薬開発 

３．学会等名 

 第 39 回日本認知症学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 糠谷 優貴子(発表代表者), 松井 大輔, 渡邉 功（研究代表者）, 栗山 長門, 尾崎 悦子, 小山 晃

英, 山本 俊郎, 金村 成智, 上原 里程 

２．発表標題 

 口腔機能低下症と歩行速度に関する検討 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 畠中柚衣，新沼猛，西山廣陽，北嶋洋志，山本英一郎，甲斐正広，関口翔平，荻和弘，宮崎晃亘，鈴

木拓． 

２．発表標題 

 口腔扁平上皮がんにおける長鎖非コード RNA DLEU1 のがん遺伝子的機能の解析． 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 山越貴水, 亀山昭彦, Wai Wai Thet Tin, 渡邉淳, 飯田万由, 西島里咲 

２．発表標題 

 高齢者ドライマウスの原因究明に向けたムチンの分析 

３．学会等名 

 第 71 回 日本電気泳動学会総会 シンポジウム   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 久保健一郎、吉永怜史、日野瑞城、長岡敦子、泉竜太、宍戸理紗、國井泰人、矢部博興 

２．発表標題 

 死後脳の組織学的解析による精神神経疾患の病的メカニズムの理解 

３．学会等名 

 第 50 回日本神経精神薬理学会年会・42 回日本生物学的精神医学会年会・第４回日本精神薬学会総会・学術集

会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 泉 竜太;宍戸 理紗;日野 瑞城;長岡 敦子;國井 泰人;矢部 博興 

２．発表標題 

 死後脳を用いた統合失調症 Elevated inflammatory biotypeにおける補体 C4の関与についての検討 

３．学会等名 

 第 42 回 日本生物学的精神医学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 タウ ELISA の剖検脳での検討 

２．発表標題 

 篠原 充, 田代 善崇, 鈴木 香,  福森 亮雄, 森島 真帆, 村山 繁雄, 里 直行 

３．学会等名 

 第 39 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 鈴木康司, 藤井亮輔, 山田宏哉, 前田圭介, 坪井良樹, 石原裕也, 橋本修二, 浜島信之 

２．発表標題 

 住民健診受診者における血清 microRNAと 5年間の血圧変化及び高血圧罹患との関連 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 坪井良樹, 藤井亮輔, 山田宏哉, 前田圭介, 石原裕也, 橋本修二, 浜島信之, 鈴木康司 

２．発表標題 

 住民健診受診者における白血球 DNAメチル化率と循環器疾患の死亡リスクとの関連 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 石原裕也, 前田圭介, 山田宏哉, 藤井亮輔, 坪井良樹, 橋本修二, 浜島信之, 鈴木康司 

２．発表標題 

 住民健診受診者における白血球中 TXNIP遺伝子の DNA メチル化率と血清脂質との関連 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 前田圭介, 山田宏哉, 藤井亮輔, 坪井良樹, 石原裕也, 橋本修二, 浜島信之, 鈴木康司 

２．発表標題 

 住民健診受診者における白血球中 TXNIP遺伝子の DNA メチル化率と血糖変化との関連 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 別宮 豪一、山下 里佳、城戸 完介、佐伯 千寿、小川 拓也、奥野 龍禎、森井 英一、村山繁雄、望

月 秀樹. 

２．発表標題 

 上位運動ニューロン優位の変性と鉄沈着を伴った ALS の一剖検例 

３．学会等名 

 第 61 回日本神経病理学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 前川瑞穂、尾﨑悦子、栗山長門、小山晃英、松井大輔、渡邉功、長光玲央、富田仁美、吉田玉美、糠

谷優貴子、上原里程 

２．発表標題 

 食事形態別における栄養素摂取量及び食品摂取頻度の検討 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 森田えみ、川合紗世、篠壁多恵、久保陽子、内藤真理子、若井建志 

２．発表標題 

 森林散策頻度と日常の幸福感との関連: J-MICC Study 大幸研究 

３．学会等名 

 第 131 回日本森林学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 間野かがり, 間野達雄, 鈴木穣，森島真帆，村山繁雄, 戸田達史, 岩田淳 

２．発表標題 

 神経細胞特異的な転写制御機構から見える孤発性アルツハイマー病の病態 

３．学会等名 

 第 39 回認知症学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 野村幸男、杉本起一、小林敏之、坂本一博、新井正美、樋野興夫、折茂彰 

２．発表標題 

 迅速簡易な定量的超高感度メチル化 DNA解析法の開発とリキッドバイオプシーへの応用 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 西田 南海子, 下地 啓五, 永田 奈々恵, 裏出良博, 陣上 直人, 奥村 亮介, 岡田 務, 戸田 弘紀, 

松本 禎之, 石川 正恒, 岩崎 孝一 

２．発表標題 

 髄液中リポカリン型プロスタグランジン D 合成酵素濃度は特発性正常圧水頭症において放線冠の白

質異方性と相関する 

３．学会等名 

 日本脳神経外科学会第 79 回学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 室井 敦、越川直彦 

２．発表標題 

 数理シュミレーションを用いた EphA2/EGFRが制御する肝がん悪性化シグナルの解明 

３．学会等名 

 第 24 回 日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 田中稀瑛、内田弘毅、渡邉俊樹、内丸薫、中野和民 

２．発表標題 

 成人 T 細胞白血病・リンパ腫（ATL）細胞に対する新規治療薬 Darinaparsin の効果の検討とその作

用機序解明の試み 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 國井泰人 

２．発表標題 

 精神疾患ブレインバンクと死後脳研究の現状と課題 

３．学会等名 

 ヒト剖検脳研究に関する勉強会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 烏仁, 鈴木和香子, 栗木清典 

２．発表標題 

 摂食速度別にメタボリックシンドロームに影響を及ぼす食品・栄養素：J-MICC Study 静岡・桜ヶ丘

地区 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 可児美月, 後藤千穂, 栗木清典 

２．発表標題 

 多重代入法を用いた血清アディポネクチン濃度と遺伝要因、食事要因、季節の関連 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 山岸誠、鈴木穣、窪川美雪、久世裕太、横溝明香里、鈴木絢子、小林誠一郎、中島誠、宇都宮與、森

島聡子、福田隆浩、渡邉俊樹、内丸薫 

２．発表標題 

 多層シングルセルプラットフォームによるクローン構造解析と TCR 経路変異の生物学的意義の検討 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 赤司藍理、中山昌喜、東野俊英、清水聖子、河村優輔、川口真、高尾幹也、高田龍平、市田公美、大

山博司、四ノ宮成祥、松尾洋孝 

２．発表標題 

 多様なリガンドのエンドサイトーシスに関わる分子 LRP2の一塩基多型 rs2544390は痛風発症と関連

する：日本人男性における痛風と rs2544390のメタ解析 

３．学会等名 

 第 53 回日本痛風・尿酸核酸学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 青木正博、武藤誠、藤下晃章 

２．発表標題 

 大腸がん自然転移マウスモデルを用いたがん幹細胞性規定因子の同定 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 青木正博 

２．発表標題 

 大腸がん転移抑制因子 HNRNPLL は p120-catenin をコードする CTNND1 の選択的スプライシングを制

御する 

３．学会等名 

 第 24 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 木原朋未，山岸良匡，磯博康，玉腰暁子 

２．発表標題 

 中高年者における高感度 CRPと早期死亡との関係：JACC Study 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 霜田真子，八谷寛，加藤綾子，金子佳世，中川威，河野直子，大塚礼，太田充彦，内藤久雄，李媛英，

市野直浩，山田宏哉，江啓発，平川仁尚，玉腰浩司，青山温子 

２．発表標題 

 中年期の空腹時血糖と高齢期の認知機能との関連：愛知職域コホート研究 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 釜野桜子、有澤孝吉、Nguyen Van Tien、上村浩一 

２．発表標題 

 朝食欠食および睡眠時間とメタボリック症候群との関連：J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 31 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 北野隆之、西川桂子、折茂彰、樋野興夫、小林敏之 

２．発表標題 

 長期的にラパマイシンを作用させた Tsc2欠損腫瘍細胞の増殖における HSP27の機能 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 新沼猛，北嶋洋志，山本英一郎，甲斐正広，鈴木拓. 

２．発表標題 

 転移性膵癌における HOXA遺伝子座の lincRNA発現異常 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 那波宏之 

２．発表標題 

 統合失調症モデル動物研究と展望；幻聴の再現可能性  

３．学会等名 

 第 116 回日本精神神経学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 國井泰人;松本純弥;泉竜太;長岡敦子;日野瑞城;赤津裕康;橋詰良夫;齊ノ内信;柿田明美;矢部博興 

２．発表標題 

 統合失調症脳病態における脂質シグナル伝達の意義-死後脳研究 

３．学会等名 

 第 116 回日本精神神経学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 高田碧，山岸良匡，磯博康，玉腰暁子 

２．発表標題 

 日本人における身長と大動脈疾患死亡との関連：the JACC study 

３．学会等名 

 第 56 回日本循環器病予防学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 小山侑、目澤義弘、伊藤恭彦、小山拓洋、醍醐弥太郎、高野淳、宮城洋平、横瀬智之、山下年成、菅

原圭亮、樋野興夫、丸山玲緒、片倉朗、折茂彰 

２．発表標題 

 乳腺癌関連線維芽細胞において RUNX3 の発現は炎症性サイトカインの発現を抑制することで腫瘍抑

制的に働く 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 島ノ江 千里、松本 明子、赤尾 千穂、原 めぐみ、西田 裕一郎、 

南里 妃名子、堀田 美加子、山田 陽介、檜垣 靖樹、田中 恵太郎 

２．発表標題 

 尿中 cortisol/cortisone 比と精神健康との関連：J-MICC study SAGA 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 袴田菜月, 根津のあ, 古郡かすみ, 可児美月, 後藤千穂, 栗木清典 

２．発表標題 

 肥満に対する n-6 PUFA摂取と赤血球膜割合、遺伝要因の関連：the J-MICC Sakura Diet Studyの横

断的研究 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 根津のあ, 袴田菜月, 古郡かすみ, 可児美月, 後藤千穂, 栗木清典 

２．発表標題 

 肥満に対するアミノ酸摂取量と腸内細菌叢の関連：四季食事調査の横断的検討 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 古郡かすみ, 根津のあ, 袴田菜月,  可児美月, 五十嵐麻希, 後藤千穂, 栗木清典 

２．発表標題 

 肥満に対するアルコール摂取量と遺伝要因の関連：the J-MICC Sakura Diet Study の横断的研究 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 寺本晃治、五十嵐知之、住本秀敏、醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 非小細胞肺がんにおける可溶性 PD-L1と M2マクロファージ 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 釜野 桜子 

２．発表標題 

 母親の妊娠期間中の特性および 3歳児の食習慣と児の体格との関連 

３．学会等名 

 第 79 回日本公衆衛生学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、高澤 啓、新沼 猛、山本英一郎、甲斐正広、時野隆至、小山内誠、仲瀬裕志、

鈴木 拓 

２．発表標題 

 慢性胃炎および胃がんに関連する長鎖 non-coding RNAの同定 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、高澤 啓、新沼 猛、山本英一郎、甲斐正広、時野隆至、小山内誠、仲瀬裕志、

鈴木 拓 

２．発表標題 

 慢性胃炎および胃がんに関連する長鎖 non-coding RNAの同定 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 原めぐみ、西田裕一郎、島ノ江千里、古賀佳代子、古川拓馬、田中恵太郎 

２．発表標題 

 慢性腎臓病と身体不活動、座位時間との関連：J-MICC 横断研究 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 中野夏菜, 川田久美子, 可児美月, 秋元 柊, 後藤千穂, 栗木清典 

２．発表標題 

 慢性腎臓病に対する推定糸球体濾過量と食事要因、遺伝要因、季節の関連：the J-MICC Sakura Diet 

Study 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 池崎裕昭、横田裕哉、藍 真澄、Asztalos BF、村田昌之、林 純、Schaefer EJ 

２．発表標題 

 頸動脈内膜中膜複合体の肥厚進展予測因子としての small dense LDLコレステロールの有用性 

３．学会等名 

 第 117 回 日本内科学会総会・講演会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 池崎裕昭、横田裕哉、藍 真澄、Asztalos BF、村田昌之、古庄憲浩、林 純、Schaefer EJ 

２．発表標題 

 頸動脈内膜中膜複合体の肥厚進展予測因子としての small dense LDLコレステロールの有用性 

３．学会等名 

 第 20 回 日本病院総合診療医学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 玉城剛一、諏訪園秀吾、城戸美和子、熱海恵理子、松原知康、村山繁雄 

２．発表標題 

 ３０歳代後半に筋痙攣で始まり当初は近位筋優位の脱力だが ALS にも類似し気管切開に至った家族

歴濃厚な緩徐進行性筋萎縮症の１例 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経病理学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 長嶋洋治 

２．発表標題 

 4つのパターンから鑑別する腎腫瘍の病理 

３．学会等名 

 日本泌尿器腫瘍学会第 5 回学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Kawamura Y, Nakaoka H, Nakayama A, Okada Y, Yamamoto K, Ooyama H, Stiburkova B, Tony R 

Merriman, Nakatochi M, Wakai K, Kubo M, Ichida K, Shinomiya N, Matsuo H 

２．発表標題 

 A genome-wide association study identified novel loci associated with the progression from 

asymptomatic hyperuricemia to gout. 

３．学会等名 

 Annual European Congress of Rheumatology (EULAR 2019)  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Haruo Mikami, Yohko Nakamura, Miho Kusakabe and Hiroki Nagase 

２．発表標題 

 A large cohort study to evaluate the cancer screening test measuring serum trace elements: 

Metallo-balance 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Y. Kokubo, S. Morimoto, R. Sasaki, S. Kuzuhara, A. Ishigami 

２．発表標題 

 Abnormal Accumulation of Citrullinated Proteins of Amyotrophic Lateral Sclerosis (ALS) and 

Parkinsonism-dementia complex (PDC) of the Kii peninsula of Japan 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Yasuyo Mikami, Akira Minami, Tadamune Otsubo, Yuuki kurebayashi, Tadanobu Takahashi, 

Kiyoshi Ikeda, Takashi Suzuki 

２．発表標題 

 Accumulation of 14C-N-glycolylneuraminic acid in the rat brain after tail veio injection 

３．学会等名 

 25th International Symposium on Glycoconjugates   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 R Ibusuki, I Shimoshikiryo, K Shimatani, D Nishimoto, S Maenohara, T Takezaki. 

２．発表標題 

 Advancement of hepatic fibrosis among general women with/without NAFLD 

３．学会等名 

 12th European Public Health Conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Jun-ichi Satoh, Yoshihiro Kino, Yuko Saito. 

２．発表標題 

 Alzheimer’s disease pathology in Nasu-Hakola disease brains. 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Kaida K, Kadoya M, Kuwahara M, Takazaki H, Yamazaki K, Komuta Y, Kusunoki S, Nomura K, 

Ikewaki K 

２．発表標題 

 Association of IgM antiglycolipid antibodies with clinical features  

in Fisher syndrome and its related disorders. 

３．学会等名 

 2019 Peripheral Nerve Society Annual Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 濱野忠則、白藤法道、佐々木宏仁、榎本崇一、山口智久、吉田裕孝、Nicholas M Kanaan、藤田裕之、

上野亜佐子、井川正道、中本安成 

２．発表標題 

 Autophagy up regulation and tau oligomer 

３．学会等名 

 第 38 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 韓ナヌミ、デリヌルアニワル、羽馬直希、小林拓斗、高橋秀尚、和田はるか、大塚亮、ムハンマドバ

グダーディー、清野研一郎. 

２．発表標題 

 Bromodomain-containing protein 4 regulates interleukin-34 expression in cancer cells 

３．学会等名 

 第 17 回日本免疫治療学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 松永智子、梁明秀 

２．発表標題 

 B細胞エピトープ候補ペプチドを標的とした抗 HTLV-1抗体検出法の開発 

３．学会等名 

 第 62 回日本感染症学会中日本地方会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yohei Miyagi, Yataro Daigo, 

２．発表標題 

 Characterization of URST1 as a prognostic biomarker and therapeutic target for oral cancer 

３．学会等名 

 2019 AACR annual meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Minami 

２．発表標題 

 Development of analytical tools  for glyco-neuroscience 

３．学会等名 

 ZUCKERfest 2019 in UC Berkeley （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Akira Minami 

２．発表標題 

 Development of analytical tools for glyco-neuroscience 

３．学会等名 

 Suranaree University of Technology Joint Conference （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Uchimaru K. 

２．発表標題 

 Diagnostic discrimination between indolent ATL and asymptomatic carrier. 

３．学会等名 

 9th INTERNATIONAL CONFERENCE on HUMAN RETROVIROLOGY （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 梶原ナビール、北川郁人、小林拓斗、大塚亮、清野研一郎. 

２．発表標題 

 Effect of interleukin-34 on triple-negative breast cancer. 

３．学会等名 

 第 17 回日本免疫治療学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 寺田 達弘, 武内 智康, 横倉 正倫, 松平敬史, 小尾 智一 

２．発表標題 

 Effect of Zonisamide on neuroinflammation and dopaminergic terminals in early Parkinson’s 

disease: a PET study 

３．学会等名 

 第 62 回日本脳循環代謝学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Orimo, Yasuhiko Ito, Yoshihiro Mezawa, Kaidiliavi Sulidan, Yataro Daigo, Okio Hino, 

Kazuyoshi Takeda, Michiaki Hamada, Yuko Matsumura 

２．発表標題 

 English oral presentation: CAF-induced partial epithelial-mesenchymal transition mediates 

formation of metastatic human breast tumor cell clusters. 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamagishi K 

２．発表標題 

 Epidemiology of dietary and lifestyle factors and cardiovascular disease: Experiences from 

Japanese population-based studies 

３．学会等名 

 The 8th International Congress on Lipid & Atherosclerosis (ICoLA) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Jason Lin, Atsushi Takatori, Hiroki Nagase, Paul Horton 

２．発表標題 

 Estimation of Phenotypes and Side Effects from DNA Minor-Groove-Binding Pyrrole-Imidazole 

Polyamides 

３．学会等名 

 27th Conference on Intelligent Systems for Molecular Biology and the 18th European Conference on 

Computational Biology (ISMB-ECCB 2019)  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 道川 誠、木村 成志、赤津 裕康、橋詰 良夫、タスリマ フェルドス、鄒 鶤、松原 悦朗、ア

ブドラ モハンマド 

２．発表標題 

 Flotillin is a novel diagnostic blood marker of Alzheimer’s disease 

３．学会等名 

 第 38 回日本認知症学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Takumi Koyama, Yoshihiro Mezawa, Yu Koyama, Yasuhiko Ito, Keisuke Sugahara, Okio Hino, 

Akira Katakura, and Akira Orimo 

２．発表標題 

 Forkhead box protein O1 mediates the activated myofibroblastic state in carcinoma-

associated fibroblasts. 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Takumi Koyama, Yoshihiro Mezawa, Yu Koyama, Yasuhiko Ito, Keisuke Sugahara, Okio Hino, 

Akira Katakura, and Akira Orimo 

２．発表標題 

 Forkhead box protein O1 mediates the activated myofibroblastic state in carcinoma-

associated fibroblasts. 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yingsong Lin, Masahiro Nakatochi, Hidemi Ito, Yoichiro Kamatani, Hiromi Sakamoto, Hiroshi 

Ishii, Naoki Sasahira, Makoto Ueno,  , Shogo Kikuchi, Keitaro Matsuo. 

２．発表標題 

 Genome-wide association meta-analysis identifies novel GP2 gene risk variants for 

pancreatic cancer in the Japanese population 

３．学会等名 

 American Association for Cancer Research Annual Meeting 2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 H Matsuo, M Nakatochi, M Kanai, A Nakayama, A Hishida, Y Kawamura, M Nakajima, Y Kamatani, 

N Shinomiya, M Yokota, K Wakai, Y Okada 

２．発表標題 

 Genome-wide meta-analysis revealed multiple novel loci associated with serum uric acid 

levels in Japanese 

３．学会等名 

 Annual European Congress of Rheumatology EULAR 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Sawada Y, Kikugawa T, Iio H, Yanagihara Y, Saeki N, Sakakibara I, Győrffy B, Kishida T, 

Miyagi Y, Saika T, Imai Y 

２．発表標題 

 GPRC5A facilitates cell proliferation and bone metastasis of prostate cancer 

３．学会等名 

 the 34th Annual The European Association of Urology Congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Sawada Y, Kikugawa T, Iio H, Yanagihara Y, Saeki N, Sakakibara I, Győrffy B, Kishida T, 

Miyagi Y, Saika T, Imai Y. 

２．発表標題 

 GPRC5A facilitates cell proliferation and bone metastasis of prostate cancer 

３．学会等名 

 第 71 回西日本泌尿器科学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 沢田雄一郎, 菊川忠彦, 飯尾浩之, 榊原伊織, 吉田周平, 池戸葵, 柳原裕太, 佐伯法学, Balázs 

Győrffy, 岸田健, 大久保陽一郎, 中村圭靖, 宮城洋平, 雑賀隆史, 今井祐記 

２．発表標題 

 GPRC5A は前立腺癌の細胞増殖および骨転移を制御する 

３．学会等名 

 第 28 回泌尿器科分子・細胞研究会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 沢田雄一郎, 菊川忠彦, 飯尾浩之, 榊原伊織, 吉田周平, 池戸葵, 柳原裕太, 佐伯法学, Balazs 

Gyorffy, 岸田健, 大久保陽一郎, 中村圭靖, 宮城洋平, 雑賀隆史, 今井祐記 

２．発表標題 

 GPRC5A は前立腺癌の細胞増殖および骨転移を促進する 

３．学会等名 

 第 37 回日本骨代謝学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hishida A, Nakatochi M, Okada R, Tamura T, Kadomatsu Y, Tsukamoto M, Kubo Y, Sasakabe T, 

Kawai S, Naito M, Wakai K 

２．発表標題 

 GWAS of serum PSA level as a quantitative trait in Japanese - data from the J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Maki Igarashi, Huijuan Jia, Shun Nogawa, Kaoru Kawafune, Tsuyoshi Hachiya, Shoko Takahashi, 

Kenji Saito, Hisanori Kato 

２．発表標題 

 GWAS reveals the association between black tea consumption and 12q24 locus in Japanese 

population 

３．学会等名 

 Asian congress of Nutrition 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 小井詰 史朗, 中村 圭靖, 吉原 光代, 宮城 悦子, 竹中 克也, 宮城 洋平 

２．発表標題 

 HIF1 and SREBP1 collaborate to induce GILZ expression to produce procoagulant microvesicles 

in ovarian cancer cells 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hitoshi Okazawa 

２．発表標題 

 HMGB1 and Neurodegeneration 

３．学会等名 

 9th International DAMPs and Alarmins Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 内田 弘毅、渡邉 俊樹、内丸 薫、中野 和民 

２．発表標題 

 HTLV-1 Rex の宿主スプライシング機構制御における新規機能の探索 

３．学会等名 

 第 6 回 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中野 和民、宇都宮 與、渡邉 俊樹、内丸 薫 

２．発表標題 

 HTLV-1感染および腫瘍化と関連するエクソソーム表面抗原マーカー同定の試み 

３．学会等名 

 第 6 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 長谷川寛雄（発表代表者・責任発表者）、斎藤益満（研究分担者） 

２．発表標題 

 HTLV-1感染におけるモノクロナリティと挿入部位を同定する新しい検査法 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 相良康子 

２．発表標題 

 HTLV-1感染の現状について 

３．学会等名 

 世界 HTLV デー記念講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 滝澤絵梨菜、山岸誠、石崎伊純、志賀遥菜、中島誠、新谷奈津美、宇都宮與、中村龍文、田中勇悦、

山野嘉久、渡邉俊樹、内丸薫 

２．発表標題 

 HTLV-1感染細胞における IFN-JAK1-STAT1経路の機能的意義 

３．学会等名 

 第 6 回日本 HTLV-1 学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 水池潤、山岸誠、小林誠一郎、中島誠、新谷奈津美、牧山純也、宇都宮與、田中勇悦、渡邉俊樹、山

野嘉久、内丸薫 

２．発表標題 

 HTLV-1感染初期において Taxが宿主に与える影響の解析 

３．学会等名 

 第 6 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 HTLV-1感染病態解明へ向けた感染者血液のシングルセルトランスクリプトーム解析 

３．学会等名 

 【AMED 新興再興】新興再興感染症制御 PJ（3 事業）合同シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 HTLV-1感染病態解明へ向けた感染者血液のシングルセル解析 

３．学会等名 

 第 4 回鹿児島大学感染症制御のためのシンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山本 翠、中村仁美、相良康子、島村益広、松山博之、入田和男 

２．発表標題 

 HTLV-1抗体確認検査法の比較解析 

３．学会等名 

 日本輸血・細胞治療学会九州支部会 第 66 回総会・第 87 回例会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 浜口功 

２．発表標題 

 HTLV-1水平感染の現状と対策 

３．学会等名 

 第 6 回日本 HTLV-1 学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroshi Kitajima, Reo Maruyama, Eiichiro Yamamoto, Takeshi Niinuma, Masahiro Kai, Takashi 

Tokino, Hiroshi Nakase, Hiromu Suzuki 

２．発表標題 

 Identification and functional analysis of a long noncoding RNA associated with chronic 

gastritis and gastric cancer 

３．学会等名 

 The 38th Sapporo International Cancer Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yoshihiro Yoshitake, Masanori Shinohara, Yataro Daigo,  

２．発表標題 

 Identification of cancer biomarker and therapeutic target for oral cancer, URST1 

３．学会等名 

 日本人類遺伝学会第 64 回大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yoshihiro Yoshitake, Masanori Shinohara,  Yataro Daigo 

２．発表標題 

 Identification of OASEP1 as a biomarker and therapeutic target for oral cancer 

３．学会等名 

 第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Tatsuhiro Terada, Masamichi Yokokura, Tomokazu Obi, Tomoyasu Bunai, Hitoshi Shimada, 

Tetsuya Suhara, Makoto Higuchi, Yasuomi Ouchi 

２．発表標題 

 In vivo alterations in tau deposition and neuroinflammation in Alzheimer spectrum disorders 

３．学会等名 

 BRAIN & BRAIN PET 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 寺田 達弘, 横倉 正倫, 小尾 智一, 武内 智康, 島田 斉, 須原 哲也, 樋口 真人, 尾内 康臣 

２．発表標題 

 In vivo coexisting events of amyloid-driven tau-induced neuroinflammation in Alzheimer's 

disease 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Mitsuru Shinohara et al. 

２．発表標題 

 Increased Levels of Aβ42 Decrease the Lifespan of Ob/Ob Mice with Dysregulation of 

Microglia and Astrocytes 

３．学会等名 

 Alzheimer's Association International Conference 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 廣瀬直毅、寺本さやか、山下雄也、郭 伸 

２．発表標題 

 Investigation on transcription factors that may regulate ADAR2 expression in human spinal 

motor neurons :an implication for mechanisms underlying sporadic ALS pathogenesis. 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masako Iwanaga, Yasuko Sagara, Atae Utsunomiya, Kaoru Uchimaru, Ki-Ryang Koh, Toshiki 

Watanabe, and on behalf of JSPFAD members 

２．発表標題 

 Long-term risk of ATL and HAM/TSP in HTLV-1 carriers: results from JSPFAD. 

３．学会等名 

 The 6th Meeting of the Japanese Society of HTLV-1 and Associated Diseases （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuuki Imai 

２．発表標題 

 Mechanisms underlying prostate cancer bone metastasis identified by Big Data analyses. 

３．学会等名 

 29th Australian and New Zealand Bone and Mineral Society Annual Scientific Meeting 2019 （招待講

演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Minako Matsumoto, Sei Harada, Miho Iida, Ayano Takeuchi, Kazuyo Kuwabara, Daisuke Sugiyama, 

Tomonori Okamura, Toru Takebayashi 

２．発表標題 

 Metabolomics approach reveals novel biomarkers of statin use and statin-related side 

effects. 

３．学会等名 

 metabolomics2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小山 晃英, 栗山 長門, 尾崎 悦子, 松井 大輔, 渡邉 功, 渡邊 能行. 

２．発表標題 

 Mid-regional pro-adrenomedullin と肥満、高血圧症、脂質異常症、糖尿病の関係 

３．学会等名 

 第 92 回日本内分泌学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masanori Kurihara, Tatsuo Mano, Shigeo Murayama, Atsushi Iwata, Tatsushi Toda 

２．発表標題 

 Mislocalization of DNA repair protein BRCA1 in human tauopathies 

３．学会等名 

 SfN Neuroscience 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hasegawa M 

２．発表標題 

 Molecular Mechanisms in the Pathogenesis of Alzheimer’s disease and Tauopathies -Prion-

Like Seeded Aggregation and Phosphorylation-. 

３．学会等名 

 3rd ITCN & 2019 AMTNS. 2019.5.4. Taipei. （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 土橋 洋、山田 茂樹、大井 章史、中村 律子、椙村 春彦. 

２．発表標題 

 mTOR に抑制される trefoil factor-1 と肺癌における病的意義 

３．学会等名 

 第 108 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 土橋 洋、山田 茂樹、大井 章史、中村 律子、椙村 春彦 

２．発表標題 

 mTOR により制御される trefoil faactor-1と肺癌におけるその意義 

３．学会等名 

 第 108 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Ohno S, Yoshinaga M, Ozawa J, Fukuyama M, Sato S, Kashiwa A, Yasuda K, Kaneko S, Koichi 

Nakau, Inukai S, Makiyama T, Aiba T, Suzuki H, Horie M 

２．発表標題 

 Mutation specific clinical characteristics in long QT syndrome 

３．学会等名 

 European Society of Cardiology 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hitoshi Okazawa 

２．発表標題 

 New therapeutics development against ultra-early phase AD pathology. 

３．学会等名 

 第 38 回日本認知症学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 阪口政清 

２．発表標題 

 Novel biologics to prevent cancer metastasis 

３．学会等名 

 The 9th International DAMPs and Alarmins Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yoshihiro Yoshitake, Masanori Shinohara,  Yataro Daigo 

２．発表標題 

 OASEP1 as a biomarker and therapeutic target for oral cancer 

３．学会等名 

 第 78 回 日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 ob/obマウスにおける Aβ42 の増加は寿命を短くさせる 

３．学会等名 

 第 61 回日本老年医学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hishida A, Fujii R, Nakatochi M, Kubo M, Oze I, Matsuo K, Kuriyama N, Nakagawa-Senda H, 

Suzuki S, Naito M, Wakai K 

２．発表標題 

 Possible interaction of PSCA rs2294008 T allele with HP infection on gastric atrophy risk-

data from the J-MICC Study 

３．学会等名 

 The 78th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association（第 78 回日本癌学会学術総会）   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Mitsutoshi Setou 

２．発表標題 

 Promoting trans-omics study through the project of “Imaging Platform” 

３．学会等名 

 The 29th Hot Spring Harbor International Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 杉山淳比古、横田元、三澤園子、齊藤祐子、松島淳、向井宏樹、関口縁、小出恭輔、伊藤彰一、桑原

聡 

２．発表標題 

 Radiological and pathological evaluation of cerebral vasculopathy in POEMS syndrome 

３．学会等名 

 第 48 回日本神経放射線学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakano K, Kawata K, Kani M, Akimoto S, Goto C, Kuriki K. 

２．発表標題 

 Relationship between n-3 polyunsaturated fatty acid intake and IGF1R rs4966025 related to 

kidney function on estimated glomerular filtration rate in Japanese adults: the J-MICC Sakura 

Diet Study 

３．学会等名 

 令和元年度 若手支援研究成果発表会  (コホート・生体試料支援プラットフォーム)   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Yu Koyama, Go Yoshida, Yasuhiko Ito, Yoshihiro Mezawa, Takumi Koyama, Keisuke Sugahara, 

Akira Katakura, and Akira Orimo 

２．発表標題 

 RUNX3 expression mediates cross-talk between TGF-β and SDF-1 signaling and WNT-β-catenin 

signaling in human breast CAFs. 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masaki Nishioka, Atsushi Takata, Tadafumi Kato 

２．発表標題 

 Search for de novo mutations in bipolar disorder 

３．学会等名 

 ISBD (International Society for Bipolar Disorder) annual meeting 2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kyota Fujita, Hidenori Homma, Kanoh Kondo, Kazuhiko Tagawa, Hitoshi Okazawa 

２．発表標題 

 Ser46-phosphorylated MARCKS is a common mechanism of pre-aggregation neurite degeneration 

in across multiple dementia 

３．学会等名 

 NEURO2019   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Ikezaki H, Furusyo N, Yokota Y, Ai M, Asztalos BF, Murata M, Hayashi J, Schaefer EJ. 

２．発表標題 

 Small Dense Low Density Lipoprotein Cholesterol Level Predicts Carotid Intimal Medial 

Thickness Progression over 5 years 

３．学会等名 

 AHA Scientific Sessions 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ikezaki H, Furusyo N, Ito Y, Yokota Y, Ai M, Asztalos BF, Murata M, Hayashi J, Schaefer 

EJ. 

２．発表標題 

 Small Dense Low Density Lipoprotein Cholesterol Predict Carotid Intimal Medial Thickness 

Progression 

３．学会等名 

 71st AACC Annual Scientific Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ikezaki H, Furusyo N, Yokota Y, Ai M, Asztalos BF, Murata M, Hayashi J, Schaefer EJ. 

２．発表標題 

 Small Dense Low Density Lipoprotein Cholesterol Predict Carotid Intimal Medial Thickness 

Progression 

３．学会等名 

 Vascular Discovery Scientific Sessions 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Ikezaki H, Furusyo N, Yokota Y, Ai M, Asztalos BF, Murata M, Hayashi J, Schaefer EJ. 

２．発表標題 

 Small Dense Low Density Lipoprotein Cholesterol Predict Carotid Intimal Medial Thickness 

Progression 

３．学会等名 

 第 51 回 日本動脈硬化学会総会・学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hitoshi Okazawa 

２．発表標題 

 Targeting HMGB1-mediated expansion of neurodegeneration at the ultra-early phase pathology 

of Alzheimer’s disease. 

３．学会等名 

 AsCNP2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hidetoshi Sumimoto, Atsushi Takano, Koji Teramot1, and Yataro Daigo 

２．発表標題 

 The contribution of EGFR signal to immune evasion through chemokine suppression in human 

EGFRmt lung adenocarcinoma 

３．学会等名 

 第 78 回 日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hikari Tanaka, Kanoh Kondo, Xigui Chen, Hidenori Homma, (他 7名), Hitoshi Okazawa 

２．発表標題 

 The intellectual disability gene PQBP1 rescues Alzheimer's disease pathology 

３．学会等名 

 NEURO2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Katsuya H, Miyazato P, Islam S, Watanabe T, Uchimaru K, Utsunomiya A, Kimura S, Satou Y. 

２．発表標題 

 The presence and possible role of virus-host chimeric transcripts in adult T-cell leukemia-

lymphoma. 

３．学会等名 

 62nd Annual Meeting of American Society of Hematology  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 勝屋弘雄、宮里パオラ、イスラムサイフル、タンベンジー、宇都宮與、木村晋也、佐藤賢文, et al. 

２．発表標題 

 The presence and possible role of virus-host chimeric transcripts in HTLV-1-infected cells. 

３．学会等名 

 第 81 回日本血液学会総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Makoto Yamagishi, Seiichiro Kobayashi, Natsumi Araya, Makoto Nakashima, Toshiki Watanabe, 

Yoshihisa Yamano, Kaoru Uchimaru et al. 

２．発表標題 

 Transcriptomic and epigenomic characteristics of HTLV-1-infected cells in asymptomatic 

carriers, HAM/TSP, and ATL. 

３．学会等名 

 19th International Conference on Human Retrovirology HTLV and Related Viruses  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Minako Matsumoto, Sei Harada, Miho Iida, Tomonori Okamura, Toru Takebayashi 

２．発表標題 

 Validity assessment of self-reported medication use in a pharmacoepidemiology research (by 

comparing to medical and pharmacy insurance claims) 

３．学会等名 

 ACPE 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Seiko Ohno, Junichi Ozawa, Keiko Sonoda, Takeru Makiyama, Minoru Horie 

２．発表標題 

 Ventricular septum defect can be a key for the early diagnosis of Brugada syndrome in 

young patients with SCN5A mutations. 

３．学会等名 

 The American Society of Human Genetics 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Takashi Waki, Sachiko Tanaka-Mizuno, Naoyuki Takashima, Hajime Takechi, Takehito Hayakawa, 

Katsuyuki Miura, Hirotsugu Ueshima, Yoshikuni Kita, Hiroko H. Dodge 

２．発表標題 

 Waist Circumference and Domain-Specific Cognitive Function among the Non-Demented Japanese 

Elderly: Results from the Takashima Study. 

３．学会等名 

 Alzheimer’s Association International Conference 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐麻希、賈慧娟、野川駿、川舩かおる、八谷剛史、 高橋祥子、斉藤憲司、加藤久典 

２．発表標題 

 WAS によって見出された 12q24遺伝子座と紅茶消費量との関連 

３．学会等名 

 第 73 回日本栄養・食糧学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 本田恵子、豊田めぐみ、郭家怜、中矢正、鈴木利治 

２．発表標題 

 X11-likeは Lrp8の細胞内輸送を介して ApoEの取り込みを制御する 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hasegawa M 

２．発表標題 

 α-SYNUCLEIN - CAN IT FORM PRIONS ?. 

３．学会等名 

 World Congress of Neurology 2019  (WCN2019). （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 菅原妙, 近藤高明, 上山純, 岡田理恵子, 菱田朝陽, 森田えみ, 川合紗世, 浜島信之, 内藤真理

子, 若井建志 

２．発表標題 

 アソシエーション分析を用いた既往疾患の co-morbidityの評価 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 三上 靖代、南 彰、吉村 満里菜、勝又 千裕、海野 けい子、鈴木 隆 

２．発表標題 

 アルツハイマー病における希少シアル酸分子種の脳内蓄積とアミロイド凝集の相互作用 

３．学会等名 

 第 34 回 老化促進モデルマウス（SAM）学会学術大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 間野達雄 

２．発表標題 

 アルツハイマー病に対する神経細胞特異的なエピゲノムアプローチ 

３．学会等名 

 第 64 回 日本人類遺伝学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 岡澤 均 

２．発表標題 

 アルツハイマー病の遺伝子治療の可能性 

３．学会等名 

 第 24 回認知神経科学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 岡澤 均 

２．発表標題 

 アルツハイマー病の新規病態と遺伝子治療法の発見 

３．学会等名 

 創薬薬理フォーラム第 27 回シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 祖父江 顕、小峯 起、遠藤史人、村山繁雄、斉藤貴志、西道隆臣、山中宏二. 

２．発表標題 

 アルツハイマー病患者と AppNL-G-F マウスにおける神経炎症関連遺伝⼦解析. 

３．学会等名 

 第 38 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 祖父江 顕、小峯 起、遠藤史人、村山繁雄、斉藤貴志、西道 隆臣、山中宏二. 

２．発表標題 

 アルツハイマー病患者脳と APP- KIマウス由来ミクログリアにおける遺伝子発現解析. 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会 第 62 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 アルツハイマー病危険因子 APOEの認知機能や長寿に対する作用 

３．学会等名 

 第 20 回関西・中部認知症研究会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 勝屋弘雄、イスラムサイフル、山岸誠、渡邉俊樹、内丸薫、藤澤順一、宇都宮與、山野嘉久、佐藤賢

文 

２．発表標題 

 ウイルス DNA カプチャーシークエンスはウイルス関連ヒト悪性腫瘍の病原性解明に有用である：

HTLV-1 を例として 

３．学会等名 

 第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 須藤洋一 

２．発表標題 

 コホート間の協力がもたらすもの —J−MICC との共同研究から— 

３．学会等名 

 コホート・生体試料支援プラットフォーム 令和元年度 若手支援研究成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 サンドイッチ ELISAを活用した剖検脳研究からの知見 

３．学会等名 

 第 38 回日本認知症学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 栗原 正典, 間野 達雄, 村⼭ 繁雄, 岩⽥ 淳, ⼾⽥ 達史 

２．発表標題 

 タウオパチー脳における DNA修復タンパク BRCA1 の局在異常 

３．学会等名 

 16. 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 リン・ジェイソン、クリシュナムーティ・サクテイシリ、養田裕行、篠崎喜脩、渡部隆義、越川信子、

高取敦志、ホートン・ポール、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 ピロールイミダゾールポリアミドでの非特異的なゲノム結合および副作用の予測 

３．学会等名 

 第 28 回日本癌病態治療研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山越貴水、亀山昭彦、西島里咲、飯田万由、丸山光生. 

２．発表標題 

 ポリコームタンパク質 Bmi-1による顎下腺ムチン糖鎖構造の制御 

３．学会等名 

 第 42 回日本基礎老化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 山越貴水、亀山昭彦、西島里咲、飯田万由、丸山光生. 

２．発表標題 

 ポリコーム蛋白質 Bmi-1による顎下腺ムチン糖鎖構造の制御 

３．学会等名 

 第 13 回日本エピジェネティクス研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 松尾 禎之 広田 喜一 

２．発表標題 

 マクロファージ活性化における代謝リプログラミングの分子機序 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 岡泰由、荻朋男 

２．発表標題 

 マルチオミクス解析により同定した重症アイカルディ・ゴーティエ症候群の分子病態解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本小児遺伝学会学術集会 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 斎藤益満（発表代表者・責任発表者）、長谷川寛雄、佐々木大介、山内俊輔、和田 悠作、松平 崇

弘 

２．発表標題 

 ランダムインテグレーション評価法（RAIS2）の開発と検査・解析サービスの展開 

３．学会等名 

 第 6 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 松元美奈子、原田成、竹内文乃、桑原和代、飯田美穂、栗原綾子、加藤寿寿華、佐田みずき、杉山大

典、岡村智教、武林亨 

２．発表標題 

 レセプトデータを用いた脂質異常症治療薬(スタチン)服用群と脂質異常症治療薬非服用群の特性の

検討 

３．学会等名 

 第 51 回日本動脈硬化学会総会・学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 尾瀬功 春日井由美子 小栁友理子 鵜飼知嵩 伊藤秀美 松尾恵太郎 

２．発表標題 

 胃がん・大腸がん患者の診断時の社会経済学的要因とその心理的影響 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 巽康年、下里修、中村洋子、ジェイソン リン 、滝口伸浩、三上春夫、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 胃癌のゲノム研究の最前線と JMICC 研究から同定した新規 ARID2 遺伝子 SNP の胃癌との関連につ

いて 

３．学会等名 

 第 28 回 日本癌病態治療研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 成田 暁、中谷直樹、小暮真奈、田宮 元、中村智洋、土屋菜歩、平田 匠、丹野高三、坂田清美、菅

原準一、栗山進一、辻 一郎、呉 繁夫、寳澤 篤 

２．発表標題 

 遺伝因子と飲酒量の交互作用と随時血圧値 

の関連 -東北メディカル・メガバンク計画 

地域住民コホート調査- 
３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 尾崎悦子、栗山長門、山田真介、松井大輔、小山晃英、渡邉功、稲葉雅章、渡邊能行、上原里程 

２．発表標題 

 一般健常人における転倒リスクの検討 

３．学会等名 

 第 21 回日本骨粗鬆症学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 成定明彦, 鈴木孝太, 若井建志 

２．発表標題 

 一般住民における BMIのストレスに対する影響（メンデルランダム化解析）：J-MICC研究（Study） 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 萩原千晴, 山田宏哉, 藤井亮輔, 前田圭介, 橋本修二, 浜島信之, 鈴木康司 

２．発表標題 

 一般住民を対象とした BDNF遺伝子 DNAメチル化率と血清カロテノイド値との関連 

３．学会等名 

 第 78 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 指宿りえ、下敷領一平 、Yora Nindita、西本大策、嶋谷圭一、前之原茂穂、嶽崎俊郎 

２．発表標題 

 一般住民女性における非アルコール性脂肪肝と肝線維化に関する前向き研究 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 栗山長門． 

２．発表標題 

 一般地域住民における抑うつによる疲労と骨格障害. 

３．学会等名 

 第 15 回 日本疲労学会 シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎 夕貴, 釜野 桜子, 上村 浩一, 有澤 孝吉 

２．発表標題 

 栄養素パターンとメタボリックシンドロームとの関連の検討 

３．学会等名 

 第 64 回四国公衆衛生学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 藤崎なつみ， 諏訪園秀吾， 末吉健志， 中地亮， 城戸美和子， 藤原善寿， 渡嘉敷崇， 妹尾洋， 

立田直久， 赤嶺博行 

２．発表標題 

 沖縄型神経原性筋萎縮症における脊髄萎縮(特に ALS との比較において) 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経学会総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 村井詩子，山岸良匡，村木功，磯博康，玉腰暁子 

２．発表標題 

 果物の種類別摂取頻度と循環器疾患死亡リスクとの関連：The JACC Study 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 水越幸輔、岡澤 裕、波江野洋、小山 侑、大久保捷奇、Kaidiliavi Sulidan、伊藤恭彦、小見山、光、

杉本起一、小島 豊、五藤倫敏、垣生園子、樋野興夫、折茂 彰、坂本一博 

２．発表標題 

 患者大腸癌細胞集団の中間型上皮間葉移行を介した浸潤・転移機構 

３．学会等名 

 第 30 回 日本消化器癌発生学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 折茂彰 

２．発表標題 

 癌内線維芽細胞による癌細胞の浸潤・転移促進機構 

３．学会等名 

 東京歯科大学大学院セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 危険因子にも着目したアルツハイマー病の治療標的の同定と治療薬の開発 

３．学会等名 

 第 8 回 大阪大学神経難病フォーラム   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 勢力 薫、橋本 均 

２．発表標題 

 蛍光全脳イメージングのための連続断層イメージング法 FAST 

Block-face serial microscopy tomography for whole-brain fluorescence imaging 

３．学会等名 

 第 57 回日本生物物理学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小山晃英、栗山長門、上原里程 

２．発表標題 

 血管不全進行度を検出する新規血中バイオマーカーMR-proADM 

３．学会等名 

 第 4 回日本血管不全学会学術集会・総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 可児美月 

２．発表標題 

 血清アディポネクチン濃度に対する遺伝要因、食事要因と季節の関連の検討 

３．学会等名 

 第 4 回ゲノムコホート研究における遺伝統計学 (岩手大医科大学主催、鹿児島大学医学部共催)   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 竹中 克也, 小森 由香子, 中村 圭靖, 小井詰 史朗, 宮城 洋平 

２．発表標題 

 血清飢餓低酸素環境で発現誘導される酵素とその産物による腫瘍悪性化機序(Cancer progression 

by an enzyme expression under serum starvation and hypoxia) 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 三上春夫、中村洋子、日下部美帆、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 血清中の元素濃度バランスによるがんリスク診断法（メタロバランス法）の有効性に関するコホート

研究 

３．学会等名 

 第 78 回 日本癌学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 遠藤 香, 栗木清典 

２．発表標題 

 血漿ビタミン B12濃度の個人内および個人間変動：J-MICC Sakura Diet Study 

３．学会等名 

 第 29 回 日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 塚本峰子, 門松由佳, 田村高志, 久保陽子, 岡田理恵子, 篠壁多恵, 川合紗世, 菱田朝陽, 内藤真

理子, 若井建志 

２．発表標題 

 血漿葉酸、ホモシステイン、ビタミン B12値関連遺伝子多型と飲酒、喫煙との交互作用：J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 相良康子、中村仁美、木原紗耶香、岩永正子、相良康弘、島村益広、松山博之、入田和男 

２．発表標題 

 献血者における HTLV-1プロウイルス量の推移について 

３．学会等名 

 第 67 回日本輸血・細胞治療学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中根英雄, 若井建志 

２．発表標題 

 高血圧患者の塩分制限と関連する遺伝子多型の探索・J-MICC横断研究 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 橋本 均 

２．発表標題 

 高速・高拡張性全脳イメージングシステム FAST：アンバイアス、仮説フリーでの薬物の有効性と安

全性の評価へ  

３．学会等名 

 第 46 回日本毒性学会学術年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 橋本 均 

２．発表標題 

 高速・高精細全脳イメージングによる脳機能解析 

３．学会等名 

 第 44 回レーザ顕微鏡研究会＆シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 本田恵子、豊田めぐみ、郭家怜、中矢正、鈴木利治 

２．発表標題 

 細胞内アダプター分子 X11Lによる ApoE受容体 Lrp8 の翻訳後修飾制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 56 回日本生化学会北海道支部例会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 松元美奈子、原田成、栗原綾子、飯田美穂、加藤寿寿華、佐田みずき、澁木琢磨、桑原和代、竹内文

乃、杉山大典、岡村智教、武林亨 

２．発表標題 

 脂質異常症治療薬使用による糖尿病発症リスクに関するメタボローム疫学研究 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 松元美奈子、原田成、栗原綾子、飯田美穂、加藤寿寿華、佐田みずき、澁木琢磨、桑原和代、竹内文

乃、杉山大典、岡村智教、武林亨 

２．発表標題 

 脂質異常症治療薬使用の糖尿病発症リスクに関するメタボローム疫学研究 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 上村浩一、釜野桜子、岩崎夕貴、有澤孝吉 

２．発表標題 

 脂肪肝の簡易指標である Fatty liver indexと慢性炎症や動脈スティフネスとの関連 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山内 俊輔（発表代表者）、長谷川 寛雄（責任発表者）、斎藤 益満（研究分担者）、佐々木 大介、

今泉 芳孝、柳原 克紀 

２．発表標題 

 次世代 HTLV-1 クロナリティ解析法(RAIS1)の開発とその進捗 

３．学会等名 

 第 6 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 次世代 DNAシークエンス技術を活用したウイルス研究 

３．学会等名 

 第 66 回日本生態学会大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 渡邉美貴、中川弘子、細野覚代、永谷照男、番郷子、山田珠樹、鈴木貞夫 

２．発表標題 

 若年者におけるピロリ菌の感染率と親子の感染状況 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 前田圭介, 山田宏哉, 藤井亮輔, 坪井良樹, 萩原千晴, 橋本修二, 浜島信之, 鈴木康司 

２．発表標題 

 住民健診受診者における喫煙習慣と白血球中 TXNIP遺伝子の DNAメチル化率との関連 

３．学会等名 

 第 78 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木康司, 藤井亮輔, 山田宏哉, 前田圭介, 萩原千晴, 橋本修二, 浜島信之 

２．発表標題 

 住民健診受診者における血清 microRNA値と 5年間の血圧変化率との関連 

３．学会等名 

 第 78 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 萩原千晴, 山田宏哉, 宗綱栄二, 山崎未来, 八田武志, 岩原昭彦, 大橋鉱二, 石川浩章, 坪井良

樹, 安藤嘉崇, 藤井亮輔, 鈴木康司 

２．発表標題 

 住民健診受診者における血清 microRNA値と認知機能の変化との関連 

３．学会等名 

 第 30 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 萩原 千晴、山田宏哉、藤井亮輔、近藤真理、前田圭介、橋本修二、浜島信之、鈴木康司 

２．発表標題 

 住民健診受診者における前頭葉機能検査と血清 BDNF 値との関連 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 前田圭介、山田宏哉、宗綱栄二、山崎未来、水野元貴、大橋鉱二、石川浩章、安藤嘉崇、藤井亮輔、

萩原千晴、橋本修二、浜島信之、鈴木康司 

２．発表標題 

 住民健診受診者における糖代謝指標値と白血球中 TXNIP遺伝子の DNAメチル化率との関連 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 齋藤義信，小熊祐子，今村晴彦，田島敬之，伊藤智也，川瀬敦子 

２．発表標題 

 住民主体のグループ運動の実施状況：藤沢市老人クラブを対象とした悉皆調査 

３．学会等名 

 第 78 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 橋詰良夫 

２．発表標題 

 小脳失調を示した髄膜癌腫症 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経病理学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 桑原和代、杉山大典、平田あや、鈴木賢二、岡村智教． 

２．発表標題 

 職域健診における動脈硬化性疾患に寄与する複合リスクの検討：Cardio Ankle Vascular Index 

(CAVI)． 

３．学会等名 

 第 55 回日本循環器病予防学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 五十嵐麻希 

２．発表標題 

 食にまつわる GWAS研究 

３．学会等名 

 イルミナセミナー「消費者向け遺伝子解析サービスを活用した研究最前線」多検体解析によるビッグデータ活

用から見えてくる複雑な疾患 克服への展望 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 森田えみ、川合紗世. 

２．発表標題 

 森林散策による高血圧症予防の検証：大規模疫学調査 J-MICC Study 静岡地区 

３．学会等名 

 第 130 回日本森林学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 諏訪園秀吾 

２．発表標題 

 神経難病治療の最前線「治らない」からの脱却を目指して 

３．学会等名 

 第 128 回沖縄県医師会医学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 里 直行 

２．発表標題 

 神経変性を予測する血液バイオマーカーとしての Neurofilament light(NFL)概説 

３．学会等名 

 第 9 回日本認知症予防学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 門松由佳, 塚本峰子, 久保陽子, 田村高志, 岡田理恵子, 篠壁多恵, 川合紗世, 菱田朝陽, 内藤真

理子, 若井建志, 日本多施設共同コーホート研究実施機関 

２．発表標題 

 腎糸球体の過剰濾過（hyperfiltration）と高血圧前症および糖尿病前症との関連：J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 西田 南海子, 下地 啓五, 永田 奈々恵, 陣上 直人, 岡田 務, 奥村 亮介, 戸田 弘紀, 松本 禎

之, 石川 正恒, 岩崎 孝一 

２．発表標題 

 髄液中リポカリン型プロスタグランジン D 合成酵素濃度は特発性正常圧水頭症において脳梁・帯状

回の白質異方性と相関する 

３．学会等名 

 日本脳神経外科学会第 78 回学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 小山 晃英, 栗山 長門, 渡邊 能行 

２．発表標題 

 生理活性ペプチド前駆物質を用いた血管障害の検出 

３．学会等名 

 第 48 回日本心脈管作動物質学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 吉田裕孝 

２．発表標題 

 青斑核ノルアドレナリン系の損傷はタウオパチー動物モデル脳のタウ病理形成を促進する 

３．学会等名 

 第 38 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 瀬浩喜、下里修、巽康年、北川善康 筆宝義隆 

２．発表標題 

 千葉県がんセンターバイオバンク試料を利用した診療技術開発の発展 

３．学会等名 

 第 5 回 クリニカルバイオバンク学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 沢田雄一郎, 菊川忠彦, 飯尾浩之, 榊原伊織, 吉田周平, 池戸葵, 柳原裕太, 佐伯法学, Balázs 

Győrffy, 岸田健, 大久保陽一郎, 中村圭靖, 宮城洋平, 雑賀隆史, 今井祐記 

２．発表標題 

 前立腺がん骨転移制御分子の解析 

３．学会等名 

 第 9 回 Orthopaedic Research Club   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 松井太郎，山﨑啓史，髙﨑 寛，堀内 碧，古屋佑一郎，角谷彰子，海田賢一 

２．発表標題 

 早期より少量 L-dopaで dyskinesiaが誘発され，癌性心嚢炎を契機に dystonic stormを生じたパー

キンソン病の 55歳女性例（剖検例） 

３．学会等名 

 第 13 回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 高桑 和也、山口 茂夫、茂櫛 薫、加藤 俊介、野崎 由美、秋田 智后、山下 親正 

２．発表標題 

 早期肺腺癌における EGFR pathway依存度と予後との関係 

３．学会等名 

 第 17 回日本臨床腫瘍学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 大野美紀子 松浦博 西清人 岩崎広高 松田真太郎 西英一郎 

２．発表標題 

 多機能プロテアーゼによる心拍数制御機構 

３．学会等名 

 日本循環器学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 西岡将基、酒井直美、数野安亜、高田篤、加藤忠史, et al. 

２．発表標題 

 多施設共同トリオ解析による双極性障害の遺伝的構造の解明 

３．学会等名 

 第 115 回精神神経学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 後藤 温、中杤昌弘、成田 暁、津金昌一郎、岩崎 基, et al. 

２．発表標題 

 大規模分子疫学コンソーシアムによる日本人 

一般集団を対象とした体格指標のゲノムワイド関連解析 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 後藤温, 中杤昌弘, 成田暁, 久保充明, 桃沢幸秀, 伊藤秀美, 松尾恵太郎, 丹野高三, 清水厚志, 

寳澤篤, 木下賢吾, 若井建志, 津金昌一郎, 岩崎基 

２．発表標題 

 大規模分子疫学コンソーシアムによる日本人一般集団を対象とした体格指標のゲノムワイド関連解

析 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 単一細胞分析データマイニングによる HTLV-1持続潜伏感染機構の解明 

３．学会等名 

 平成 30 年度 HTLV-1 関連疾患研究領域研究班合同発表会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 勝浦-釜野 桜子, 上村 浩一, 有澤 孝吉 

２．発表標題 

 朝食欠食および睡眠時間とメタボリック症候群との関連:J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 78 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 阪口政清 

２．発表標題 

 超高効率遺伝子発現ベクターの開発とその応用 

３．学会等名 

 資生堂特別講演 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐麻希、賈慧娟、野川駿、川舩かおる、八谷剛史、 高橋祥子、斉藤憲司、加藤久典 

２．発表標題 

 東アジア系集団に特有の 12ｑ24領域は多彩な摂取行動に関連する 

３．学会等名 

 弟 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 松本明子、赤尾千穂 

２．発表標題 

 糖質コルチコイドの大規模 LCMS測定 

３．学会等名 

 第 7 回久留米佐賀熊本合同研究会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 國井泰人 

２．発表標題 

 統合失調症における死後脳研究 

３．学会等名 

 第 49 回日本臨床神経生理学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 西田 南海子、永田 奈々恵、陣上 直人、戸田 弘紀、石川 正恒、松本 禎之、岩崎 孝一 

２．発表標題 

 特発性正常圧水頭症における食後髄液中糖濃度は tau 濃度と相関する 

３．学会等名 

 第 20 回日本正常圧水頭症学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上村浩一、釜野桜子、岩崎夕貴、有澤孝吉 

２．発表標題 

 日常の身体活動および余暇時の運動とメタボリック症候群やその構成因子との関連の検討 

３．学会等名 

 第 89 回日本衛生学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 上村浩一、釜野桜子、有澤孝吉、J-MICC Study Group 

２．発表標題 

 日常の生活活動および余暇の運動とメタボリック症候群との関連：J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 78 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上村 浩一, 勝浦-釜野 桜子, 有澤 孝吉 

２．発表標題 

 日常の生活活動および余暇時の運動とメタボリック症候群との関連:J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 78 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 西田裕一郎、原めぐみ、桧垣靖樹、田口尚人、中村和代、南里妃名子、今泉猛、坂本龍彦、島ノ江千

里、堀田美加子、新地浩一、田中恵太郎 

２．発表標題 

 日常身体活動とコーヒー摂取が血清肝逸脱酵素に及ぼす影響 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 五十嵐麻希、賈慧娟、野川駿、川舩かおる、八谷剛史、 高橋祥子、斉藤憲司、加藤久典 

２．発表標題 

 日本人 GWASから見えてきた 12ｑ24領域と食の関連 

３．学会等名 

 第 4 回食欲・食嗜好研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 島ノ江 千里、八谷剛史、原 めぐみ、須藤洋一、西田 裕一郎、清水厚志、田中 恵太郎 

２．発表標題 

 日本人のストレス対処行動に関する GWAS解析：JーMICC study 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 川田久美子, 中野夏菜, 可児美月, 栗木清典, 若井建志 

２．発表標題 

 日本人の日常的な緑茶の摂取頻度と肥満との関連：J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 66 回日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中嶌真由子, 東野俊英, 高田龍平, 中岡博史, 豊田優, 中島宏, 清水聖子, 川口真, 中山昌喜, 河

村優輔, 赤司藍理, 石野美咲, 若井建志, 岡田理恵子, 大山博司, 井ノ上逸朗, 四ノ宮成祥, 松尾洋

孝 

２．発表標題 

 尿酸トランスポーター遺伝子 ABCG2 のレアバリアントはコモンバリアンと同様に痛風リスクを上昇

させる 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 宇田川潤 

２．発表標題 

 妊娠中のストレスと生後の疾患の関連について 

３．学会等名 

 第 28 回滋賀県母性衛生学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 岡澤 均 

２．発表標題 

 認知症の新たな治療戦略と遺伝子治療の可能性 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経学会学術大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 長谷川成人 

２．発表標題 

 認知症の発症、進行機構 . 

３．学会等名 

 日本学術振興会 日韓研究者交流協会シンポジウム 2019. （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小山晃英、栗山長門、尾崎悦子、松井大輔、渡邉功、長光玲央、渡邊能行 

２．発表標題 

 脳梗塞既往者および脳梗塞リスク因子保有者の Mid-regional pro-adrenomedullin 濃度の検討 

３．学会等名 

 第 44 回日本脳卒中学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 宇田川潤、日野広大、金子隼也、原澤俊也、木村智子、武井史郎、篠原正和、山崎文義、森田真也、

吉岡美奈、佐藤駿平、藤野淳也、瀬藤光利、杉原洋行、小島秀人、山田尚人 

２．発表標題 

 脳内リン脂質構成変化とラットの行動との関連 

３．学会等名 

 第 8 回日本 DOHaD 学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 リン・ジェイソン、クリシュナムーティ・サクテイシリ、養田裕行、篠崎喜脩、渡部隆義、越川信子、

高取敦志、ホートン・ポール、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 発現プロファイリングによる DNA 副溝結合剤のピロールイミダゾールポリアミドでのオフターゲッ

ト及び副作用の評価・予測 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤里香, 佐竹芹佳, 山下莉奈, 川田久美子, 中野夏菜, 可児美月, 秋元 柊, 後藤千穂, 栗木清

典 

２．発表標題 

 肥満に対する n-3 PUFA摂取と赤血球膜割合、遺伝要因の関連：the J-MICC Sakura Diet Studyの横

断的研究 

３．学会等名 

 第 66 回日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 可児美月, 川田久美子, 中野夏菜, 秋元 柊, 後藤千穂, 栗木清典 

２．発表標題 

 肥満に対する血清アディポネクチン濃度と遺伝要因、食事要因、季節の関連：the J-MICC Sakura Diet 

Study 

３．学会等名 

 第 66 回日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 佐竹芹佳, 佐藤里香, 山下莉奈, 川田久美子, 中野夏菜, 可児美月, 秋元 柊, 後藤千穂, 栗木清

典 

２．発表標題 

 肥満に対する食事時刻と遺伝要因の関連：the J-MICC Sakura Diet Study の横断的研究 

３．学会等名 

 第 66 回日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山下莉奈, 佐竹芹佳, 佐藤里香, 可児美月, 川田久美子, 中野夏菜, 秋元 柊, 後藤千穂, 栗木清

典 

２．発表標題 

 肥満に対する緑茶摂取と腸内細菌叢の関連：the J-MICC Sakura Diet Study の横断的検討 

３．学会等名 

 第 66 回日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 指宿りえ、下敷領一平、西本大策、嶽崎俊郎 

２．発表標題 

 非アルコール性脂肪性肝疾患の経時的変化に関するコーホート研究 

３．学会等名 

 第 78 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 田村高志, 門松由佳, 塚本峰子, 久保陽子, 岡田理恵子, 篠壁多恵, 川合紗世, 菱田朝陽, 内藤真

理子, 若井建志, 日本多施設共同コーホート研究実施グループ 

２．発表標題 

 非喫煙者における受動喫煙と高血圧との関連：日本多施設共同コーホート研究（J-MICC Study） 

３．学会等名 

 第 29 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 3. 寺本晃治、五十嵐知之、住本秀敏、醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 非小細胞肺がんにおける M2マクロファージによる可溶性 PD-L1 の意義 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 寺本晃治、五十嵐知之、住本秀敏、醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 非小細胞肺がんの再発における PD-L1発現強度の意義 

３．学会等名 

 第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 森田えみ、角谷寛、山田尚登、若井建志、菱田朝陽、岡田理恵子、田村高志、久保陽子、塚本峰子、

門松由佳、内藤真理子 

２．発表標題 

 必要な睡眠時間の体質（ロングスリーパー）と人生の質の関連 

３．学会等名 

 日本睡眠学会第 44 回定期学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 國井 泰人、長岡 敦子、泉 竜太、日野 瑞城、矢部 博興 

２．発表標題 

 福島県立医科大学神経精神医学講座の研究死後脳研究 

３．学会等名 

 第 115 回日本精神神経学会総会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 水野元貴, 山田宏哉, 宗綱栄二, 山崎未来, 安藤嘉崇, 藤井亮輔, 勅使川原篤志, 杉本恵子, 刑部

恵介, 石川浩章, 市野直浩, 大橋鉱二, 石井潤一, 鈴木康司 

２．発表標題 

 末梢血における Hypoxia-inducible factor 3A遺伝子の DNAメチル化率と内臓脂肪組織量及び皮下

脂肪組織量との関連 

３．学会等名 

 第 66 回日本臨床検査医学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、高澤 啓, 山本英一郎、新沼 猛、甲斐正広 1、時野隆至、仲瀬裕志、鈴木 拓 

２．発表標題 

 慢性胃炎および胃がんに関連する長鎖 non-coding RNAの同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、高澤 啓、山本英一郎、新沼 猛、甲斐正広、仲瀬裕志、時野隆至、鈴木 拓 

２．発表標題 

 慢性胃炎および胃がんに関連する長鎖 non-coding RNA結合タンパク質の探索 

３．学会等名 

 第４２回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志，丸山玲緒，新沼猛，山本英一郎，高澤啓，甲斐正広，時野隆至，仲瀬裕志，鈴木拓 

２．発表標題 

 慢性胃炎および胃がん関連長鎖 non-codingRNAの同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 120 回北海道癌談話会例会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 上村 浩一, 釜野 桜子, NGUYEN TIEN VAN, 有澤 孝吉 

２．発表標題 

 労働者における脂肪肝の簡易指標である Fatty Liver Index と慢性炎症や動脈スティフネスとの関

連: J-MICC Study 徳島地区調査より 

３．学会等名 

 第 63 回中国四国合同産業衛生学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上村 浩一, 釜野 桜子, NGUYEN TIEN VAN, 有澤 孝吉 

２．発表標題 

 労働者における脂肪肝の簡易指標である Fatty Liver Index と慢性炎症や動脈スティフネスとの関

連: J-MICC Study 徳島地区調査より, 

３．学会等名 

 第 63 回中国四国合同産業衛生学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 三上靖代、南 彰、大坪忠宗、紅林佑希、高橋忠伸、池田 潔、鈴木 隆 

２．発表標題 

 老化脳に蓄積する希少シアル酸分子種がアルツハイマー病に与える影響 

３．学会等名 

 第 38 回日本糖質学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Shiraishi, T., Sengoku, R., Sakashita, Y., Nishina, Y., Ishii, K., Kanemaru, K., Murayama, 

S. 

２．発表標題 

 18F-THK5351 PET findings in familial Creutzfeldt-Jakob disease with V180I mutation: a 

cliniclpathological study. 

３．学会等名 

 19th International Conference of Neuropathology 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 白石朋敬、仙石錬平、松原知康、石井賢二、金丸和富、村山繁雄 

２．発表標題 

 18F-THK5351 PETで錐体路に沿った集積を認めた膠芽腫の臨床病理学的考察． 

３．学会等名 

 第 59 回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 島ノ江 千里、原 めぐみ、西田 裕一郎、南里 妃名子、安方 惇、三好信行、山田陽介、桧垣靖樹、

田中 恵太郎 

２．発表標題 

 5年間の精神ストレスと CRPの関連は、対処行動や社会的支援の変化により異なる 

３．学会等名 

 第 88 回日本衛生会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Y. Kokubo, S. Morimoto, R. Sasaki, K Kanai, K Okamoto, T Kihira, S. Kuzuhara 

２．発表標題 

 A Clinical Manual of Amyotrophic lateral sclerosis (ALS) and Parkinsonism-dementia complex 

(PDC) of the Kii peninsula of Japan 

３．学会等名 

 第 59 回日本神経学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Seiko Hirono, Manabu kawai, Ken-ichi Okada, Motoki Miyazawa, Yuji Kitahata, Ryohei 

Kobayashi, Shinya,Hyami, Norihiko Suzaki, Masaki Ueno, Hiroki Yamaue 

２．発表標題 

 A high CEA level in the pancreatic juice associated with invasive intraductal papillary 

mucinous carcinoma 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yohko Nakamura, Haruo Mikami, Yohei Miyagi and Hiroki Nagase 

２．発表標題 

 A new early cancer detection biomarker using multivariate index of the serum macroelements 

and trace elements 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Iida M, Matsuno Y, Watanabe A, Maruyama M, Kameyama A, Yamakoshi K. 

２．発表標題 

 A sialo-oligosaccharides rich mucin-like molecule is specifically detected in the 

submandibular glands of aged mice. 

３．学会等名 

 第 41 回日本基礎老化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ito Y, Matsumura Y, Mezawa Y, Sulidan K, Wali N, Terao Y, Takeda S, Okumura K, Takeda K, 

Hino O, Orimo A. 

２．発表標題 

 Activation of Src signaling mediates carcinoma-associated fibroblast-promoted metastasis 

in human breast cancers. 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hosaka T, Yamashita T, Teramoto S, Hirose N, Tamaoka A, Kwak S 

２．発表標題 

 ADAR2-dependent A-to-I RNA editing in the extracellular linear and circular RNAs 

３．学会等名 

 5th RNA Metabolism in Neurobiological Disease Conference 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Hosaka T, Yamashita T, Teramoto S, Hirose N, Tamaoka A, Kwak S 

２．発表標題 

 ADAR2-mediated RNA editing of extracellular liner and circular RNAs: a potential biomarker 

of amyotrophic lateral sclerosis. 

３．学会等名 

 The 49th Annual Meeting The Society for Neuroscience 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Akamatsu M, Yamashita T, Teramoto S, Huang, Z, Niu L, Kwak S 

２．発表標題 

 AMPA receptor-specific RNA aptamers rescued ALS phenotype in conditional ADAR2 knockout 

mice 

３．学会等名 

 The 29th International Symposium on MND/ALS  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 
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 KAIST-KU シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 Massive single cell profiling of peripheral blood mononuclear cells from HTLV-

1-infected individuals. 

３．学会等名 

 HTLV-1 合同セミナ—   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐原 成彦,  田桑 弘之,  高堂 裕平,  漆畑 拓弥,  下條 雅文,  高橋 真奈美,  小野 麻

衣子,  木村 妙子,  関 千江,  前田 純,  季 斌,  冨田 裕,  張 明栄,  須原 哲也,  樋口 

真人 

２．発表標題 

 Microglia engulfment of tangle-bearing neurons in a living tauopathy model 

３．学会等名 

 Society for Neuroscience Annual meeting 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Yasuyo Mikami, Akira Minami, Kyota Yokoyama, Marina Yoshimura, Ami Ishii, Tadamune Otsubo, 

Kiyoshi Ikeda, Hiroaki Kanazawa and Takashi Suzuki 

２．発表標題 

 Minor sialic acid molecular species accumulate in the aging brain and promote aggregation 

of amyloid 

３．学会等名 

 The 23nd Sshizuoka forum on health and longevity  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yasuyo Mikami, Akira Minami, Kyota Yokoyama, Marina Yoshimura, Ami Ishii, Tadamune Otsubo, 

Kiyoshi Ikeda, Hiroaki Kanazawa and Takashi Suzuki 

２．発表標題 

 Minor sialic acid molecular species promote aggregation of amyloid in the brain 

３．学会等名 

 The 4th International Conference on Pharma-Food (ICPF 2018)  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 miR-223 発現抑制は皮膚創傷部位の感染予防に効果的である 

３．学会等名 

 第 8 回臨床ゲノム医療学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 土橋 洋、椙村 春彦、山田 茂樹、大井 章史. 

２．発表標題 

 mTOR により制御される trefoil factor-1と肺癌におけるその動態 

３．学会等名 

 第 107 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大野美紀子, 西 清人, 平岡 義範, 新妻 晋一郎, 西城 さやか, 坂本 二郎, 陳 博俊, 森田 雄介, 

松田 真太郎, 椋本 淑子, 清成 寛, 松浦 博, 北 徹, 木村 剛, 西 英一郎. 

２．発表標題 

 Nardilysin regulates cardiac dynamics and cardiac sympathetic innervation through 

modulating p75NTR shedding 

３．学会等名 

 神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐原 成彦, 前田 純, 南久松 武春、小野 麻衣子, 下條 雅文,  田桑 弘之,  高堂 裕平,   

木村 妙子,  季 斌,  須原 哲也,  樋口 真人 

２．発表標題 

 Neuroinflammatory process during pathogenesis of tauopathy in rTg4510 mice 

３．学会等名 

 Advances in Neurodegenerative Disease Research and Therapy, Keystone Symposia  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 松久幸司、齋藤敦、蔡龍杰、柳田寛太、大河内正康、工藤幸司、松本雅記、中山敬一、今泉和則 

２．発表標題 

 Neuronal functions of ER stress sensor BBF2H7-derived small peptide fragments in 

neurotoxicity and fibrilization of amyloid β 

３．学会等名 

 第 61 回日本神経化学会大会・第 40 回日本生物学的精神医学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kagari Mano, Tatsuo Mano, Atsushi Iwata, Shigeo Murayama, Tatsushi Toda 

２．発表標題 

 Neuron-specific histone modification analysis of Alzheimer's diseae brain 

３．学会等名 

 19th International Congress of Neuropathology  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kagari Mano, Tatsuo Mano, Atsushi Iwata, Shigeo Murayama, Tatsushi Toda 

２．発表標題 

 Neuron-specific histone modification analysis of sporadic Alzheimer’s disease 

３．学会等名 

 AAIC2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Yuta Murakami, Koichi Takahashi, Kyoka Hoshi, Hiromi Ito, Kiyoshi Saito, Masakazu Miyajima, 

Hajime Arai, Tatuo Mima, Yasuhiro Hashimoto 

２．発表標題 

 Novel CSF biomarkers for diagnosing Spontaneous intracranial hypotension: combination of 

lipocalin-type prostaglandin D synthase & brain-type transferrin 

３．学会等名 

 The 10th Meeting of the International Society for Hydrocephalus and Cerebrospinal Fluid Disorders 

(Hydrocephalus 2018)  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Seiko Hirono, Manabu kawai, Ken-ichi Okada, Motoki Miyazawa, Yuji Kitahata, Ryohei 

Kobayashi, Shinya,Hyami, Norihiko Suzaki, Masaki Ueno, Hiroki Yamaue 

２．発表標題 

 Optimal operative procedures and lymph node dissection for IPMN patients based on surgical 

outcomes 

３．学会等名 

 第 30 回日本肝胆膵外科学会、2018 年 6 月、横浜、パネルディスカッション   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Seiko Hirono,Manabu Kawai, Ken-ichi Okada, Motoki Miyazawa, Yuji Kitahata, Ryohei 

Kobayashi, Shinya Hayami, Norihiko Suzaki, Masaki Ueno, Hiroki Yamaue 

２．発表標題 

 Optimal surveillance after surgical resection for IPMN 

３．学会等名 

 IHPBA 2018.  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Yoko Kataoka, Yasuhiko Ohshio, Tomoyuki Igarashi, Koji Teramoto, Jun Hanaoka 

２．発表標題 

 OVEREXPRESSION OF GALECTIN-3 IN CANCER-ASSOCIATED FIBROBLASTS SERVES AS A PROGNOSTIC FACTOR 

IN INVASIVE PULMONARY ADENOCARCINOMA 

３．学会等名 

 26th Meeting of the European Society of Thoracic Surgeons  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 北川善康、傳田忠道、山口武人 

２．発表標題 

 PI ポリアミドを用いた高感度 ctDNA検出技術の開発と臨床応用の検討 

３．学会等名 

 JDDW 2018 第 26 回日本消化器関連学会週間   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 郭 伸 

２．発表標題 

 Possible application of gene therapy to sporadic neurological diseases - ALS as a prototype 

３．学会等名 

 第 24 回日本遺伝子細胞治療学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Okamura N, Harada R, Ishiki A, Furumoto S, Arai H, Yanai K, Kudo Y. 

２．発表標題 

 Potential application of 18F-THK5351 and its derivatives for PET imaging of astrogliosis 

in human brain. 

３．学会等名 

 The Alzheimer's Association International Conference (AAIC) 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Tago T, Toyohara J, Harada R, Furumoto S, Okamura N, Kudo Y, Takahashi-Fujigasaki J, 

Murayama S, Ishii K. 

２．発表標題 

 Preclinical evaluation of 18F-THK5351 off-target binding to melanin-containing cells. 

３．学会等名 

 12th Human Amyloid Imaging  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yingsong Lin, Masahiro Nakatochi, Hidemi Ito, Shogo Kikuchi, Keitaro Matsuo  , et al. 

２．発表標題 

 Prediction model for pancreatic cancer risk in the general Japanese population 

３．学会等名 

 The fifth AACR Special Conference on pancreatic cancer  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Nakatochi M, Lin Y, Ito H, Hara K, Kinoshita F, Kobayashi Y, Ishii H, Ozaka M, Sasaki T, 

Sasahira N, Morimoto M,  , Kikuchi S, Matsuo K. 

２．発表標題 

 Prediction model for pancreatic cancer risk in the general Japanese population. 

３．学会等名 

 The 5th American Association for Cancer Research Annual Meeting   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Shimizu Y, et al.  

２．発表標題 

 Predictors of Malignancy in BD-IPMN-Mural Nodules as a Predictive Factor in the 2012 and 

2017 Guideline Algorithms- 

３．学会等名 

 AOPA&KPBA&KPSC （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hasegawa M 

２．発表標題 

 Prion-like propagation of pathological tau in neurodegenerative diseases. 

３．学会等名 

 ICN2018 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Takeshi Nishiyama, Chaochen Wang, Asahi Hishida, Miki Watanabe, Hiroko Nakagawa, Sho 

Nakamura, Kayoko Katayama, Hiroto Narimatsu, Sadao Suzuki. 

２．発表標題 

 Profile of the GCOP Study: A genome cohort on psychosocial traits in a dimensional 

perspective. 

３．学会等名 

 ASHG2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大野聖子 

２．発表標題 

 QT 延長症候群の遺伝子解析と臨床への活用 

３．学会等名 

 日本人類遺伝学会第 63 回大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中野 和民、内丸 薫、渡邉 俊樹 

２．発表標題 

 Rediscovery of HTLV-1 Rex: Exploring functional aspects of Rex as the coordinator of viral 

replication and silencing 

３．学会等名 

 第 66 回日本ウイルス学会学術集会 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 寺田 達弘，小尾 智一，武内 智康，松平 敬史，荒木 保清，杉浦 明，山崎 公也，塚田 秀 夫，尾

内 康臣 

２．発表標題 

 Reduced mitochondrial activity in the living brain of early-stage Alzheimer's disease 

３．学会等名 

 第 59 回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Tomiyo Nakamura, Yasuyuki Nakamura, Yoshikuni Kita, and Hirotsugu Ueshima 

２．発表標題 

 Relationship between meat and fish intakes and dyslipidemia in a General Japanese 

Population: Results of Takashima Cohort Study   

３．学会等名 

 BIT’s 7th Annual World Congress of Food and Nutrition-2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Tomiyo Nakamura, Yasuyuki Nakamura, Yoshikuni Kita, and Hirotsugu Ueshima 

２．発表標題 

 Relationships among educational status and underweight, overweight and obesity in Japan’s 

population 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 濱野忠則、白藤法道、YenShu-hui、Kanaan Nicholas M、吉田裕孝、林 浩嗣、井川正道、山村 修、

栗山勝 

２．発表標題 

 Rho- ROCK 阻害薬によるタウ蛋白オリゴマー形成抑制機構の解明 

３．学会等名 

 第３７回日本認知学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Akamatsu M, Yamashita T, Teramoto S, Huang, Z, Niu L, Kwak S 

２．発表標題 

 RNA aptamer as a potential drug candidate for ALS – rescue of clinicopathologic ALS 

phenotype in model mice. 

３．学会等名 

 5th RNA Metabolism in Neurobiological Disease Conference 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Role of C/EBPα-miR-223-Interleukin-6 secretion pathway at Staphylococcus aureus-infected 

wound sites 

３．学会等名 

 第 41 回日本基礎老化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Okamura N, Harada R, Furumoto S, Arai H, Yanai K, Kudo Y. 

２．発表標題 

 Structure-binding relationship of quinoline derivatives on monoamine oxidase B. 

３．学会等名 

 The 12th Human Amyloid Imaging (HAI) meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 廣野誠子、川井学、岡田健、宮澤基樹、北畑裕司、小林良平、速水晋也、須崎紀彦、中森幹人、中村

公紀、尾島敏康、上野昌樹、山上裕機 

２．発表標題 

 surgical indication and optimal surgical procedure for IPMN 

３．学会等名 

 第 80 回日本臨床外科学会 東京、2018 年 11 月 国際シンポジウム  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Shimizu Y, et al. 

２．発表標題 

 SUrgical indication for BD-IPMN -Mural Nodule as a Predictive Factor in the 2012 &2017 

Guideline Algorithms- 

３．学会等名 

 日本膵臓学会 2018.6.29 国際シンポジウム  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Shimizu Y, et al. 

２．発表標題 

 Surgical indication for BD-IPMN -Mural Nodule in Algorithm of 2012&2017 International 

Consensus Guidelines- 

３．学会等名 

 IHPBA 2018. （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ohtsuka T,et al. 

２．発表標題 

 Surveillance of the remnant pancreas after partial pancreatectomy for IPMN; Kyushu 

University experience. 

３．学会等名 

 52nd Annual Meeting of the Pancreas Club  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Akamatsu M, Yamashita T, Teramoto S, Huang, Z, Niu L, Kwak S 

２．発表標題 

 Target therapy for ALS with RNA aptamers –rescue of ALS phenotype resulting from loss of 

motor neurons with TDP-43 pathology in ALS model mice. 

３．学会等名 

 The 49th Annual Meeting The Society for Neuroscience 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Targeting miR-223 in neutrophils enhances the clearance of S. aureus in infected wounds 

３．学会等名 

 東京理科大学トランスレーショナルリサーチセンター・ハワイ大学 合同シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Tatsuhiro Terada, Masamichi Yokokura, Tomokazu Obi, Tomoyasu Bunai, T. Matsudaira, Y. 

Araki, Hitoshi Shimada, Tetsuya Suhara , Makoto Higuchi , Yasuomi Ouchi 

２．発表標題 

 Tau deposition and microglial activation in the living brain of early-stage Alzheimer 

disease 

３．学会等名 

 The Seventeenth Conference of Peace through Mind/Brain Science  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 寺田達弘、小尾智一、横倉正倫、武内智康、島田斉、須原哲也、樋口真人、松平敬史、尾内康臣 

２．発表標題 

 Tau-induced neuroinflammation in early Alzheimer's disease 

３．学会等名 

 第 58 回日本核医学学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Tatsuo Mano, Atsushi Iwata, Takashi Nonaka, Airi Tarutani, Tadafumi Hashimoto, Masato 

Hasegawa, Takeshi Iwatsubo, Tatsushi Toda 

２．発表標題 

 Tau-related dysfunction of BRCA1 lead to reduced neuronal plasticity in Alzheimer's disease 

３．学会等名 

 AAIC2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Tatsuo Mano, Atsushi Iwata, Takashi Nonaka, Airi Tarutani, Tadafumi Hashimoto, Masato 

Hasegawa, Takeshi Iwatsubo, Tatsushi Toda 

２．発表標題 

 Tau-related dysfunction of BRCA1 lead to reduced neuronal plasticity in Alzheimer's disease 

３．学会等名 

 American Academy of Neurology 70th Annual Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Endo, R., Takashima, N., Nekooki-Machida, Y., Komi, Y., Hui, K.K., Takao, M., Akatsu, H., 

Murayama, S., Sawa, A., and Tanaka, M. 

２．発表標題 

 TDP-43 and DISC1 Co-Aggregation Disrupts Dendritic Local Translation and Mental Function 

in FTLD 

３．学会等名 

 第 18 回日本蛋白質科学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Motomasa Tanaka 

２．発表標題 

 TDP-43 and DISC1 Co-Aggregation Disrupts Dendritic Local Translation and Mental Function 

in FTLD  

３．学会等名 

 International Symposium on “Proteins; from the Cradle to the Grave” 

 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Motomasa Tanaka 

２．発表標題 

 TDP-43 and DISC1 Co-Aggregation Disrupts Dendritic Local Translation and Mental Function 

in 

FTLD 
３．学会等名 

 Post ICN Neuroscience Meeting （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hishida A, Fujii R, Nakatochi M, et al. 

２．発表標題 

 The association of PSCA gene and H.pylori-related gastric atrophy risk detected by GWAS 

and SKAT 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Nakashima M, Yamochi T, Watanabe M, Uchimaru K, Utsunomiya A, Higashihara M, Watanabe T, 

Horie R 

２．発表標題 

 The characteristics of CD30-positive HTLV-1 infected cells and the effects of brentuximab 

vedotin 

３．学会等名 

 第 80 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kazumi Nakano 

２．発表標題 

 The molecular basis of ATL leukemogenesis caused by infection of HTLV-1 oncovirus. 

３．学会等名 

 4th Workshop in Biosciences （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 勝屋弘雄、イスラム サイフル、宮里パオラ、タンベンジー・ジェック・ヤング、岩瀬早織、松尾美

沙希、佐藤知雄、野坂生郷、徳永雅仁、宇都宮與、山岸誠、内丸薫、渡邉俊樹、山野嘉久、佐藤賢文 

２．発表標題 

 The nature of HTLV-1 provirus in infected individuals analyzed by HTLV-1 DNA capture 

sequencing 

３．学会等名 

 第 5 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Takuto Kobayashi, Muhammad Baghdadi, Kozo Ishikawa, Nanumi Han, Haruka Wada, Ken-ichiro 

Seino. 

２．発表標題 

 The role of IL-34 in colorectal cancer. 

３．学会等名 

 The 45th Naito Conference on “Immunological and Molecular Bases for Cancer Immunotherapy”   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Naoki Hama, Muhammad Baghdadi, Kozo Ishikawa, Hiraku Endo, Haruka Wada, Ken-ichiro Seino. 

２．発表標題 

 The role of Interleukin-34 in ovarian cancer. 

３．学会等名 

 The 45th Naito Conference on “Immunological and Molecular Bases for Cancer Immunotherapy”   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hasegawa M 

２．発表標題 

 Transmission of αSynuclein. 

３．学会等名 

 16th International Symposium on Amyloidosis (ISA2018) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Makoto Nakashima、Mariko Watanabe、Kaoru Uchimaru、Ryouichi Horie. 

２．発表標題 

 Trogocytosis of ligand-receptor complex and its intracellular transport in CD30 signalling. 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 白石朋敬、坂下泰浩、仁科裕史、仙石錬平、石井賢二、徳丸阿耶、金丸和富、村山繁雄 

２．発表標題 

 V180I変異 Creutzfeldt-Jakob病の 86歳女性剖検例−18F THK5351 PET による検討． 

３．学会等名 

 第 224 回日本神経学会関東・甲信越地方会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Okada R, Naito M, Maruyama K, Tsukamoto M, Sasakabe T, Tamura T, Kawai S, Hishida A, Wakai 

K, J-MICC Study Group 

２．発表標題 

 Weight gain in adulthood and parental hypertension as the risk of hypertension: from the 

J-MICC Study 

３．学会等名 

 The 27th Scientific Meeting of the International Society of Hypertension  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 小山晃英 

２．発表標題 

 wet-lab 研究者が使いたくなるヒトゲノムデータ 

３．学会等名 

 ゲノムコホート研究における遺伝統計学 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hasegawa M 

２．発表標題 

 αSynuclein in Parkinson’s disease and related disorders. 

３．学会等名 

 WCP2018 KYOTO (18th World Congress of Basic and Clinical Pharmacology) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 可児美月, 野神さくら, 嶌 美幸, 川田久美子, 中野夏菜,  秋元 柊, 坂下友理, 遠藤 香, 栗木清

典 

２．発表標題 

 アヂポネクチン濃度、遺伝子多型と食事の関連についてのシステマティックレビュー 

３．学会等名 

 第 7 回日本栄養改善学会東海支部会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 三上春夫、木村修、永瀬浩喜、石坂裕子、中村洋子、山本浩史、安東敏彦、菊池信矢、山門 實 

２．発表標題 

 アミノインデックス®がんリスクスクリーニング（AICS®)の有用性〜複数施設（約 1万例）での検討

〜 

３．学会等名 

 第 59 回日本人間ドッグ学会学術大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 三上春夫、永瀬浩喜、山本浩史、中村洋子、山門實 

２．発表標題 

 アミノインデックスがんリスクスクリーニング（AICS)の有用性 〜複数施設（約 1万例）での検討

〜 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 アミロイドβの脳領域分布に着目した研究 

３．学会等名 

 第 18 回関西・中部認知症研究会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 間野 達雄 

２．発表標題 

 アルツハイマー病における DNA傷害の蓄積と神経細胞機能への影響 

３．学会等名 

 第 37 回 日本認知症学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 アルツハイマー病危険因子 APOEの長寿に対する効果 

３．学会等名 

 第 7 回 大阪大学神経難病フォーラム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山岸誠 

２．発表標題 

 ウイルスと宿主を標的としたクリニカルシーケンス技術の開発 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 賈 慧娟、野川 駿、高橋 祥子、斉藤 憲司、加藤 久典 

２．発表標題 

 エビ・カニアレルギーに関する日本人のゲノムワイド関連解析 

３．学会等名 

 第 72 回日本栄養・食糧学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 秋元 柊, 川田久美子, 中野夏菜, 坂下友理, 遠藤 香, 栗木清典 

２．発表標題 

 オーダメイド食事指導に向けた HDL-Cに関わる SNP のシステマティックレビュー 

３．学会等名 

 第 7 回日本栄養改善学会東海支部会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 永瀬浩喜 

２．発表標題 

 がん早期診断に向けたリキッドバイオプシーの取り組み 

３．学会等名 

 第 27 回日本婦人科がん検診学会総会・学術講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 越川直彦 

２．発表標題 

 がん抑制因子から促進因子に変換する EphA2プロセシングの解明 

３．学会等名 

 がん抑制因子から促進因子に変換する EphA2 プロセシングの解明 シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 森田えみ、山田尚登、角谷寛、若井建志、川合紗世、岡田理恵子、田村高志、内藤真理子 

２．発表標題 

 がん罹患歴と朝型夜型との関連 

３．学会等名 

 日本睡眠学会第 43 回定期学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 内丸薫 

２．発表標題 

 ゲノムシークエンス時代における 

成人 T 細胞白血病・リンパ腫の病態研究  

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大野聖子 

２．発表標題 

 ゲノム医療を活用した不整脈診療 

３．学会等名 

 第 66 回日本心臓病学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Lin Jason,平岡桐子,養田裕行,Sakthisri Krishnamurthy,篠崎喜脩,渡部隆義,高取敦志,越川信

子,Horton Paul,永瀬浩喜 

２．発表標題 

 ゲノム解析によるピロールイミダゾールポリアミドで生化学的機能および臨床的副作用の予測 

３．学会等名 

 第 27 回日本癌病態治療研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 栗山長門、尾崎悦子、稲葉雅章、山田真介、堀井基行、黒川正夫、松井大輔、小山晃英、米田勇太郎、

渡邊能行． 

２．発表標題 

 ヒト短時間睡眠における骨量低かリスク因子の検討 

３．学会等名 

 第 20 回日本骨粗鬆症学会．   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Lin Jason,平岡桐子,Sakthisri Krishnamurthy,井上貴博,養田裕行,篠崎喜脩,渡部隆義,高取敦志,

越川信子,永瀬浩喜 

２．発表標題 

 ピロールイミダゾールポリアミドによるがん治療の評価: Chem-seq 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hisanaga, S., Shiozawa, S., Kobayashi, R., , Murayama, S.,, Saito, T., Ando, K., Okano, 

H., Kimura, T.,  Sharma, G. 

２．発表標題 

 マーモセット脳におけるタウのアイソフォーム発現とリン酸化：アルツハイマー病霊長類モデルと

なりうるか 

３．学会等名 

 第６０回日本神経化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大嶋智葉、山影祐子、河野孝夫、斎藤貴志、西道隆臣、赤津裕康、松川則之、服部光治  

２．発表標題 

 リーリンシグナルがアルツハイマー病発症に与える影響 

３．学会等名 

 第 17 回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラム   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大嶋智葉、山影祐子、河野孝夫、斎藤貴志、西道隆臣、服部光治 

２．発表標題 

 リーリンシグナルがアルツハイマー病発症に与える影響 

３．学会等名 

 第９１回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 越川直彦 

２．発表標題 

 悪性がんのバイオマーカーとしてのラミニンγ2単鎖 

３．学会等名 

 第 27 回日本がん転移学会学術集会会長講演 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山岸誠 

２．発表標題 

 悪性リンパ腫における EZH1/EZH2依存的なエピゲノム異常と創薬 

３．学会等名 

 第 22 回日本がん分子標的治療学会学術集会、Anti-Cancer Trestment Japan 合同シンポジウム （招待講演） 

（国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 小井詰 史朗, 中村 圭靖, 吉原 光代, 竹中 克也, 宮城 悦子, 宮城 洋平 

２．発表標題 

 異所性 CD69発現は卵巣明細胞がん細胞の腹腔内生存に重要である(Ectopic synthesis of CD69 is 

important for intra-peritoneal survival of ovarian clear cell carcinoma cells) 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 長光玲央、栗山長門、小山晃英、松井大輔、尾崎悦子、渡邉功、岩井浩明、富田仁美、渡邊能行 

２．発表標題 

 胃がんリスク層別化検査（ABC分類）と動脈硬化度との関連の検討 

３．学会等名 

 第 77 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志，丸山玲緒，山本英一郎，新沼猛，甲斐正広，時野隆至，仲瀬裕志，鈴木拓 

２．発表標題 

 胃がん発生に関与する長鎖 non-coding RNAの同定 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 尾崎悦子、栗山長門、山田真介、松井大輔、小山晃英、渡邉功、今西康雄、稲葉雅章、渡邊能行 

２．発表標題 

 一般健常人の骨測定・骨マーカーの 5年追跡結果 

３．学会等名 

 第 20 回日本骨粗鬆症学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 前田圭介、山田宏哉、藤井亮輔、坪井良樹、萩原千晴、橋本修二、浜島信之、鈴木康司 

２．発表標題 

 一般住民における野菜・果物類摂取頻度と白血球中 TXNIP遺伝子の DNAメチル化率との関連 

３．学会等名 

 第 77 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 萩原 千晴、山田宏哉、藤井亮輔、近藤真理、前田圭介、橋本修二、浜島信之、鈴木康司 

２．発表標題 

 一般住民を対象とした BDNF遺伝子 DNAメチル化率と認知機能との関連 

３．学会等名 

 第 77 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 鈴木康司、山田宏哉、藤井亮輔、坪井良樹、前田圭介、萩原 千晴、橋本修二、浜島信之 

２．発表標題 

 一般住民を対象としたビタミン E摂取量と ABCA1 遺伝子 DNA メチル化率との関連 

３．学会等名 

 第 77 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 尾崎悦子、栗山長門、松井大輔、小山晃英、渡邉功、長光玲央、富田仁美、渡邊能行 

２．発表標題 

 一般成人健常者におけるロコモ度テスト判定と筋力測定結果について 

３．学会等名 

 第 77 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 折茂 彰 

２．発表標題 

 炎症と発癌 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 藤岡 美穂, 上村 浩一, 釜野 桜子, 岩崎 夕貴, 有澤 孝吉 

２．発表標題 

 炎症関連遺伝子とメタボリックシンドロームの関連性の検討 

３．学会等名 

 第 63 回四国公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 黄色ブドウ球菌感染創における C/EBPα-miR-223-IL6 分泌経路の機能解析 

３．学会等名 

 第 107 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 松原知康, 中地亮, 諏訪園秀吾, 熱海恵理子, 渡嘉敷崇, 城戸美和子, 瓦井俊孝, 和泉唯信, 梶龍

兒, 吉田眞理, 村山繁雄 

２．発表標題 

 沖縄型神経原性筋萎縮症(HMSN-P)の一剖検例 

３．学会等名 

 第 118 回関東臨床神経病理懇話会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 村山繁雄、○諏訪園秀吾、熱海恵理子、中地亮、藤原善寿，藤暗なつみ、城戸美和子、渡嘉敷崇、松

原知康、和泉唯信、齊藤祐子 

２．発表標題 

 沖縄型神経原性筋萎縮性側索硬化症 4例の 臨床神経病理学的検討 

３．学会等名 

 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業)神経変性疾患領域における 

基盤的調査研究班平成 30 年度班会議   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 高野 淳，住本秀敏，寺本晃治，醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 化学療法レジメン管理の後方視研究 

３．学会等名 

 第 115 回日本内科学会講演会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 臼杵里恵，村木功，山岸良匡，玉腰暁子，磯博康 

２．発表標題 

 海藻の摂取頻度と循環器疾患死亡リスクとの関連：JACC研究 

３．学会等名 

 第 54 回日本循環器病予防学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 清野研一郎. 

２．発表標題 

 癌の悪性か・難治化に関与する新規因子 IL-34に関する研究. 

３．学会等名 

 第 46 回日本臨床免疫学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 目澤 義弘、樋野 興夫、折茂 彰 

２．発表標題 

 癌関連線維芽細胞が示す癌促進能と筋線維芽細胞様の特性を維持するエピゲノム変化の探索 

３．学会等名 

 第 27 回日本癌病態治療研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 折茂 彰 

２．発表標題 

 癌内線維芽細胞と癌悪性化 

３．学会等名 

 第 836 回千葉県がんセンター研究所集談会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 折茂 彰 

２．発表標題 

 癌内線維芽細胞と上皮間葉移行の可塑性 

３．学会等名 

 第 16 回がんとハイポキシア研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 折茂彰 

２．発表標題 

 癌内線維芽細胞の癌悪性化機構の解明および治療標的としての展望 

３．学会等名 

 公益財団法人微生物化学研究会セミナー   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 三上 靖代, 南 彰, 横山 喬太, 吉村 満里菜, 石井 亜実, 大坪 忠宗, 池田 潔, 鈴木 隆 

２．発表標題 

 希少シアル酸分子種は老化脳に蓄積しアミロイドの凝集を促進する 

３．学会等名 

 糖鎖科学名古屋拠点 第 15 回『若手の力』フォーラム   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 島ノ江 千里、原 めぐみ、西田 裕一郎、南里 妃名子、安方 惇、山田陽介、桧垣靖樹、田中 恵太郎 

２．発表標題 

 教育歴と精神ストレスおよび抑うつとの関連について：J-MICC study SAGA 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 栗山長門, 猪原匡史, 山田恵, 田邑愛子, 水野敏樹 

２．発表標題 

 血管性認知症診断における α-Klotho測定は有用である-頭部 MRIによる調査研究- 

３．学会等名 

 第 43 回日本脳卒中学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 尾崎悦子 

２．発表標題 

 血清 25ヒドロキシビタミン D欠乏と食生活・食品摂取頻度との検討 

３．学会等名 

 第 65 回日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 秋元 柊, 遠藤 香, 後藤千穂, 栗木清典 

２．発表標題 

 血清 HDL-C濃度と生活習慣および遺伝子要因の関連に対する季節の影響：J-MICC Sakura Diet Study 

３．学会等名 

 第 65 回日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 三上春夫、宮城洋平、中村洋子、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 血清中の元素含有量を用いた新たながんスクリーニング法の開発に関する研究 

３．学会等名 

 第 56 回日本癌治療学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中村洋子, 三上春夫、宮城洋平、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 血清中の元素含有量を用いた新たながんスクリーニング法の開発に関する研究 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 中村洋子、三上春夫、宮城洋平、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 血清中の元素含有量を用いた新たながんスクリーニング法開発に関する研究 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 三上春夫、岡本直幸、宮城 洋平、中村洋子、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 血清中の元素含有量を用いた新たながんスクリーニング法開発に関する研究 〜メタロバランス〜 

３．学会等名 

 第 27 回 日本癌病態治療研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 藤井亮輔, 近藤高明, 菱田朝陽, 大西丈二, 内藤真理子, 浜島信之, 若井建志 

２．発表標題 

 血清尿酸値の変化率と慢性腎臓病の新規発症：J-MICC Study大幸地区 

３．学会等名 

 第 77 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 北川善康、奥村和弘、鈴木拓人、渡部隆義、早田浩明、傳田忠道、永瀬浩喜、山口武人 

２．発表標題 

 血中微量二本鎖核酸分子を標的とした PIポリアミドを用いたがん遺伝子変異同定法の開発と臨床応

用の検討 

３．学会等名 

 第 27 回日本癌病態治療研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 田邊直仁、百都健、丹野高三、原田亜紀子、木下裕貴、伊藤俊貴、大橋靖雄、上島弘嗣 

２．発表標題 

 健診成績から要介護リスクを予測する 

リスクスコア計算システムの構築 

３．学会等名 

 第 77 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 相良康子、中村仁美、倉光球、相良康弘、松永克希、平山秀明、島村益弘、岩永正子、大隈和、浜口

功、入田和男 

２．発表標題 

 献血者から見出された抗体陰性 HTLV-1キャリア 

３．学会等名 

 第 5 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 川田久美子, 中野夏菜, 秋元 柊, 遠藤 香, 栗木清典 

２．発表標題 

 現在の BMIおよび 20歳からの BMIの増加と簡略更年期指数との関連：J-MICC Study静岡・桜ヶ丘地

区 

３．学会等名 

 第 65 回日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 好中球由来 miR-223 の発現抑制は皮膚感染創における黄色ブドウ球菌排除を促進する 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 栗山長門，尾崎悦子，猪原匡史，小山晃英，松井大輔，武下和久子，渡邉功，岩井浩明，水野敏樹，

武田和夫，山田惠，渡邊能行 

２．発表標題 

 高齢者の血管性認知症診断における α-klothoの有用性 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 郭 家伶、豊田めぐみ、中矢正、道川誠、鈴木利治 

２．発表標題 

 細胞内アダプター分子 X11Lを介した ApoE4による細胞内情報伝達機構の解明 

３．学会等名 

 第 37 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 篠壁多恵 内藤真理子 丸山健太 門松由佳 塚本峰子 田村高志 岡田理恵子 川合紗世 菱田

朝陽 若井建志 

２．発表標題 

 脂質異常症と脂肪酸・炭水化物摂取の関連の KCNJ11遺伝子多型による修飾：縦断研究による検討 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 斎藤益満、山内俊輔、佐々木大介、長谷川寛雄 

２．発表標題 

 次世代 HTLV-1クロナリティ解析法の開発とその応用に向けて 

３．学会等名 

 第 5 回日本 HTLV-1 学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 次世代シークエンスを活用したレトロウイルス研究 

３．学会等名 

 第 15 回 ウイルス学キャンプ （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 瀬藤光利 

２．発表標題 

 質量顕微鏡で見えてくるブレインサイエンス 

３．学会等名 

 鹿児島ブレインサイエンスカンファレンス 

 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 川合紗世, 内藤真理子, 丸山健太, 門松由佳, 塚本峰子, 篠壁多恵, 田村高志, 岡田理恵子, 菱田

朝陽, 若井建志 

２．発表標題 

 手指の長さの比（第 2指：第 4指）と閉経の関連 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 越川直彦 

２．発表標題 

 受容体チロシンキナーゼのプロセシング断片によるがん悪性化進展制御の解明とその特異抗体の医

療応用 

３．学会等名 

 受容体チロシンキナーゼのプロセシング断片によるがん悪性化進展制御の解明とその特異抗体の医療応用 

（招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 遠藤 香, 栗木清典 for Shizuoka-SakuragaokaJ-MICC Study group. 

２．発表標題 

 就業状況と仕事ストレスの生活習慣への交互作用：J-MICC Study 静岡・桜ヶ丘地区 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 遠藤香、栗木清典 

２．発表標題 

 就業状況と仕事による精神ストレスの生活習慣への交互作用：J-MICC Study 静岡・桜ヶ丘地区 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 門松由佳, 内藤真理子, 丸山健太, 塚本峰子, 篠壁多恵, 川合紗世, 岡田理恵子, 田村高志, 菱田

朝陽, 若井建志 

２．発表標題 

 住民健診受診者における新規高血圧発症のリスク：J-MICC Study静岡・大幸地区 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 桑原和代、杉山大典、平田あや、鈴木賢二、岡村智教. 

２．発表標題 

 職域健診受診者における喫煙の動脈硬化性疾患発症リスクに関する検討：Cardio-Ankle Vascular 

Index (CAVI)． 

３．学会等名 

 第 50 回日本動脈硬化学会総会・学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 村上友太、高橋浩一、星 京香、伊藤浩美、齋藤 清、山口芳樹、宮嶋雅一、新井 一、美馬達夫、

橋本康弘 

２．発表標題 

 新しい髄液代謝マーカー：髄液過剰による認知症及び髄液漏出症の診断 

３．学会等名 

 BIO tech 2018   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 村上友太、高橋浩一、星 京香、伊藤浩美、齋藤 清、山口芳樹、宮嶋雅一、新井 一、美馬達夫、橋

本康弘 

２．発表標題 

 新しい脳脊髄液代謝マーカーによる脳脊髄液漏出症の診断 

３．学会等名 

 BIO Japan 2018   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 長嶋洋治 

２．発表標題 

 腎腫瘍の病理 2018 腎細胞癌 4 大組織型といつかは出遭う稀少組織型-免疫染色だけでどこまでい

けるか- 
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 第 79 回日本病理学会関東支部会学術集会 （招待講演）  
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１．発表者名 

 村上友太、高橋浩一、星 京香、伊藤浩美、宮嶋雅一、新井 一、美馬達夫、本多たかし、齋藤 清、

橋本康弘 
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 髄液産生マーカーとしてのトランスフェリン 

３．学会等名 

 京都髄液フォーラム 2018   

４．発表年 
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 村上友太、高橋浩一、星 京香、伊藤浩美、不破尚志、菅野真由美、山口芳樹、宮嶋雅一、新井 一、

美馬達夫、本多たかし、齋藤 清、橋本康弘 

２．発表標題 

 髄液代謝異常症とトランスフェリン糖鎖異性体 

３．学会等名 

 第 37 回日本糖質学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 村上友太、星 京香、伊藤浩美、不破尚志、安部英理子、齋藤 清、宮嶋雅一、新井 一、光藤 尚、荒

木信夫、高橋浩一、美馬達夫、橋本康弘 

２．発表標題 

 髄液糖鎖マーカーとしての脳型トランスフェリン 

３．学会等名 

 第 12 回東北糖鎖研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 内丸薫 

２．発表標題 

 成人 T細胞性白血病・リンパ腫診療の現状と今後〜HTLV-1キャリアから ATL 治療まで〜 

３．学会等名 

 第 5 回日本 HTLV-2 学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 山岸誠 

２．発表標題 

 成人 T細胞白血病における遺伝子発現制御の異常 

３．学会等名 

 第 34 回高峰カンファレンス （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 國井泰人 

２．発表標題 

 精神科臨床と死後脳とを結ぶ研究とは 

３．学会等名 

 第 114 回日本精神神経学会総会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 國井泰人 

２．発表標題 

 精神疾患死後脳研究：ジェネティックニューロパソロジー及びリソース利用の有用性 

３．学会等名 

 第 40 回 日本生物学的精神医学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 國井泰人、日野瑞城、松本純弥、長岡敦子、丹羽真一、矢部博興 

２．発表標題 

 精神疾患死後脳研究の最前線 

３．学会等名 

 第 13 回日本統合失調症学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 國井泰人 

２．発表標題 

 精神疾患死後脳研究の実際 

３．学会等名 

 第 40 回 日本生物学的精神医学会 （招待講演）  
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１．発表者名 

 森田えみ、川合紗世、内藤真理子 

２．発表標題 

 静岡県の中高年における森林散策頻度の変化：2006〜2007年とその 5年後の比較 

３．学会等名 

 第 129 回日本森林学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 寺田達弘、小尾智一、横倉正倫、武内智康、島田斉、須原哲也、樋口真人、松平敬史、尾内康臣 

２．発表標題 

 早期アルツハイマー病におけるタウ病変の進展は活性化ミクログリアを誘導する 

３．学会等名 

 第 37 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 祖父江顕、遠藤史人、小峯起、村山繁雄、山中宏二 

２．発表標題 

 早期アルツハイマー病理を呈する患者脳における神経炎症関連遺伝子発現解析 

３．学会等名 

 第３７回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山口 茂夫、高橋 信、石田 孝宣、角川 陽一郎、野水 整、大内 憲明、加藤 俊介、石岡 千

加史 

２．発表標題 

 早期乳がん予後予測バイオマーカーTP53 signature の簡易測定法の開発と分子生物学的意義 

３．学会等名 

 第 26 回日本乳癌学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大野美紀子 松浦博 西清人 岩崎広高 松田真太郎 西英一郎 

２．発表標題 

 多機能プロテアーゼによる心拍数制御機構 

３．学会等名 

 日本循環薬理学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 単一細胞分析データマイニングによる HTLV-1持続潜伏感染機構の解明 

３．学会等名 

 平成 29 年度 HTLV-1 関連疾患研究領域研究班合同発表会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 和氣宗,  田中佐智子,  DODGE Hiroko,  喜多義邦,  高嶋直敬,  武地一,  早川岳人,  三浦克之,  

上島弘嗣 

２．発表標題 

 地域一般住民高齢者を対象とした腹囲と領域別認知機能との関連：高島研究 

３．学会等名 

 第 54 回日本循環器病予防学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 遠藤 香, 栗木清典, for Shizuoka-Sakuragaoka J-MICC Study Group 

２．発表標題 

 地域在宅高齢者の認知機能と血清葉酸濃度の関連：J-MICC Study静岡・桜ヶ丘地区 

３．学会等名 

 第 65 回日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 岡澤 裕、水越 幸輔、小山 侑、大久保 捷奇、Kaidiliavi Sulidan、伊藤 恭彦、小見山 博光、小島 

豊、五藤 倫敏、垣生 園子、樋野 興夫、折茂 彰、坂本 一博 

２．発表標題 

 中間型上皮間葉移行による患者大腸癌細胞クラスターの転移への寄与 

３．学会等名 

 第 29 回 日本消化器癌発生学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 竹中 克也, 小森 由香子, 中村 圭靖, 小井詰 史朗, 宮城 洋平 

２．発表標題 

 低酸素で発現誘導される ATP-grasp スーパーファミリー酵素(Expression of an ATP-grasp 

superfamily enzyme under hypoxia) 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 森田えみ、 若井建志、川合紗世、岡田理恵子、田村高志、篠壁多恵、内藤真理子 

２．発表標題 

 都市住民における緑地環境へのふれあいとメンタルヘルスとの関連：J-MICC Study 大幸研究 

３．学会等名 

 第 59 回 日本心身医学会総会ならびに学術講演会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 長岡敦子、國井泰人、日野瑞城、松本純弥、丹羽真一、竹島明、那波宏之、柿田明美、矢部博興 

２．発表標題 

 統合失調症死後脳における ALDH4A1についてのジェネティックニューロパソロジー, 

３．学会等名 

 第 40 回 日本生物学的精神医学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 和田明、國井泰人、日野瑞城、松本純弥、長岡敦子、丹羽真一、竹島明、高橋均、那波宏之、柿田明

美、笠井清登、矢部博興 

２．発表標題 

 統合失調症脳における慢性炎症関連分子のジェネティックニューロパソロジー 

３．学会等名 

 第 13 回日本統合失調症学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 栗木清典、遠藤香、後藤千穂. 

２．発表標題 

 内臓脂肪面積と BMIに対する緑茶フラボノイド摂取量の関連における季節変動：J-MICC Sakura Diet 

Study 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 西田裕一郎、原めぐみ、桧垣靖樹、田口尚人、島ノ江千里、南里妃名子、中村和代、今泉猛、坂本龍

彦、安方惇、三好伸幸、山田陽介、堀田美加子、東元健、副島英伸、新地浩一、田中恵太郎 

２．発表標題 

 日常身体活動と PYCARD遺伝子メチル化の縦断的関連 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 坂下友理, 秋元 柊, 川田久美子, 中野夏菜, 後藤千穂, 遠藤 香, 栗木清典 

２．発表標題 

 日本人の肥満に対する食物繊維摂取と腸内細菌叢組成の関連：横断研究 

３．学会等名 

 第 7 回日本栄養改善学会東海支部会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 下敷領一平, 指宿りえ, 西本大策, 内藤真理子, 若井建志, 嶽崎俊郎, J-MICC Srudy Group 

２．発表標題 

 日本人一般集団における飲酒量と検診結果の関連に関する横断的研究：J-MICC 研究より 

３．学会等名 

 第 77 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 丸山健太, 川合紗世, 内藤真理子, 門松由佳, 塚本峰子, 篠壁多恵, 田村高志, 菱田朝陽, 若井建

志 

２．発表標題 

 日本人集団における全がん罹患と GGT1遺伝子多型（rs4820599）および血中γ-GTP 濃度との関連 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 原めぐみ、八谷剛史、西田裕一郎、島ノ江千里、清水厚志、田中恵太郎 

２．発表標題 

 日本人成人の余暇時間の運動に関する GWAS 研究：J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 上村浩一、釜野桜子、藤岡美穂、岩崎夕貴、有澤孝吉 

２．発表標題 

 日本人男性における大豆食品や大豆イソフラボンの摂取状況と動脈スティフネスとの関連 

３．学会等名 

 第 88 回日本衛生学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 上村浩一、釜野桜子、Bahari Tirani、藤岡美穂、岩崎夕貴、有澤孝吉 

２．発表標題 

 日本人男性における大豆食品摂取と動脈スティフネスとの関連：J-MICC Study 徳島地区調査 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 折茂 彰、伊藤 恭彦、目澤 義弘、Kaidiliavi Sulidan、Nadila Wali、竹田 省、奥村 康、竹田 和

由、樋野 興夫、浜田 道昭、松村 優子 

２．発表標題 

 乳癌内線維芽細胞と癌浸潤・転移 

３．学会等名 

 第 27 回日本癌病態治療研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 三上 靖代, 南 彰, 石井 亜実, 横山 喬太, 大坪 忠宗, 池田 潔, 鈴木 隆 

２．発表標題 

 認知症関連ガングリオシドの代謝に及ぼす希少シアル酸分子種の影響 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 村上友太、齋藤 清、星 京香、橋本康弘、宮嶋雅一、新井 一、高橋浩一、美馬達夫 

２．発表標題 

 脳脊髄液減少症と脳型トランスフェリン 

３．学会等名 

 第 17 回日本脳脊髄液圧減少症研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 村上友太、星 京香、伊藤浩美、齋藤 清、宮嶋雅一、新井 一、高橋浩一、美馬達夫、光藤 尚、荒木

信夫、橋本康弘 

２．発表標題 

 脳脊髄液減少症における髄液バイオマーカー 

３．学会等名 

 第 71 回日本自律神経学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 笠井淳司、勢力薫、丹生光咲、橋本均 

２．発表標題 

 脳全体を高速・高精細にみる全脳イメージングシステム FAST 

３．学会等名 

 第 43 回レーザー顕微鏡研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 脳領域間の違いに着目したアルツハイマー病研究 

３．学会等名 

 第 25 回メイヨーニューロサイエンスフォーラム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 片岡 瑛子、大塩 恭彦、林 一喜、岡本 圭伍、賀来 良輔、五十嵐 知之、寺本 晃治、花岡 淳 

２．発表標題 

 肺がんの低酸素応答における浸潤のメカニズム 

３．学会等名 

 第 35 回日本呼吸器外科学会総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 田中 ひかり、近藤 和、陳 西貴 、本間 秀典、田川 一彦、Aurelian Kerever、青木 茂樹、斉藤 貴

志、西道 隆臣、村松 慎一、藤田 慶大、岡澤 均 

２．発表標題 

 発達障害原因遺伝子 PQBP1はアルツハイマー病態を制御する 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 下敷領一平、指宿りえ、Yora Nindita、嶋谷圭一、桑原和代、中畑典子、前之原茂穂、嶽崎俊郎 

２．発表標題 

 肥満及び糖代謝異常に対する間食習慣と宿主要因の相互作用に関する研究 

３．学会等名 

 第 28 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 野神さくら, 嶌 美幸, 可児美月, 中野夏菜, 川田久美子, 秋元 柊, 坂下友理, 遠藤 香, 栗木清

典 

２．発表標題 

 肥満予防のための腸内細菌叢とたんぱく質摂取に関するシステマティックレビュー 

３．学会等名 

 第 7 回日本栄養改善学会東海支部会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 指宿りえ、下敷領一平、西本大策、嶽﨑俊郎 

２．発表標題 

 非アルコール性脂肪性肝疾患の経時的変化の男女差に関するコーホート研究 

３．学会等名 

 第 77 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 寺本晃治、五十嵐知之、住本秀敏、醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 非小細胞肺がんにおけるがん関連線維芽細胞の PD-L1発現 

３．学会等名 

 第 16 回日本臨床腫瘍学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 寺本晃治、五十嵐知之、住本秀敏、醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 非小細胞肺がんにおけるがん関連線維芽細胞の PD-L1発現制御 

３．学会等名 

 日本人類遺伝学会 第 63 回大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 寺本晃治、五十嵐知之、住本秀敏、醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 非小細胞肺がんにおける血中可溶性 PD-L1 の継時的変動について 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大野聖子、和田悠子、堀江稔 

２．発表標題 

 不整脈原性右室心筋症に特異的な遺伝子変異の病原性を考える 

３．学会等名 

 第 4 回日本心筋症研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大塚隆生 

２．発表標題 

 分岐型 IPMNの治療：手術 VS経過観察・SpyGlassDS術式決定 

３．学会等名 

 第 49 回日本膵臓学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志，丸山玲緒，山本英一郎，新沼猛，甲斐正広，佐々木泰史，時野隆至，仲瀬裕志，鈴木拓 

２．発表標題 

 慢性胃炎および胃がんに関連する長鎖 non-coding RNAの同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 北嶋洋志、丸山玲緒、山本英一郎、新沼 猛、甲斐正広、高澤 啓、時野隆至、仲瀬裕志、鈴木 拓 

２．発表標題 

 慢性胃炎および胃がん関連長鎖 non-coding RNAの同定と機能解析 

３．学会等名 

 第４１回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 村上友太、星 京香、伊藤浩美、不破尚志、菅野真由美、本多たかし、黒田直人、齋藤 清、中島 円、

宮嶋雅一、新井 一、橋本康弘 

２．発表標題 

 脈絡叢組織に対するレクチン染色を用いた形態学的検討 

３．学会等名 

 第 19 回日本正常圧水頭症学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 岡澤 均 

２．発表標題 

 網羅的分子ネットワーク解析が紐解く新たな神経変性病態と治療応用 

３．学会等名 

 第 55 回日本臨床分子医学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 嶌 美幸, 可児美月, 野神さくら, 川田久美子, 中野夏菜,  秋元 柊, 坂下友理, 遠藤 香, 栗木清

典 

２．発表標題 

 緑茶摂取による血糖降下作用に関するシステマティックレビュー 

３．学会等名 

 第 7 回日本栄養改善学会東海支部会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 横山 喬太, 南 彰, 三上 靖代, 吉村 満里菜, 海野けい子, 大坪 忠宗, 池田 潔, 鈴木 隆 

２．発表標題 

 老化脳に蓄積する希少糖分子がアミロイド β蓄積に及ぼす影響の解明 

３．学会等名 

 日本病院薬剤師会東海ブロック・日本薬学会東海支部 合同学術大会 2018   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 横山 喬太, 南 彰, 三上 靖代, 吉村 満里菜, 海野けい子, 大坪 忠宗, 池田 潔, 鈴木 隆 

２．発表標題 

 老化脳に蓄積する希少糖分子が認知症に及ぼす影響の解明 

３．学会等名 

 糖鎖科学名古屋拠点 第 15 回『若手の力』フォーラム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 廣野誠子、川井学、岡田健、宮澤基樹、北畑裕司、小林良平、上野昌樹、速水晋也、須崎紀彦、中森

幹人、中村公紀、尾島敏康、柳澤昭夫、山上裕機 

２．発表標題 

 膵管内乳頭粘液性腫瘍(IPMN)における外科的切除の至適タイミングについての検討 

３．学会等名 

 JDDW 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 多胡哲郎、豊原潤、原田龍一、古本祥三、岡村信行、工藤幸司、藤ヶ崎純子、村山繁雄、石井賢二 

２．発表標題 

 18F-THK5351のメラニン含有細胞結合性評価と構造活性相関研究． 

３．学会等名 

 第 17 回放射性医薬品・画像診断薬研究会 第 1 回日本核医学会分科会放射性薬品化学研究会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 鈴木和香子, 烏 仁, 遠藤 香, 栗木清典. 

２．発表標題 

 20 歳から現在の体重増加による肥満に対する家庭環境の影響 ：J-MICC Study 静岡・桜ケ丘地区 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuta Murakami, Koichi Takahashi, Kyoka Hoshi, Hiromi Ito, Mayumi Kanno, Kiyoshi Saito, 

Kenneth Nollet, Yoshiki Yamaguchi, Tatsuo Mima and Yasuhiro Hashimoto: 

２．発表標題 

 A CSF biomarker for diagnosing spontaneous intracranial hypotension 

３．学会等名 

 The 9th Meeting of the Internaional Society for Hydrocephalus and Cerebrospinal Fluid Disorders 

(Hydrocephalus 2017)  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroko Nakagawa, Hidemi Ito, Isao Oze, Keitaro Matsuo, Study Group J-MICC. 

２．発表標題 

 A genome-wide association study in the Japanese population identifies 12q24.12-13 locus 

for habitual coffee consumption. 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Straniero L, Guella I, Rimoldi V, Parkkinen L, Young A, Asselta R, Follett J, Soldà G, 

Saba E, Sossi V, Stoessl J, Nishioka K, Hattori N, Rajput A, Cilia R, Goldwurm S, Farrer M, 

Pezzoli G, Rajput A,  Duga S. 

２．発表標題 

 A member of the HSP40/DNAJ family is a novel gene for early-onset parkinsonism, Poster 

1058, 

３．学会等名 

 International Congress of Parkinson's Disease and Movement Disorders,  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Motomasa Tanaka 

２．発表標題 

 Abnormal local translation in dendrites impairs cognitive functions in neuropsychiatric 

disorders 

３．学会等名 

 The 12th Uehara international symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 三澤日出巳. 

２．発表標題 

 ALS における運動ニューロン・サブタイプの選択的脆弱性の解析. 

３．学会等名 

 第 61 回日本薬学会関東支部大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 M.Mimuro，Y.Kokubo，R.Sasaki，S.Morimoto，S.Murayama， Y.Iwasaki，M.Yoshida，S.Kuzuhara 

２．発表標題 

 Amyotrophic lateral sclerosis and parkinsonism-dementia complex that related to the focal 

area in Kii peninsula 

３．学会等名 

 93rd Annual Meeting of the American Association of Neuropathologists  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kagari Koshi-Mano, Tatsuo Mano, Atsushi Iwata 

２．発表標題 

 Analysis of Neuron-specific histone modifications. 

３．学会等名 

 23th World Congress of Neurology  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yohko Nakamura, Yasutoshi Tatsumi, Kazuhiro Okumura, Atsushi Takatori, Yoshiaki Maru, Sana 

Yokoi, Miki Ohira, Yoshihiro Nabeya, Satoshi Fukasawa, Jin Katayama, Haruo, Mikami, Hiroki 

Nagase 
２．発表標題 

 Analysis of non-synonymous genetic variations associated with cancer risk by a prospective 

cohort study 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Goto C, Endoh K, Kuriki K. 

２．発表標題 

 Association between four season's average of urinary sodium execration in 24-hours and 

salty foods in a food frequency questionnaire: the J-MICC Sakura Diet Study. 

３．学会等名 

 The 21st International Epidemiological Association (IEA) World Congress of Epidemiology (WCE 2017)  

（国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuichiro Nishida, Yasuki Higaki, Naoto Taguchi, Megumi Hara, Hidenobu Soejima,  Keitaro 

Tanaka, et al. 

２．発表標題 

 Association between objectively measured physical activity and methylation of PYCARD gene 

in the Japanese general population 

３．学会等名 

 The 21st International Epidemiological Association (IEA) World Congress of Epidemiology  （国際学

会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kouya Shiraishi, Yukinori Okada, Michiaki Kubo, Takashi Kohno1, et al. 

２．発表標題 

 Association of variations in HLA class II and other loci with susceptibility to EGFR-

mutated lung adenocarcinoma. 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Shiraishi K, ..., Daigo Y, ..., Kohno T. 

２．発表標題 

 Association of variations in HLA-class II and other loci with susceptibility to EGFR-

mutated lung adenocarcinoma 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Suzuki W, Wu Ren, Endoh K, Kuriki K, Shizuoka-Sakuragaoka J-MICC Study Group. 

２．発表標題 

 Associations between body weight gain from 20 years old and family factors:the Shizuoka-

Sakuragaoka J-MICC Study. 

３．学会等名 

 The 21st International Epidemiological Association (IEA) World Congress of Epidemiology (WCE 2017)  

（国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中野 和民、野田 奈津美、渡邉 俊樹、内丸 薫 

２．発表標題 

 ATL 細胞の組織特異的遊走メカニズムの探索 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Tsunemi T, Wado A, Hattori N, Krainc D. 

２．発表標題 

 ATP13A2/PARK9 regulates intracellular A Synuclein levels through exocytotic pathways 

３．学会等名 

 XXIII World Congress of Neurology (WCN2017)   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamakoshi K, Iida M, Kimura H, Kameyama A, Maruyama M. 

２．発表標題 

 Bmi-1 controls cancer cell motility and invasion through the glycosyltransferase C2GnT2 

３．学会等名 

 第 40 回日本基礎老化学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamakoshi K, Iida M, Kimura H, Kameyama A, Maruyama M. 

２．発表標題 

 Bmi-1 controls cancer cell motility and invasion through the glycosyltransferase C2GnT2. 

３．学会等名 

 Gordon Research Conferences (Aging)  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Yamakoshi K, Iida M, Kimura H, Kameyama A, Maruyama M. 

２．発表標題 

 Bmi-1 controls cancer cell motility and invasion through the glycosyltransferase C2GnT2. 

３．学会等名 

 Keystone Symposia  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Itagaki T, Yamagishi K, Umesawa M, Wakai K, Watanabe Y, Iso H, Tamakoshi A 

２．発表標題 

 Boiled bean intake and colorectal cancer incidence among Japanese: The JACC Study 

３．学会等名 

 The 21st International Epidemiological Association (IEA) World Congress of Epidemiology (WCE2017)  

（国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Orimo, Yasuhiko Ito, Yoshihiro Mezawa, Kaidiliavi Sulidan, Nadila Wali1,  Okio Hino, 

Kazuyoshi Takeda, Michiaki Hamada, Yuko Matsumura 

２．発表標題 

 CAFs boost mammary cancer invasion and metastasis via formation of the epithelial and 

mesenchymal tumor cell cluster. 

３．学会等名 
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４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐知之、寺本晃治、花岡淳、醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 I期非小細胞肺がんにおける術後再発と PD-L1蛋白発現強との関連性 

３．学会等名 

 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Akimoto S, Endoh K, Wu. Re, Suzuki W, Goto C, Kuriki K. 

２．発表標題 

 LDL-C concentration is estimated by dietary factors with considering the genetic variation 

among Japanese: the J-MICC Sakura Diet Study. 

３．学会等名 

 The 21st International Epidemiological Association (IEA) World Congress of Epidemiology (WCE 2017)  

（国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 森 聡生，波田野 琢，服部 信孝 

２．発表標題 

 Metabolomic biomarkers of atypical Parkinson's syndrome  

３．学会等名 

 XXIII World Congress of Neurology (WCN2017)  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Satoshi Nishizuka 

２．発表標題 

 Microbiota and Chemotherapy: A Downstream Finding of RPPA Biomarker Screening 

３．学会等名 

 2017 RPPA Global Workshop （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 microRNA-223 発現制御は黄色ブドウ球菌感染創の改善に有効である 

３．学会等名 

 第 47 回日本創傷治癒学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Kuriyama N, Koyama T, Ihara M, Mizuno T, Ozaki E, Matsui D, Watanabe I, Kondo M,  Tokuda 

T,  Tamura A,  Yamada K, Akazawa K, Takeda K,  Takada A, Mizuno S, Nakagawa M, Watanabe Y. 

２．発表標題 

 Mid-regional pro-adrenomedullin levels are associated with progression of deep white matter 

lesions in the brain accompanying cognitive decline. 

３．学会等名 

 The 21st International Epidemiological Association (IEA) World Congress of Epidemiology (WCE2017).  

（国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 MiR-142 Is Required for Staphylococcus aureus Clearance at Skin Wound Sites via Small 

GTPase-Mediated Regulation of the Neutrophil actin Cytoskeleton. 

３．学会等名 

 第 9 回日本 RNAi 研究会・第 4 回日本細胞外小胞学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 MiR-142 は small GTPase 介した好中球細胞骨格制御による黄色ブドウ球菌感染創の改善に必須で

ある 

３．学会等名 

 第 40 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Hara M, Nishida Y, Fuku N, Shimanoe C, Nanri H, Taguchi N, Kawai K, Li YS, Kasai H, Higaki 

Y, Tanaka K. 

２．発表標題 

 Mitochondrial haplogroups modify the effect of physical activity on urinary levels of 8-

hydroxydeoxyguanosine in middle-aged Japanese subjects 

３．学会等名 

 The 21st International Epidemiology Association (IEA) ,World Congress of Epidemiology (WCE2017)  

（国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 S. Yamaguchi , S. Takahashi , T. Nomizu , Y. Kakugawa , T. Ishida , S. Kato , C. Ishioka 

２．発表標題 

 Molecular feature and clinical use development of gene expression profile “TP53 

signature” in early 

stage breast cancer 
３．学会等名 

 ESMO 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Shimizu J 

２．発表標題 

 MYOPATHY PATHOLOGY 

３．学会等名 

 XXIII World Congress of Neurology （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 *Ohno M, *Chen P-M, Hiwasa T, Nishi K, Saijo S, Sakamoto J, Morita Y, Matsuda S, Watanabe 

S, Kuwabara Y, Ono K, Imai M, Inoue K, Murai T, Inada T, Tanaka M, Kita T, Kimura T, and 

Nishi E. 

２．発表標題 

 Nardilysin is a promising biomarker for the early diagnosis of acute coronary syndrome. 

３．学会等名 

 日本循環器学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Iwata 

２．発表標題 

 Neuron-specific methylome analysis reveals epigenetic regulation and tau-related 

dysfunction of BRCA1 in Alzheimer’s disease. 

３．学会等名 

 The 7th BRI International Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hattori N, Saiki S, Hatano T, Fujimaki M, Ishikawa KI, Oji Y, Mori A, Okuzumi A, Koinuma 

T, Ueno SI 

２．発表標題 

 Novel metabolic biomarkers for Parkinson's disease, 

３．学会等名 

 AMED-CREST 疾患代謝シンポジウム、疾患メタボロームへの挑戦 -、第 11 回メタボロームシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Aizawa H, Kato H, Terashi H, Ookubo Y, Kwak S, and ALS perampanel study group 

２．発表標題 

 PAHSE 2 CLINICAL TRIAL WITH PERAMPANEL FOR SPORADIC AYOTROPHIC LATERAL SCLEROSIS 

３．学会等名 

 XXIII World Congress of Neurology  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 東野俊英、松尾洋孝、崎山真幸、中山昌喜、高田龍平、河村優輔、高田雄三、大山博司、四ノ宮成祥 

２．発表標題 

 PDZK1の一塩基多型は痛風の発症リスクと関連する 

３．学会等名 

 第 50 回日本痛風・核酸代謝学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Shimanoe C, Hara M, Nishida Y, Nanri H, Horita M, Yamada Y, Li Y S, Kasai H, Kawai K, 

Higaki Y, Tanaka K 

２．発表標題 

 Perceived stress, depressive state, and oxidative DNA damage in a general Japanese 

population. 

３．学会等名 

 The 21st International Epidemiology Association (IEA) ,World Congress of Epidemiology (WCE2017).  

（国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 日野広大、金子隼也、木村智子、武井史郎、森田真也、杉原洋行、山崎文義、瀬藤光利、小島秀人、

宇田川潤 

２．発表標題 

 Phosphatidylethanolamine 投与による脳内リン脂質組成と行動の変化 

３．学会等名 

 第 6 回日本 DOHaD 学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 日野広大、金子隼也、木村智子、武井史郎、森田真也、杉原洋行、山崎文義、瀬藤光利、小島秀人、

宇田川潤 

２．発表標題 

 Phosphatidylethanolamine 投与による脳内リン脂質組成と行動異常 

３．学会等名 

 第 122 回日本解剖学会総会・全国学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hayashida A, Li Y, Yoshino H, Nakahara T, Yoritaka A, Nagara Y, Sakiyama Y, Kusaka H, 

Takiyama Y, Morimoto N, Uchino A, Fujimoto T, Sekijima Y, Tomimoto H, Tsuruta K, Hattori Y, 

Kashihara K, Funayama M, Nishioka K, Hattori N. 
２．発表標題 

 PINK1 heterozygous mutations in familial Parkinson's disease 

３．学会等名 

 XXIII World Congress of Neurology (WCN2017)   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 森 聡生，波田野 琢，服部 信孝 

２．発表標題 

 PLA2G6変異により脳脂質構成異常を起こし，α-シヌクレイン凝集を加速させる 

３．学会等名 

 第 11 回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Ochi Y, Kataoka K, Iwanaga M, Shibata T, Miyano S, Utsunomiya A, Shimoda K, Matsuoka M, 

Watanabe T, Ogawa S, et al. 

２．発表標題 

 Prognostic Relevance of Integrated Genetic Profiling in Adult T-cell Leukemia/Lymphoma 

３．学会等名 

 18th International Conference on Human Retrovirology：HTLV and Related Viruses  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kobayashi K, Watanabe E, Tojo A, Uchimaru K 

２．発表標題 

 Proportion of CD4+CADM1+population predicts clinical progression in HTLV-1 asymptomatic 

carrier and indolent ATL. 

３．学会等名 

 The 18th International Conference on Human Retrovirology, HTLV-1 & Related Viruses  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Hidetoshi Sumimoto, Atsushi Takano, Koji Teramoto, Yataro Daigo 

２．発表標題 

 RAS–Mitogen-activated Protein Kinase Signal is Required for Enhanced PD-L1 Expression in 

Human Lung Cancers  

３．学会等名 

 American Association of Cancer Research, Annual Meeting 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kuriki K, Endoh K, Shizuoka-Sakuragaoka J-MICC Study Group. 

２．発表標題 

 Risk of non-alcoholic fatty liver disease and lifestyle factors: the Shizuoka-Sakuragaoka 

J-MICC Study 

３．学会等名 

 The 21st International Epidemiological Association (IEA) World Congress of Epidemiology (WCE 2017)  

（国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Mako Komatsu, Hirotaka Matsuo, Masayuki Sakiyama, Hirofumi Nakaoka, Sayo Kawai, Rieko 

Okada, Yuki Tanahashi, Hiroshi Ooyama, Toru Shimizu, Nariyoshi Shinomiya 

２．発表標題 

 Rs671, a common variant of ALDH2, could play a protective role in the onset of gout. 

３．学会等名 

 The 21st International Epidemiological Association World Congress of Epidemiology  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Yu Koyama, Shiori Sakayori, Yasuhiko Ito, Yoshihiro Mezawa, Takumi Koyama, Keisuke 

Sugahara, Okio Hino, Akira Katakura, and Akira Orimo 

２．発表標題 

 RUNX3 expression mediates TGF-β and SDF-1 autocrine signaling in human breast CAF 

myofibroblasts. 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hosaka T, Takenari Yamashita, Naoki Hirose, Sayaka Teramoto, Akira Tamaoka, Shin Kwak 

２．発表標題 

 Search for ALS-associated extracellular RNA as a biomarker 

３．学会等名 

 XXIII World Congress of Neurology  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kazumi Nakano 

２．発表標題 

 Synergistic-loop between FoxM1 and c-Myb is responsible for proliferative/invasive 

phenotypes of ATL cells. 

３．学会等名 

 Universith of Tokyo-Zhejiang University Joint Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Endo, R., Takashima, N., Nekooki-Machida, Y., Komi, Y., Hui, K.K., Takao, M., Akatsu, H., 

Murayama, S., Sawa, A., and Tanaka, M. 

２．発表標題 

 TDP-43 and DISC1 Co-Aggregation Disrupts Dendritic Local Translation and Elicits 

Psychiatric Symptoms in FTLD 

３．学会等名 

 ConBio2017 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuichi Tashiro, Eiji Matsuura, Yasuko Sagara , Ryuji Kubota, Hiroshi Takashima 

２．発表標題 

 The estimated number of HTLV-1 carriers in Kagoshima 

３．学会等名 

 第 58 回日本神経学会学術大会、 

第 23 回世界神経学会議  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Haruna Shiga, Makoto Yamagishi, Dai Fujikawa, Kazumi Nakano, Atae Utsunomiya, Yuetsu 

Tanaka, Toshiki Watanabe, Kaoru Uchimaru 

２．発表標題 

 The functions of a transcription factor STAT3 in Tax-expressing HTLV-1-infected cells 

３．学会等名 

 18th International Conference on Human Retrovirology HTLV and Related Viruses  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Makoto Yamagishi, Dai Fujikawa, Makoto Hori, Kazushi Araki, Toshiki Watanabe, Kaoru 

Uchimaru, et al. 

２．発表標題 

 Tumor cell-of-origin and mutation landscape for EZH1/2 targeting precision therapy 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kuriyama N, Koyama T, Ihara M, Mizuno T, Ozaki E, Matsui D, Watanabe I, Kondo M,  Tokuda 

T,  Tamura A, Yamada K, Akazawa K, Takeda K, Takada A, Mizuno S, Nakagawa M, Watanabe Y. 

２．発表標題 

 Vasoactive mid-regional pro-adrenomedullin is associated with cognitive decline 

accompanying deep white matter lesions in the brain: a cross-sectional brain MRI study. 

３．学会等名 

 XXIII World Congress of Neurology.  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hasegawa M 

２．発表標題 

 αSynuclein. 

３．学会等名 

 XXIII World Congress of Neurology (WCN2017) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 篠原 充 

２．発表標題 

 アミロイドβの脳領域分布に着目したアルツハイマー病研究 

３．学会等名 

 第 6 回 大阪大学神経難病フォーラム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中野 和民、横山 弘一、慎 秀一、唐澤 伸明、渡邉 俊樹、内丸 薫 

２．発表標題 

 ウイルス複製に有利な細胞内環境整備を可能にする HTLV-1 Rexの新たな機能的側面の探索 

３．学会等名 

 第 4 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 高野 淳，住本秀敏，寺本晃治，醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 がん薬物療法の適正管理に向けたレジメン審査に関する考察 

３．学会等名 

 第 114 回日本内科学会講演会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 清木俊雄, 内藤真理子, 高木咲穂子, 松永貴史, 篠壁多恵, 川合紗世, 岡田理恵子, 菱田朝陽, 浜

島信之, 若井建志 

２．発表標題 

 グルコキナーゼ制御遺伝子多型と血清肝傷害マーカーとの関連 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中川 弘子、伊藤 秀美、尾瀬 功、松尾 恵太郎、J-MICC Study Group 

２．発表標題 

 ゲノムワイド関連解析を用いた日本人におけるコーヒー摂取行動遺伝子多型の同定：J-MICC Study 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 武下和久子、尾崎悦子、栗山長門、松井大輔、小山晃英、渡邉功、岩井浩明、渡邊能行 

２．発表標題 

 ストレス感受性に関連する摂取栄養素量と食行動の検討 

３．学会等名 

 第 76 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 笠井淳司、橋本均 

２．発表標題 

 ストレス性精神疾患の病態解明に向けた全脳細胞解析 

３．学会等名 

 日本薬学会第 137 年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大野美紀子, 西 清人, 平岡 義範, 新妻 晋一郎, 西城 さやか, 坂本 二郎, 陳 博俊, 森田 雄介, 

松田 真太郎, 椋本 淑子, 清成 寛, 松浦 博, 北 徹, 木村 剛, 西 英一郎. 

２．発表標題 

 ナルディライジンは神経栄養因子受容体(p75NTR)のシェディングを介して心臓交感神経の分布を制

御する 

３．学会等名 

 生命科学系学会合同年次大会(第 40 回日本分子生物学会年会)   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 多田美紀子、木村活生、岸田日帯、千葉佐和子、稲山嘉明、土井宏、上田直久、秋山治彦、児矢野繁、

田中章景 

２．発表標題 

 ニューロフェリチノパチーの一剖検例 

３．学会等名 

 第 58 回日本神経病理学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 斎藤益満 

２．発表標題 

 ヒト T細胞白血病ウイルス 1型変異を介した非ホジキンリンパ腫発症リスク評価・判定法の開発  

３．学会等名 

 TOBIRA 第 6 回研究交流フォーラム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 ヒト細胞ゲノム DNAに組み込まれた外来性レトロウイルスの制御メカニズム 

３．学会等名 

 第 32 回中国四国ウイルス研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 ヒト細胞ゲノム DNAに組み込まれた外来性レトロウイルスの制御メカニズム 

３．学会等名 

 第４回 関西ウイルスクラブ（KVC） （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 瀬古 千佳子 

２．発表標題 

 ヘリコバクター・ピロリ感染者における慢性萎縮性胃炎の進展に及ぼす因子-摂取栄養素分析による

検討- 

３．学会等名 

 第 56 回日本消化器がん検診学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 西田裕一郎、原めぐみ、福典之、田口尚人、堀田美加子、島ノ江千里、桧垣靖樹、田中恵太郎 

２．発表標題 

 ミトコンドリアゲノム多型と身体活動が血中アディポネクチン濃度に及ぼす影響 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 原めぐみ, 西田裕一郎, 福典之, 田口尚人, 島ノ江千里, 堀田美加子, 河井一明, 李云善, 葛西

順, 葛西宏, 檜垣靖樹, 田中恵太郎. 

２．発表標題 

 ミトコンドリアハプログループ D が身体活動量と尿中 8OHdG濃度の関連に及ぼす影響 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 伊藤浩美、星 京香、本多たかし、橋本康弘 

２．発表標題 

 レクチン阻害法による糖鎖アイソフォームの測定 

３．学会等名 

 東北糖鎖研究会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第 11 回東北糖鎖研究会・GlycoTOKYO 2017）   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 尾崎悦子、栗山長門、松井大輔、小山晃英、渡邉功、水野成人、山田真介、今西康雄、稲葉雅章、渡

邊能行 

２．発表標題 

 一般健常人女性における骨密度・骨代謝マーカーの 5年後変化の検討 

３．学会等名 

 第 19 回日本骨粗鬆症学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 上村浩一、釜野桜子、山口美輪、Bahari Tirani、石津 将、藤岡美穂、有澤孝吉 

２．発表標題 

 一般集団における慢性炎症とインスリン代謝関連指標との関係の検討 

３．学会等名 

 第 87 回日本衛生学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 尾崎悦子、栗山長門、松井大輔、小山晃英、渡邉功、田中里佳、橋口加名栄、岩井浩明、大道智恵、

渡邊能行 

２．発表標題 

 一般住民女性の血清 25ヒドロキシビタミン D濃度と食品摂取頻度との関連 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 三澤日出巳. 

２．発表標題 

 運動神経サブタイプと ALSにおける選択的脆弱性の解析. 

３．学会等名 

 第 90 回日本薬理学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 秋元柊、遠藤香、後藤千穂、栗木清典、J-MICC Sakura Diet Study Group 

２．発表標題 

 栄養素摂取量と遺伝要因による血清 LDL-C濃度の推定式の確立：J-MICC Sakura Diet Studyの横断

的検討 

３．学会等名 

 第 64 回 日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 森田えみ、山田尚登、角谷寛、内藤真理子、篠壁多恵、岡田理恵子、川合紗世、菱田朝陽、浜島信之、

若井建志 

２．発表標題 

 加齢による朝型化とセロトニントランスポーター遺伝子多型との関連 

３．学会等名 

 日本睡眠学会第 42 回定期学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 鵜川重和，玉腰暁子，八谷寛，山岸良匡，安藤昌彦，磯博康 

２．発表標題 

 家庭での受動喫煙とその後の COPDによる死亡との関連：JACC Study 

３．学会等名 

 第 69 回北海道公衆衛生学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 水越 幸輔、岡澤 裕、小山 侑、大久保 捷奇、Kaidiliavi Sulidan、伊藤 恭彦、小見山 博光,、小

島 豊、五藤 倫敏、垣生 園子、樋野 興夫、折茂 彰、坂本一博 

２．発表標題 

 患者大腸癌由来 PDXおよびオルガノイドを使用した転移モデルの樹立 

３．学会等名 

 第 28 回 日本消化器癌発生学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 三室マヤ，小久保康昌，佐々木良元，森本悟，村山繁雄，岩崎靖， 吉田眞理，葛原茂樹 

２．発表標題 

 紀伊半島 H地区に多発する筋萎縮性側索硬化症とパーキンソニズム認知症複合の関連性 

３．学会等名 

 第 58 回日本神経病理学会総会学術研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 木原朋未，山岸良匡，磯博康，玉腰暁子 

２．発表標題 

 喫煙および禁煙年数と肺炎の死亡リスクとの関連：The JACC study 

３．学会等名 

 第 52 回日本アルコール・アディクション医学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大野美紀子、陳博俊、日和佐隆樹、西清人、西城さやか、森田雄介、松田真太郎、木村剛、西英一郎. 

２．発表標題 

 急性冠症候群における新規バイオマーカー「ナルディライジン」の有用性についての検討 

３．学会等名 

 日本病態プロテアーゼ学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 三上 春夫、宮城 洋平、中村 洋子、永瀬 浩喜 

２．発表標題 

 血清中の微量元素含有量を用いた新たながんスクリーニング法の開発 に関する研究 

３．学会等名 

 第 76 回 日本癌学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 三上春夫、宮城洋平、中村洋子、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 血清中の微量元素含有量を用いた新たながんスクリーニング法の開発に関する研究 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森田えみ、川合紗世、内藤真理子 

２．発表標題 

 高頻度の森林散策が日常のメンタルヘルスに及ぼす影響：大規模疫学調査 J-MICC Study 静岡地区よ

り 

３．学会等名 

 第 128 回日本森林学会大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 松永貴史, 内藤真理子, 高木咲穂子, 清木俊雄, 篠壁多恵, 川合紗世, 岡田理恵子, 菱田朝陽, 浜

島信之, 若井建志 

２．発表標題 

 座位時間と余暇の身体活動が精神的健康状態に及ぼす影響の検討 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山岸誠、藤川大、堀真琴、本間大輔、安達宣明、岩永正子、宇都宮與、岡田誠治、塚崎邦弘、飛内賢

正、荒木一司、渡邉俊樹、内丸薫 

２．発表標題 

 細胞起源と遺伝子変異に基づいた EZH1/2標的個別化医療の開発 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 長岡敦子 國井泰人 松本純弥 和田明 日野瑞城 丹羽真一 那波宏之 高橋均 柿田明美 赤

津裕康 橋詰良夫 山本左近 尾関祐二 矢部博興 

２．発表標題 

 死後脳内において高頻度にコピー数多型(CNV)が観察された統合失調症 3症例の臨床的特徴について 

３．学会等名 

 第 12 回日本統合失調症学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 森田えみ、内藤真理子、若井建志、角谷寛、山田尚登 

２．発表標題 

 若年者の睡眠特性 - 中高年の大規模一般集団の睡眠疫学調査との比較より 

３．学会等名 

 日本睡眠学会第 42 回定期学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 川合紗世, 内藤真理子, 高木咲穂子, 松永貴史, 清木俊雄, 篠壁多恵, 岡田理恵子, 菱田朝陽, 浜

島信之, 若井建志 

２．発表標題 

 手指の長さの比と乳がん・前立腺がんリスクの関連 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 遠藤 香, 栗木清典. 

２．発表標題 

 就業状況と精神ストレスの生活習慣要因に対する交互作用の検討：J-MICC Study 静岡・桜ヶ丘地区 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 渡邉美貴、細野晃弘、玉井裕也、市川麻理、柴田清、荒井健介、辻村尚子、藤田ひとみ、岡本尚子、

岡京子、神谷真有美、近藤文、若林諒三、野口泰司、鈴木貞夫 

２．発表標題 

 出生年別 Helicobacter pylori 感染率の特徴 〜J-MICC 岡崎 Study 〜 

３．学会等名 

 第 76 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 桑原和代、杉山大典、平田あや、鈴木賢二、岡村智教. 

２．発表標題 

 職域健診受診者における喫煙と動脈硬化性疾患発症リスクの検討：cardio-ankle vascular index 

（CAVI）． 

３．学会等名 

 平成 29 年度アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 島ノ江 千里 

２．発表標題 

 心理社会的因子と生活習慣病に介在するバイオマーカーの疫学的検討 —日本多施設共同コホート

研究（J-MICC-study）SAGA− 

３．学会等名 

 日本心理学会第 81 回大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 岩井浩明、渡邉功、山本俊郎、栗山長門、尾崎悦子、小山晃英、松井大輔、武下和久子、金村成智、

渡邊能行 

２．発表標題 

 睡眠障害と口腔内環境の関連 

３．学会等名 

 第 76 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 村上友太、高橋浩一、星 京香、伊藤浩美、菅野真由美、齋藤 清、橋本康弘、美馬達夫 

２．発表標題 

 髄液バイオマーカーによる特発性低髄液圧症候群の診断 

３．学会等名 

 第 18 回日本正常圧水頭症学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 越川直彦 

２．発表標題 

 数理学解析を用いた MT1-MMPのプロテオリシスによる細胞機能制御の解明 

３．学会等名 

 文部科学省科学研究費補助金 新学術領域「細胞ダイバース」第１回 公開シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 松橋一彦、斎藤益満、山岸誠、内丸薫、渡邉俊樹 

２．発表標題 

 成人 T細胞白血病・リンパ腫における HBZ 活性化 

- miR-324-3Pによる HBZ発現抑制の崩壊 - 

３．学会等名 

 第４回日本 HTLV-1 学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 斎藤益満、伊波英克、長谷川寛雄 

２．発表標題 

 成人 T細胞白血病・リンパ腫患者における HTLV-1/EBV共感染 B細胞の存在意義 

３．学会等名 

 第４回日本 HTLV-1 学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 木村智子、日野広大、高瀬隆太、日野信次朗、中尾光善、Rafiq Ashiq Mahmood、松本暁洋、大谷浩、

宇田川潤 

２．発表標題 

 生後の脛骨骨端軟骨細胞に機能低下をもたらす間葉系幹細胞への低栄養ストレス 

３．学会等名 

 日本解剖学会第 122 回全国学術集会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 國井泰人、松本純弥、長岡敦子、日野瑞城、丹羽真一、矢部博興 

２．発表標題 

 生前登録制度に基づく精神疾患ブレインバンクの実践〜当事者と研究者が協働する研究体制とは〜 

３．学会等名 

 第 113 回日本精神神経学会総会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 島ノ江 千里、原 めぐみ、西田 裕一郎、南里 妃名子、安方 惇、山田陽介、桧垣靖樹、田中 恵太郎 

２．発表標題 

 精神ストレスと睡眠の関連におけるストレス防御因子（社会的支援・対処行動）の影響：J-MICC study 

SAGA 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 島ノ江 千里、原 めぐみ、西田 裕一郎、南里 妃名子、安方 惇、山田陽介、桧垣靖樹、田中 恵太郎 

２．発表標題 

 精神ストレスと睡眠の質の関連における情緒的支援の影響は、就業状況によって異なる 

３．学会等名 

 第 23 回日本行動医学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 國井泰人 

２．発表標題 

 精神疾患死後脳研究：ジェネティックニューロパソロジー及びリソース利用の有用性 

３．学会等名 

 第 39 回 日本生物学的精神医学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 烏 仁, 鈴木和香子, 遠藤 香, 栗木清典. 

２．発表標題 

 摂食速度とメタボリックシンドロームリスクの関連における交絡要因の検討：JMICC 静岡・桜ヶ丘

地区 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中村洋子、高山喜美子、三上春夫、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 千葉利根川水系におけるがんの高罹患率の原因究明 

３．学会等名 

 第 26 回日本がん登録協議会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 中村洋子、巽康年、奥村和弘、高取敦志、丸喜明、横井左奈、大平美紀、鍋谷圭宏、深沢賢、片山稔、

三上春夫、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 前向きコホート研究によるがんの高リスク群でのアミノ酸変化を伴う多型の解析 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中村洋子、滝口伸浩、三上春夫、永瀬浩喜 

２．発表標題 

 前向きコホート研究による胃がん高リスク群でのアミノ酸変化を伴う多型の解析 

３．学会等名 

 第 26 回日本癌病態治療研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 桑原和代、杉山大典、平田あや、鈴木賢二、岡村智教. 

２．発表標題 

 全国職域健診データにおける Cardiocardio-ankle vascular index (CAVI)を指標とした動脈硬化リ

スクファクターの検討. 

３．学会等名 

 第 27 回 日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 高木咲穂子, 森満, 伊達ちぐさ, 磯博康, 玉腰暁子, 若井建志 

２．発表標題 

 大豆製品摂取と乳がんリスクとの関連：コホート研究（JACC Study）による検討 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 第 76 回日本癌学会学術総会 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 篠壁多恵, 内藤真理子, 高木咲穂子, 松永貴史, 清木俊雄, 川合紗世, 岡田理恵子, 菱田朝陽, 浜

島信之, 若井建志 

２．発表標題 

 炭水化物摂取量と脂質異常症の関連：J-MICC Study 静岡・大幸地区 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 岡澤 裕、水越 幸輔、大久保 捷奇、Kaidiliavi Sulidan、小山 侑、小島 豊、五藤 倫敏、折茂 彰、

坂本 一博 

２．発表標題 

 中間型上皮間葉移行による患者大腸癌細胞クラスターの転移への寄与 

３．学会等名 

 第 72 回日本消化器外科学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 前向きコホート研究によるがんの高リスク群でのアミノ酸変化を伴う 多型の解析 

２．発表標題 

 中村洋子、巽康年、奥村和弘、高取敦志、丸喜明、横井左奈、大平美紀、鍋谷圭宏、深沢賢、片山稔、

三上春夫、永瀬浩喜 

３．学会等名 

 第 76 回 日本癌学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 寺本晃治、片岡瑛子、五十嵐知之、住本秀敏、醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 低酸素の腫瘍環境により誘導された抑制性免疫応答の制御 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 片岡瑛子, 大塩恭彦, 五十嵐知之, 寺本晃治, 花岡淳 

２．発表標題 

 低酸素環境において肺がんの浸潤能は galectin-3の発現上昇を介して亢進する 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 村上友太, 星 京香，伊藤浩美，不破尚志，本多たかし，黒田直人，齋藤 清，中島 円，宮嶋雅一，

新井 一，橋本康弘 

２．発表標題 

 特発性正常圧水頭症における髄液トランスフェリンの定量及び形態学的検討 

３．学会等名 

 第 10 回日本水頭症脳脊髄液学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 栗木清典、遠藤香、後藤千穂. 

２．発表標題 

 内臓脂肪面積と赤血球膜中脂肪酸構成割合の関連における季節変動：J-MICC Sakura Diet Study 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 斉藤 憲司、浅野 真也、賈 慧娟、高橋 祥子、加藤 久典 

２．発表標題 

 日本人集団を対象としたコーヒー摂取量に関するゲノムワイド関連解析：インターネットコホート

研究 

３．学会等名 

 第 71 回日本栄養・食糧学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤 秀美、岩崎 基、郡山 千早、谷山 祐香里、尾瀬 功、井本 逸勢、大野 ゆう子、津金 昌一郎、

岩田 広治、松尾 恵太郎 

２．発表標題 

 日本人女性における乳がん感受性遺伝子多型による乳がんリスク予測 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中村富予、中村保幸、喜多義邦、上島弘嗣 

２．発表標題 

 日本人成人における食べる速さと体重の長期的変化：高島コホート研究 

３．学会等名 

 第 17 回日本栄養改善学会近畿支部大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 上村浩一、釜野桜子、有澤孝吉 

２．発表標題 

 日本人男性における大豆食品摂取と動脈スティフネスとの関連 

３．学会等名 

 第 76 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 遠藤香、栗木清典 

２．発表標題 

 日本人地域在住高齢者の要介護リスクと食事の関連：J-MICC Study 静岡・桜ヶ丘地区 

３．学会等名 

 第 64 回栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 若井建志、田中恵太郎、内藤真理子、大中佳三、古庄憲浩、細野覚代、三上春夫、嶽崎俊郎、鈴木貞

夫、渡邊能行、栗木清典、喜多義邦、三浦克之、有澤孝吉、菱田朝陽、田中英夫 

２．発表標題 

 日本多施設共同コーホート研究（J−MICC 研究） 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 若井建志, 田中恵太郎, 内藤真理子, 大中佳三, 古庄憲浩, 細野覚代, 三上春夫, 嶽崎俊郎, 鈴木

貞夫, 渡邊能行, 栗木清典, 喜多義邦, 三浦克之, 有澤孝吉, 菱田朝陽, 田中英夫 

２．発表標題 

 日本多施設共同コーホート研究（J-MICC 研究）：ベースライン調査参加者の基本特性 

３．学会等名 

 第 27 回日本疫学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 橋本康弘、村上友太、齋藤 清、星 京香、菅野真由美、宮嶋雅一、新井 一、高橋浩一、美馬達夫 

２．発表標題 

 脳脊髄液減少症（特発性低髄液圧症候群）と髄液型トランスフェリン 

３．学会等名 

 第 45 回日本頭痛学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 橋本康弘 

２．発表標題 

 脳脊髄液減少症のバイオマーカーについて 

３．学会等名 

 AMED 障害者対策総合研究開発事業「脳脊髄液減少症における自律神経機能異常の関与の検討」シンポジウム 

（招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 栗木清典、遠藤香、the J-MICC Study静岡・桜ヶ丘地区 Research Group 

２．発表標題 

 農業従事者と非従事者における高 LDL-血症と野菜・果物摂取の関連：the J-MICC Study 静岡・桜ヶ

丘地区 

３．学会等名 

 第 64 回 日本栄養改善学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 片岡瑛子，大塩恭彦，赤澤 彰，苗村佑樹，賀来良輔，五十嵐知之，橋本雅之，寺本晃治，花岡 淳 

２．発表標題 

 肺腺がんの腫瘍間質内における Galectin-3の発現意義 

３．学会等名 

 第 117 会日本外科学会定期学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 皮膚創傷治癒過程における miR-223 の機能解析 

３．学会等名 

 第 106 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 木原朋未，山岸良匡，磯博康，玉腰暁子 

２．発表標題 

 非喫煙女性における受動喫煙と大動脈疾患との関連 

３．学会等名 

 第 243 回日本循環器学会関東甲信越地方会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 寺本晃治、五十嵐知之、住本秀敏、醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 非小細胞肺がんにおけるがん関連線維芽細胞の PD-L1発現について 

３．学会等名 

 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐知之、花岡淳、寺本晃治、醍醐弥太郎 

２．発表標題 

 非小細胞肺がん血清における可溶性 PD-L1 モニタリング 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 田邊直仁、百都健、三瓶一弘、鈴木啓介 

２．発表標題 

 要支援・要介護認定の予測に寄与する健診項目の検討 〜佐渡コホート研究〜 

３．学会等名 

 第 76 回日本公衆衛生学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Akamatus M, Yamashita T, Teramoto S, Kwak S 

２．発表標題 

 A selective non-competitive AMPA receptor antagonist as a potential drug for sporadic 

amyotrophic lateral sclerosis (ALS) –rescue of motor dysfunctions and loss of motor neurons 

with TDP-43 pathology in ALS model mice 
３．学会等名 

 【4th RNA Metabolism in Neurological Disease】11th Brain Research Conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Akamatus M, Yamashita T, Teramoto S, Kwak S: 

２．発表標題 

 A selective non-competitive AMPA receptor antagonist as a potential drug for sporadic 

amyotrophic lateral sclerosis (ALS) –rescue of motor dysfunctions and loss of motor neurons 

with TDP-43 pathology in ALS model mice. 
３．学会等名 

 The Society for Neuroscience 2016  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 中武彩子、阪本訓代、須藤 幸夫、西片一朗、中畑新吾、武本 重毅、岩永正子、相良康子、天野正

宏、前田宏一、末岡栄三朗、岡山昭彦、宇都宮與、下田和哉、渡邊俊樹、森下和広 

２．発表標題 

 AlphaLISA法を用いた血中可溶型 CADM1測定系の開発と ATL の診断応用への検討 

３．学会等名 

 第 3 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 森﨑祐太, 渡邉みずほ, 森脇康博, 山中宏二, 三澤日出巳. 

２．発表標題 

 ALS における運動神経サブタイプ選択的脆弱性を規定するメカニズム. 

３．学会等名 

 第 89 回日本薬理学会年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 郭 伸 

２．発表標題 

 ALS の分子標的治療 

３．学会等名 

 第 22 回日本遺伝子細胞治療学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Yasuto Kunii, Mizuki Hino, Hiroyasu Akatsu, Yoshio Hashizume, Sakon Yamamoto, Hirooki 

Yabe, et al. 

２．発表標題 

 Alternations of DARPP-32 and Calcineurin protein expressions in the prefrontal cortex and 

nucleus accumbens of schizophrenia and bipolar disorder, and genetic associations with their 

expressions 
３．学会等名 

 Society for Neuroscience Annual Meeting,2016  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yohko Nakamura, Yoshiaki Maru, Yasutoshi Tatsumi, Kazuhiro Okumura, Sana Yokoi, Miki Ohira, 

Yoshihiro Nabeya, Satoshi Fukasawa, Jin Katayama Hiroki Nagase, Haruo Mikami 

２．発表標題 

 Analysis of non-synonymous genetic variations associated with cancer risk by a prospective 

cohort study 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakamura Y, Maru Y, Tatsumi Y, Okumura K, Yokoi S, Ohira M, Nabeya Y, Fukasawa S, Katayama 

J, Nagase H, Mikami H 

２．発表標題 

 Analysis of non-synonymous genetic variations associated with cancer risk by a prospective 

cohort study 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 佐藤賢文 

２．発表標題 

 Application of next generation sequencing to elucidate regulatory mechanism of retroviruses 

integrated into the host human genome 

３．学会等名 

 第 17 回熊本エイズセミナ—   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Kouya Shiraishi, Yukinori Okada, Atsushi Takahashi, Yoichiro Kamatani, Kyota Ashikawa, 

Yukihide Momozawa, Jun Yokota, Fumihiko Matsuda, Keitaro Matsuo, Yataro Daigo, Michiaki 

Kubo, Takashi Kohno 
２．発表標題 

 Association of variations in HLA class II and other loci with susceptibility to EGFR-

mutated lung adenocarcinoma. 

３．学会等名 

 AACR 分科会「Improving Cancer Risk Prediction for Prevention and Early Detection」  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Shiraishi K, Okada Y, Takahashi A, ..., Daigo Y, Kubo M, Kohno T. 

２．発表標題 

 Association of variations in HLA-class II and other loci with susceptibility to EGFR-

mutated lung adenocarcinoma 

３．学会等名 

 AACR special conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 越智陽太郎、片岡圭亮、永田安伸、北中明、安永純一朗、岩永正子、野坂生郷、糸永英弘、今泉芳孝、

幣光太郎、宮崎泰司、高折晃史、下田和哉、松岡雅雄、渡邉俊樹、小川誠司 

２．発表標題 

 ATL における網羅的遺伝子プロファイルが予後に与える影響 

３．学会等名 

 第 3 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 中野 和民、千原 庸平、小林 誠一郎、内丸 薫、渡邉 俊樹 

２．発表標題 

 ATL 細胞における Wnt5aの量的・質的異常 

３．学会等名 

 第 78 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Orimo, Nadila Wali, Yasuhiko Ito, Okio Hino, Kazuyoshi Takeda, Michiaki Hamada, Yuko 

Matsumura 

２．発表標題 

 CAFs boost mammary cancer metastasis via increasing the cell-cell adhesion 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Yoshihiro Mezawa, Chikao Morimoto, Okio Hino, and Akira Orimo 

２．発表標題 

 CD26/dipeptidyl peptidase-4 expression is downregulated in carcinoma-associated 

fibroblasts via activation of TGF-β signaling 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Sanaz Firouzi, Amir Farmanbar, Sereewattanawoot Suran(Ball), Makoto Yamagishi, Kenta Nakai, 

Toshiki Watanabe, Yutaka Suzuki, Kaoru Uchimaru et al. 

２．発表標題 

 Comprehensive mutation profiling of HTLV-1 infected cells based on phenotypic analysis of 

ATL progression. 

３．学会等名 

 第 3 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Comprehensively identification of inflammation-related microRNA in skin wound healing 

using next generation sequencing 

３．学会等名 

 Annual Meeting for Society for Plastics and Regenerative Science   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Tatsuhiro Terada, Jun Miyata, Manobu Kubota,  Miho Yoshizumi, Toshiya Murai, Daisuke 

Hirosawa, Yoshio Omote, Takashi Matsudaira, Yasukiyo Araki,  Tomokazu Obi 

２．発表標題 

 Cortical thickness and frontal dysfunction in Parkinson's disease 

３．学会等名 

 第 57 回日本神経学会学術大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamagishi M, Hori M, Fujikawa D, Honma D, Adachi N, Ohsugi T, Nakano K, Nakashima M, 

Kobayashi S, Iwanaga M, Utsunomiya A, Okada S, Tsukasaki K, Tobinai K, Araki K, Watanabe T, 

Uchimaru K 
２．発表標題 

 Development and Molecular Analysis of Synthetic Lethality By Targeting EZH1 and EZH2 in 

Non-Hodgkin Lymphomas 

３．学会等名 

 the 58th ASH Annual Meeting and Exposition  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 K Matsuo, Y koyanagi, H Ito 

２．発表標題 

 Development of prediction model and estimation of cumulative risk for upper aerodigestive 

tract cancer based on aldehyde dehydrogenese 2 (ALDH2) genotype and alchol consumption in a 

Japanese population 
３．学会等名 

 24th Biennial Congress of the European Association for Cancer Reasearch  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Nadila Wali, Yuko Matsumura, Yasuhiko Ito, Kaoru Mogushi, Yasuhisa Terao, Satoru Takeda, 

Ko Okumura, Kazuyoshi Takeda, Okio Hino, and Akira Orimo 

２．発表標題 

 Dissecting molecular mechanisms underlying CAF-induced metastatic dissemination of human 

breast carcinomas. 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yasumasa Kokubo , Kenji Ishii, Satoru Morimoto , Maya Mimuro, Ryogen Sasaki, Shigeo 

Murayama , Shigeki Kuzuhara 

２．発表標題 

 Dopaminergic PET study on amyotrophic lateral sclerosis/parkinsonism-dementia complex of 

the Kii peninsula, Japan 

３．学会等名 

 Asia Oceania Congress of Neurology AOCN 2016  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 小久保 康昌,石井 賢二,森本 悟,三室 マヤ, 佐々木 良元,村山 繁雄,葛原 茂樹 

２．発表標題 

 Dopaminergic PET study on amyotrophic lateral sclerosis/parkinsonism-dementia complex, 

Kii, Japan 

３．学会等名 

 第 10 回 MDSJ   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Kuriki K. 

２．発表標題 

 Eating rate as obese risk and seasonal variation of abdominal fat. 

３．学会等名 

 The 2016 International Congress on Obesity and Metabolic Syndrome in conjunction with the 45th 

Annual Scientific Meeting of the Korean Society for the Study of Obesity (ICOMES)(Seoul) （招待講演） 

（国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 山岸誠、藤川大、大杉剛生、本間大輔、安達宣明、堀真琴、中川翔太、中野和民、小林誠一郎、田中

勇悦、岩永正子、宇都宮與、塚崎邦弘、荒木一司、内丸薫、渡邉俊樹 

２．発表標題 

 Epigenetic landscape in adult T cell leukemia-lymphoma (ATL); proof of concept for 

targeting EZH1/2 

３．学会等名 

 第 78 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Chihiro Matsumoto, Yuji Takahashi, Miho Murata, Junko Fujigasaki, Shigeo Murayama, Yuko 

Saito 

２．発表標題 

 ErbB4, a causative gene product of familial ALS (ALS19), accumulates in the neurons and 

oligodendrocytes in patients with frontotemporal dementia 

３．学会等名 

 27th International Symposium on ALS/MND  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 中野 和民、西田 亜季、中木戸 誠、千原 庸平、小林 誠一郎、田中 勇悦、宇都宮 與、津本 

浩平、内丸 薫、渡邉 俊樹 

２．発表標題 

 FoxM1と c-Myb間の相乗的活性化ループが ATL細胞の悪性化形質を規定する 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Hattori N. 

２．発表標題 

 Gene products of monogenic forms for Parkinson's disease and their links to mitochondrial 

and protein degradation pathways 

３．学会等名 

 GEoPD(Genetic Epidemiology of Parkinson Disease) 11th Annual Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirotaka Matsuo 

２．発表標題 

 Genetics of urate transporters and gout GWASs. 

３．学会等名 

 G-CAN 2016 Annual Meeting and Young Investigators Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 倉光 球、大隈 和、松本 千惠子、蕎麦田 理英子、相良 康子、板橋 家頭夫、佐竹 正博、浜

口 功 

２．発表標題 

 HTLV-1 Western blotting 判定保留例の HTLV-1遺伝子変異 

３．学会等名 

 第 3 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yusuke Nakamura and Yataro Daigo 

２．発表標題 

 Identification of a new serological and prognostic biomarker and a therapeutic target for 

lung cancer, LASEP3 

３．学会等名 

 2016 AACR annual meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yusuke Nakamura,  Yataro Daigo, 

２．発表標題 

 Identification of LASEP1 as a new serological and prognostic biomarker and a therapeutic 

target for lung cancer 

３．学会等名 

 ICHG2016  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yusuke Nakamura,  Yataro Daigo, 

２．発表標題 

 Identification of LASEP1 as a new serological and prognostic biomarker and a therapeutic 

target for lung cancer 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Takano, Yusuke Nakamura,  Yataro Daigo, 

２．発表標題 

 Identification of LASEP3 as a new serological and prognostic biomarker and  a therapeutic 

target for lung cancer 

３．学会等名 

 第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Identification of wound inflammation-related miRNAs: miR-223-deficient neutrophil improve 

Staphylococcus aureus-infected skin wound sites 

３．学会等名 

 EMBO conferences: The molecular and cellular basis of regeneration and tissue repair  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Yuji Takahashi, Yurika Numata-Uematsu, Seiichi Nagano, Chihiro Matsumoto, Terunori Sano, 

Miho Murata, Yuko Saito 

２．発表標題 

 Immunohistochemical Analysis of ErbB4 in the Transgenic Mouse Model of Amyotrophic Lateral 

Sclerosis 

３．学会等名 

 American Academy of Neurology Annual Meeting 2016  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 島ノ江 千里、原 めぐみ、市場正良、田中 恵太郎、松本明子 

２．発表標題 

 LC-MS/MSによる尿中グルココルチコイド類の同時測定法の確立 

３．学会等名 

 第 86 回日本衛生学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 森 聡生，波田野 琢，服部 信孝 

２．発表標題 

 Loss of Parkinson's disease-associated phospholipase PLA2G6 alters brain lipid composition, 

which leads to severe neuronal phenotypes.  

３．学会等名 

 5th Asian and Oceanian Parkinson's Disease and Movement Disorders Congress 
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 佐藤栄人、服部信孝 

 

  

４．発行年 

 2017年 

２．出版社 

 ディカル ドゥ 

  

５．総ページ数 

 156 

３．書名 

 脳内環境辞典、ATP13A2 

 

 

  



 

 

１．著者名 

 大野美紀子 西英一郎 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 認知症学会誌 Dementia Japan 
  

５．総ページ数 

 - 

３．書名 

 α セクレターゼ活性制御 

 

 

  
 
 
 

１．著者名 

 山岸誠、渡邉俊樹 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 医薬ジャーナル社 

  

５．総ページ数 

 - 

３．書名 

 血液フロンティア、特集/成人 T 細胞白血病(ATL)研究の現状「ATL 細胞における EZH1/2

依存的なエピゲノム制御異常」 

 

 

  
 
 
 

１．著者名 

 小山晃英、渡邊能行、栗山長門 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 科学評論社 

  

５．総ページ数 

 84 

３．書名 

 血管性認知障害：update   神経内科 

 

 

  



 

 

１．著者名 

 岡澤 均 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 技術情報協会 

  

５．総ページ数 

 72 

３．書名 

 月刊ファームステージ 

 

 

  
 
 
 

１．著者名 

 藤田 慶大、岡澤 均 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 日医学書院 

  

５．総ページ数 

 92 

３．書名 

 生体の科学 

 

 

  
 
 
 
  



〔産業財産権〕 
○出願状況（計 11 件） 

産業財産権の名称 

 血清試料検査装置、及び血清試料の検査方法  

発明者 

 伊藤寛晃 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2021-546966 

出願年 

 2022 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 

産業財産権の名称 

 甲状腺濾胞癌特異的マーカー  

発明者 

 軸薗 智雄、石橋 宰 

権利者 

 日本医科大

学、公立大学法

人大阪 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2021-57814 

出願年 

 2021 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 

産業財産権の名称 

 ＤＮＡ配列の増幅方法及び配列決定方法  

発明者 

 斎藤益満、百瀬暖佳、松平

崇弘、和田悠作 

権利者 

 日本国、株式

会社ファスマ

ック 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2019-150535 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 

産業財産権の名称 

 長鎖ノンコーディング RNA を標的とするがん治療剤およびが

ん診断方法  

発明者 

 北嶋洋志、丸山玲緒、山本

英一郎、鈴木拓 

権利者 

 北海道公立

大学法人札幌

医科大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 PCT/JP2019/14028 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 
 

産業財産権の名称 

 HTLV-1 関連脊髄症(HAM)治療又は予防剤  

発明者 

 内丸薫、山岸誠、石崎伊

純、山野嘉久 

権利者 

 東京大学及

び聖マリアン

ナ医科大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2018-135925 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 



 

 

産業財産権の名称 

 HTLV-1 挿入部位同定方法  

発明者 

 斎藤益満、長谷川寛雄 

権利者 

 ヒューマン

サイエンス財

団、長崎大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2018-128683 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 

産業財産権の名称 

 アルツハイマー病バイオマーカー  

発明者 

 道川誠、赤津裕康、アブド

ラモハンマド（名古屋市立

大学）、松原悦朗、木村成志

(大分大学) 

権利者 

 名古屋市立

大学、大分大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 PCT/JP2018/018849 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 
 

産業財産権の名称 

 がんの予後判定および診断方法  

発明者 

 中川将利、吉村 徹、吉田

栄作、清木元治、越川直彦 

権利者 

 東京大学、ア

ボットジャパ

ン 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2017-648** 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 

産業財産権の名称 

 前立腺癌の骨転移判定方法  

発明者 

 今井祐記、雑賀隆史、菊川

忠彦、沢田雄一郎 

権利者 

 株式会社プ

ラスパブレイ

ンズ、今井祐記 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2018-198404 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 

産業財産権の名称 

 長鎖ノンコーディング RNA を標的とするがん治療剤およびが

ん診断方法  

発明者 

 北嶋洋志、丸山玲緒、山本

英一郎、鈴木拓 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2018-067701 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 



 

 

産業財産権の名称 

 EphA2 N 末端フラグメント抗体  

発明者 

 越川直彦、清木元治 

権利者 

 東京大学、神

奈川県立病院

機構 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2018-534429 

出願年 

 2016 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 
○取得状況（計 7 件） 

産業財産権の名称 

 ＫＩＦ３モーターに基づく精神疾患の治療又は予防、及び薬

物スクリーニング  

発明者 

 廣川信隆,森川桃,吉原壮悟,

田中庸介 ,武井陽介  ,小川覚

之 ,吉川武男,國井泰人 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 公開番号：WO/2021/100685 

取得年 

 2021 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 
 

産業財産権の名称 

 ROCK 阻害薬、Syk 阻害薬の利用  

発明者 

 濱野 忠則 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 整理番号 FU976 国際特許出願 A61P 25/28 

取得年 

 2020 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 
 

産業財産権の名称 

 上皮間葉系転換に着目した早期肺腺癌悪性度診断マーカー

の利用  

発明者 

 岡山明子、堀内弥生、梁明

秀、平野久、宮城洋平、中山

治彦、伊藤宏之、尾下文浩、

横瀬智之、山田耕三 

権利者 

 横浜市立大

学 , 地方独立

行政法人神奈

川県立病院機

構 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特許第 6555511 号 

取得年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 

産業財産権の名称 

 アルツハイマー病及び前頭側頭葉変性症の診断方法、診断

薬、治療薬、及びこれら薬剤のスクリーニング方法  

発明者 

 岡澤 均 

権利者 

 国立大学法

人東京医科歯

科大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 US 2017/0182012 A1 

取得年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 外国 
 



 

産業財産権の名称 

 検査方法及び肝内胆管がん用検査試薬  

発明者 

 西 英一郎、大野 美紀子、

黒川 祐人、山口 里奈 

権利者 

 京 都 大 学

（50%）、三洋

化成工業株式

会社（50%） 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2017-022201 

取得年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

 創傷または線維症の治療剤  

発明者 

 森 亮一、下川 功 

権利者 

 長崎大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特許 6238319 

取得年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 

産業財産権の名称 

 成人Ｔ細胞白血病リンパ腫の治療及び／又は予防剤  

発明者 

 渡邉俊樹、山岸誠、第一三

共株式会社発明者５名 

権利者 

 国立大学法

人東京大学及

び第一三共株

式会社 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特許第 6009135 号 

取得年 

 2016 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
  



その他 

コホート・生体試料支援プラットフォーム（CoBiA）ホームページ 

http://cohort.umin.jp/ 

 

岩手医科大学 医歯薬総合研究所 西塚研究室 

http://www.nishizukalab.org/?lang=ja 

 

2017 年 10 月 29 日（日 ）毎日新聞記事掲載 

献脳 徐々に広がる 生前登録開始から１０年 ２５０人超に、ネットワークも整備 

https://mainichi.jp/articles/20171029/ddm/016/040/048000c 

國井泰人（東北大学） 

 

"福島県立医科大学生化学講座ホームページ 

https://hashimoto-lab.org/" 

 

千葉大学社会精神保健教育研究センター 病態解析研究部門ホームページ 

https://www.m.chiba-u.ac.jp/class/shakai/jp/byoutai/index.html 

 

精神疾患ブレインバンク・DNA バンクホームページ 

http://www.fmu-bb.jp/ 

 

慶應義塾大学衛生学公衆衛生学教室ホームページ 

https://keiopublichealth.jp/research/research04.html 

 

順天堂大学大学院 臨床腫瘍学 

https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/rinsho_shuyo/k4.html 

 

慶應義塾大学医学部百寿総合研究センター公式ページ 

http://www.keio-centenarian.com/ 

 

東京医科大学 神経分子病態学（遺伝子治療研究所）寄附講座 特任教授 郭 伸ホームページ 

http://square.umin.ac.jp/teamkwak/index.html 

 

横浜市立大学 大学院医学研究科微生物学・分子生体防御学教室ホームページ 

http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/~saikin/ 

 

神奈川県みらい未病コホート研究ホームページ 

https://www.me-byo-cohort.jp/ 

 

 

http://cohort.umin.jp/
http://www.nishizukalab.org/?lang=ja
https://mainichi.jp/articles/20171029/ddm/016/040/048000c
https://hashimoto-lab.org/
https://www.m.chiba-u.ac.jp/class/shakai/jp/byoutai/index.html
http://www.fmu-bb.jp/
https://keiopublichealth.jp/research/research04.html
https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/rinsho_shuyo/k4.html
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http://square.umin.ac.jp/teamkwak/index.html
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/%7Esaikin/
https://www.me-byo-cohort.jp/


浜松医科大学細胞分子解剖学講座ホームページ 

https://www.hama-med.ac.jp/mt/setou/ja/prize/ 

 

静岡県立大学食品栄養科学部栄養生命科学科 栄養サマースクール 「健康の科学を体験しよう！」

2021 

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/dnls/policy14.html 

 

J-MICC STUDY 

http://www.jmicc.com 

 

滋賀医科大学薬理学講座ホームページ 

http://www.shiga-med.ac.jp/pharm/ 

 

高島コホート研究ホームページ 

https://www.shiga-med.ac.jp/hqcera/project/takashima_study/index.html 

 

京都大学循環器内科分子病態学研究グループホームページ 

http://kyoto-u-cardio.jp/kisokenkyu/sentan-bunshi/ 

 

理研 CBS タンパク質構造疾患研究チーム ホームページ 

http://motomasalab.riken.jp 

 

大阪大学大学院薬学研究科 神経薬理学分野ホームページ 

http://molpharm.umin.jp/index.html 

 

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構プレスリリース 

https://www.amed.go.jp/news/release_20170622-01.html 

 

愛媛大学プロテオサイエンスセンター病態生理解析部門ホームページ 

https://www.m.ehime-u.ac.jp/school/imailab 

 

沢田雄一郎：第 71 回西日本泌尿器科学会総会 ヤングウロロジストリサーチコンテスト最優秀賞 

 

沢田雄一郎：第 37 回日本骨代謝学会 最優秀演題賞 

 

佐賀大学医学部社会医学講座予防医学分野ホームページ 

http://www.prevent.med.saga-u.ac.jp/index.html 

 

 

 

https://www.hama-med.ac.jp/mt/setou/ja/prize/
https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/dnls/policy14.html
http://www.jmicc.com/
http://www.shiga-med.ac.jp/pharm/
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https://www.amed.go.jp/news/release_20170622-01.html
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http://www.prevent.med.saga-u.ac.jp/index.html


2016 年 5 月 第３３回角尾学術賞（皮膚創傷治癒における炎症及び組織修復制御の解明と分子標的薬

剤開発に関する研究） 

森 亮一（長崎大学） 

 

2016 年 5 月 平成２７年度日本病理学会学術奨励賞（皮膚瘢痕形成の分子メカニズム解明および核酸

医薬開発への応用） 

森 亮一（長崎大学） 

 

2017 年 10 月  33rd Ernst Klenk Symposium in Molecular Medicine- Tissue regeneration, wound 

healing and fibrosis: Translating basic concepts into regenerative therapy, Poster Award

（Comprehensive identification of wound healing and inflammation miRNAs reveals a key role 

for miR-223 in neutrophilic clearance of Staphylococcus aureus at wound sites） 

森 亮一（長崎大学） 

 

2017 年 11 月 第４７回日本創傷治癒学会研究奨励賞（miR-223 機能解析とその応用：miR-223 発現制

御は黄色ブドウ球菌感染創の改善に有効である） 

森 亮一（長崎大学） 

 

熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター 佐藤研究室ホームページ 

http://www.caids.kumamoto-u.ac.jp/satou/index.html 

 
 
 
 
  



６．研究組織 

 

 

 

氏名 
（ローマ字氏名） 
（研究者番号） 

所属研究機関・部局・職 
（機関番号） 

備考 

研
究
支
援
代
表
者 

今井 浩三 
 

（IMAI Kohzoh） 

 

（60117603） 

 

東京大学・医科学研究所・客員教授 

 

 

（12601） 

令和元年2月末日まで

研究支援代表者 

研
究
支
援
分
担
者 

田中 英夫 
 

（TANAKA Hideo） 

 

（60470168） 

 

愛知県がんセンター研究所・疫学･予防部・部長 

 

 

（83901） 

平成28年度まで研究

支援分担者 

研
究
支
援
分
担
者 

若井 建志 
 

（WAKAI Kenji） 

 

（50270989） 

 

名古屋大学・大学院医学系研究科・教授 

 

 

（13901） 

 

研
究
支
援
分
担
者 

村山 繁雄 
 

（MURAYAMA Shigeo） 

 

（50183653） 

 

大阪大学・大学院連合小児発達学研究科・特任教授

（常勤） 

 

（14401） 

 

研
究
支
援
分
担
者 

醍醐 弥太郎 
 

（DAIGO Yataro） 

 

（30345029） 

 

東京大学・医科学研究所・特任教授 

 

 

（12601） 

 

研
究
支
援
分
担
者 

竹内 研時 
 

（TAKEUCHI Kenji） 

 

（10712680） 

 

名古屋大学・大学院医学系研究科・客員研究者 

 

 

（13901） 

令和2年度から研究支

援分担者 

研
究
支
援
分
担
者 

松尾 恵太郎 
 

（MATSUO Keitaro） 

 

（80393122） 

 

愛知県がんセンター研究所・がん予防研究分野・分野

長 

 

（83901） 

平成29年度から研究

支援分担者 



 

 

 

 

氏名 
（ローマ字氏名） 
（研究者番号） 

所属研究機関・部局・職 
（機関番号） 

備考 

研
究
支
援
分
担
者 

三上 春夫 
 

（MIKAMI Haruo） 

 

（10332355） 

 

千葉県がんセンター研究所・がん予防センター・部長 

 

 

（82504） 

令和4年3月7日まで研

究支援分担者 

研
究
支
援
分
担
者 

中村 洋子 
 

（NAKAMURA Yohko） 

 

（60260254） 

 

千葉県がんセンター（研究所）・がん予防センター・

主任城跡研究員 

 

（82504） 

令和4年3月8日から研

究支援分担者 

研
究
支
援
分
担
者 

鈴木 貞夫 
 

（SUZUKI Sadao） 

 

（20226509） 

名古屋市立大学・大学院医学研究科・教授 

 

 

（23903） 

 

研
究
支
援
分
担
者 

喜多 義邦 
 

（KITA Yoshikuni） 

 

（30147524） 

 

敦賀市立看護大学・看護学部・教授 

 

 

（23402） 

 

研
究
支
援
分
担
者 

渡辺 能行 
 

（WATANABE Yoshiyuki） 

 

（00191809） 

 

京都府立医科大学・大学院医学（系）研究科（研究院）・

教授 

 

（24303） 

平成30年度まで研究

支援分担者 

研
究
支
援
分
担
者 

上原 里程 
 

（UEHARA Ritei） 

 

（90276999） 

 

京都府立医科大学・大学院医学研究科・教授 

 

 

（24303） 
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